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序

ふと、子どもの頃を回想するとき、日頃見慣れた風景も実は徐々に変化して

きたことに気がつきます。このような変化の積み重ねが、長い年月の間に今日

の地域的な景観を形作っているのでしょう 。私たちの祖先の日々の努力が、児

玉の環境を住み良い土地に作り替えていったのです。 しかし、日頃意識される

ことのない「郷土」の意識は、 異なった地域の人たちに接するときに、果たし

て「誇るべき郷土」として私たちの意識に上るでしょうか。

「地方の時代」といわれて久しい昨今、‘‘町起こし'’や‘‘村起こし’'が活発に

行われています。 しかし、観光等で成功した一部の町村を除いて、これらが本

当に地域の活性化につながっているのでしょうか。「地方」の意識が「都会」

に対するある種の劣等意識を拭いきれないでいるのなら、〈中央ー地方〉の関

係を乗り越えることはできないでしょう 。「地方」の意識は、近代化のもつ価

値意識に潜むものだと考えられるからです。

郷土の誇りとは、実はこのような近代的な都郡意識を乗り越える枠組みの形

成と表裏を成すものであるのですから、決して短時日で成し遂げられるもので

はないでしょう 。排他的な地域ナショナリズムに根ざす頑なな郷土愛は、我々

にとって決して有益なものではないはずです。それぞれの「地域」は決して孤

立したものではなく 、相互に他の地域と交渉し依存しあっていることを前提と

するような「地域」の意識を育む努力は、地域に累積した歴史的営為の理解を

基礎としなければならないでしょう 。郷士の正しい理解を助けることも我々の

重要な責務のひとつです。文化財の保護と活用が望まれる所以です。

このささやかな報告書は、文化財の保護と活用にとっての第一歩であるに過

ぎませんが、町民の皆様をはじめ教育・研究にたずさわる皆様のご参考となり

えるならば幸いです。このたびこの発掘調査報告書が刊行できましたことは、

町民の皆様や埼玉県本庄土地改良事務所をはじめ多くの関係諸機関ならびに関

係各位のご協力の賜と深く感謝いたします。私どもも「児玉町を愛する人間の

育成」を教育目標の一つに掲げ、文化財を活用しつつ社会教育の活動に努めて

参る所存ですので、皆様のこれまで以上のご協力を心よりお願い申しあげます。

平成 8年2月14日

児玉町教育委員会

教育 長冨丘文 雄
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第 I章 発掘調査の経緯

本報告にかかわる発掘調査は、平成 2年度の県営ほ場整備事業 （児玉北部地

区）に先立つ埋蔵文化財保存事業として実施したものである。平成 2年度事業

については、上記の事前協議に基づき埼玉県教育局文化財保談課、県耕地課、

本庄土地改良事務所及び町教育委員会が平成元年12月に打ち合せ会議を行った。

この結果平成 2年度エ区のうち、今回報告の藤板遺跡(No54-017)の現状変更さ

れる区域について発掘調査による記録保存の措置をとることになった。児玉町

教育委員会より 平成 2年11月8日付児教社第495号で発掘調査通知を埼王県教

育委員会に提出した。文化庁からは平成 3年10月11日付 3委保記第5-1964号を

もって発掘調査通知書の受理について通知があ った。一方、 平成 2年 9月18日

付本地第1217号で埼玉県本庄土地改良事務所長より埋蔵文化財発掘の通知が提

の通知があ った。

出され、教文第3-347号固知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等について

（事務局）
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第 II章 地理 的 ・歴史的環境

1. 地理的環境

山と平野

遺跡の周辺

本報告の遺跡が所在する児玉町は、埼玉県北西部の一角にあり、東京都心か

ら約85kmの所に位置する。東は美里町、西は神川町・神泉村、南は秩父郡長瀞

町・皆野町、北は本庄市・上里町と接している。町は南西から北東にかけて細

長い形をしており、標高は町役場付近で98.5mである 。町の面積は52.93k面で、

町全体の総面積の主体は山林と耕地で占め られている。

児玉町の地形は南西部が陣見山・不動山を主体とする上武山地の一部であり、

北東部は北東方向に半島状に張り出した児玉丘陵やさらにその先に独立丘とし

て残る生野山丘陵 ・大久保山丘陵などの丘陵、本庄台地等を含む平野である 。

町は南西部と北東部、 言い換えれば山地 と平野とに明確に大別することができ

るが、これは町を東西に横断する八王子一高崎構造線の断層線によるものであ

る。立川ローム層に相当するとされるローム層の堆積が主である本庄台地を含

む平野は、神流川により形成された神流川扇状地上に位置しており、微高地を

含む台地と低地に大別することができる。 しかし、微高地と低地は現在におい

て河川の沖積作用により、明瞭に区分できない部分もあるが、畑地帯と水田地

帯という土地利用の違いにより区分することも可能である。また、この水田地

帯は断層崖下より流下する金鑽川 ・赤根川水系に属する女堀川によって開析さ

れている。冬季の降水贔が少ないという特色を有する本町は、神流川扇状地上

に立地することから表流水量が少なく大半が伏流してしまう。このため大規模

な灌漑が必要であり 、開竪年代が西暦700年を幾分遡るものである可能性が高

い九郷用水（鈴木、1989)などの用水堀が掘削されたと推定される。

本報告の遺跡は児玉町大字蛭川字柿島・久保田に所在し、本町北東部の本庄

市との境界付近の微高地から低地にかけての沖積地に位置している 。本遺跡の

周辺は前述の大規模な灌漑による児玉条里と呼ばれる条里制が展開し、 一面の

水田地帯が広がっている。この水田地帯を含む沖積地には、女堀川により形成

された自然堤防や埋没台地のような微高地が存在していると考えられ、本報告

の遺跡周辺の遺跡（集落）は、主としてこれらの自然堤防や埋没台地のような微

高地上に 占地していると推定される。また、隣接する金屋遺跡群（鈴木、1981)

においても同様に、沖積地内の自然堤防や微高地上に集落が占地 していると推

定されている 。この地域は扇状地であるため南西から北東にかけてゆるやかに

傾斜し利根川沿いにまで及んでいるが、前述のように微高地と低地の比高差は

明瞭には判別できないのが現状である 。しかし、古墳時代においての景観は現

在よりも起伏が明瞭であったと推定される 。

-3 -



第 4図 周辺の古墳時代中 ・後期主要遺跡

Na 遺 跡 名 No 遺 跡 名 No 占 ，J'1 占 !J'I 群

染 落 23 ウリ lll遺跡 (1981湛査） A 生野lll古墳肝 （打浴他、 1973)

l 藤塚遺跡B2地点 （本報告） 24 塩谷下大塚遺跡（恋河内、 1990) B 下町 大久保 古れ群

2 藤塚遺跡Bl地，9h(1990溝査） 25 ミカド逍跡 （坂本 鈴木、 1981) C 広木大町古項群 （小渕 中村、 1980)

3 藤塚遺跡A地点 （徳LI・1他、 1995) 26 真鏡寺後逍跡 （鈴木、 198788／恋河内、 1991) D 秋山古項群 （坂本他、 1990)

4 堀向遺跡 （徳山他、 1995) 27 新屈敷遺跡 (1989潟査） E 長沖占!J't群 （金―f他、 1980)

5 柿島遺跡 （徳山他、 1995) 28 東田遺跡 (1992,＿凋査） F 飯倉古項群

6 /i.17遺跡 （徳Il1他、 1991) 29 浅見境遺跡 (1986調全） G 塚本山古項群 （増田他、 1977)
-・---------そ--------------------------------

7 占井戸遺跡 （井上他、 1986) 30 浅見境北償跡 (1992潟査） a 生野山銚子塚占9J't（菅谷、1984)

8 平塚遺跡（徳山他、1994) 31 鷺山南遺跡 (1983湛杏） b 物見塚古fn（菅谷、 1984)

9 古井戸市選跡 (1984調1t) 32 束牧西分は跡 （恋河内、 1995) c 生野山将軍塚占項 （柳田、 1964)

JO 塚出遺跡 （鈴木他、 1991) 33 梅沢追跡 （赤熊他、 1986／恋河内、 1995) d 熊谷後］号項 （美里町、 1986)

11 辻ノ内達跡 （鈴木他、 1991) 34 川越田遺跡 （赤熊他、 1986／恋河内、 1993) e 生野1J116号項 （仔谷、 1984)

12 新宮遺跡 (1991調査） 35 後張遺跡 （立石他、 1982-83) f 金鑽神社古墳 （坂本他、 1986)

13 J:.真下束遺跡 (1986確認溝査） 36 四方lll淋跡 （増IH、1989) g 鷺ll1古項 （坂本他、 1986)

14 蛭川坊田遺跡 (1990調在） 37 根田遺跡 （恋河内、 1990) h 庚申塚古項 （坂本他、 1990)

15 共和小学校校庭俎跡 （恋河内、 ]989) 38 飯t束直跡 （駒宮他、 1979／恋河内、 1995) 1 諏訪山古m（坂本他、 1990)

16 南街逍遺跡 (199]調杏） 39 む屯下遺跡 （駒宮他、 1979／恋河内、 1990) J 長沖31号1/t

17 餃蒔遺跡 （恋河内、 1995) 40 宮ヶ谷戸直跡 (1983美里町潤査） K 長沖32号項

18 宮田遺跡 (199]湛査） 41 樋之口遺跡 （竹谷他、 1976) 1 長沖25号項 （金子他、 1980)

19 ill;縄田遺跡 （恋河内、 1995) 42 ミカ神社前遺跡 （中村 歳給、 1980) m 長沖79号墳 （田口他、 1975)

20 金佐奈遺跡 (1992調査） 埴 綸 密 址 n 長沖137号項

21 倉林後淋跡 （利根川他、 1981) 1 蛭川埴輪窯址 o 艮沖157号項

22 枇杷橋遺跡 ('庁谷駒宮、 1973) n 八幡山埴輪窯址 （柳、 1961) p 四方田古墳 （増田、 1989)
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2.歴史的環境

和泉期以前

本報告の遺跡は古墳時代中期（和泉期）と古墳時代後期（鬼麻期）の集落が

主要なため、本章では和泉期から鬼高期にかけて存在する周辺遺跡を中心に占

地形態や様相について概観していきたいと思う 。

本報告の遺跡周辺における和泉期以前の周辺遺跡の占地形態や様相は、弥生

時代後期においては独立丘上に生野山遺跡（埼玉県、1982)や大久保山遺跡（荒川

他、1986)などが形成され、低地や台地を中心に山根遺跡（増田、1990)などの集

落が形成されているが、ほとんどが単一時期の小規模な集落である。この時期

の立地は独立丘内の谷や台地上の開析谷が生産基盤と推定され、女堀川により

開析された沖積地は開発されていないと推定される。古墳時代前期（五領期）

になると女堀川により開析された沖積地内の自然堤防や台地縁辺部に後張遺跡

(35)・諏訪遺跡（柿沼、1979) などの集落が形成されるようになり、沖積地の開発

が盛んに行われるようになる 。

和泉期 本報告の遺跡周辺における和泉期の集落は、主に女堀川によって開析された

沖積地内に形成された自然堤防や微高地上に占地し、五領期とはぼ同様の占地

形態を呈していると推定されている。後張遺跡のような大規模な集落も五領期

から継続的に営まれ、該期の中心的な集落と考えられている。この他の沖積地

内の自然堤防や微高地上に占地する遺跡として、藤塚遺跡A地点(3)、堀向遺跡

(4)、柿島遺跡(5)、古井戸遺跡(7)、平塚遺跡(8)、古井戸南遺跡(9)、塚畠遺跡(10)、

裔縄田遺跡(19)、東牧西分遺跡(3'2)、梅沢遺跡(33)、川越田遺跡(34)、四方田遺跡(36)、

根田遺跡(37)、飯里東遺跡(38)、樋之口遺跡(41)などの遺跡が挙げられる。また、

沖積地以外でも倉林後遺跡(21)、枇杷橋遺跡(22)、塩谷下大塚遺跡(24)、真鏡寺後遺

跡(26)など独立丘裾部に占地する遺跡が確認されるようになる。これらの遺跡

の中でも古井戸遺跡、高縄田遺跡、平塚遺跡、根田遺跡などの集落は和泉期単

ーの集落であるため、この地域の和泉期を考えていくうえで非常に重要な遺跡

となってくる。

鬼高期 鬼高期は本報告の遺跡周辺で遺跡数が最も増加する時期である。占地形態は

和泉期と同様に沖積地内の自然堤防や微高地上に占地する集落が多く、藤塚遺

跡A地点、柿島遺跡、左口遺跡(6)、古井戸南遺跡、塚畠遺跡、辻ノ内遺跡(11)、

共和小学校校庭遺跡(15)、鶴蒔遺跡(17)、梅沢遺跡、川越田遺跡、後張遺跡、四方

田遺跡、飯韮東遺跡、樋之口遺跡などの集落が確認されている 。また、鬼高期

に入ると和泉期よりみられるようになった沖積地以外の集落も増加し、枇杷橋

遺跡、塩谷下大塚遺跡、ミカド遺跡(25)、真鏡寺後遺跡などの丘陵裾部や、雷電

下遺跡(39)、宮ヶ谷戸遺跡(40)など台地縁辺部にも集落が形成されるようになる。

また、沖積地の集落と丘陵上の集落といった占地の違いはどのような社会的背
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奈良・ 平安

古墳

埴輪窯址

景によるものなのか、今後の検討が必要である。

真間期に入ると沖積地内の自然堤防や微高地上の集落は衰退していき、集落

は周辺の独立丘裾部や台地縁辺部などに移動していく 。これは、沖積地内の集

落が沖積地の大規模な灌慨による条里制の展開により、条里の周辺に設営され

ていったものであると推定される。堀向遺跡では真間期に開堅された「古九郷

用水」 （鈴木、1989)が検出され、台地縁辺部の将監塚遺跡 （井上他、1986) な

どの遺跡からも真間期に開繋されたとみられる大溝が検出されている。これら

台地縁辺部の集落は「計画的集落Jとしての推定がなされ、当該地域における

律令制の定着と条里制の展開をうかがうことができる。その後 9世紀後半にな

ると、これらの台地縁辺部の集落は縮小していき沖積地内の自然堤防上などに

拡散する傾向がみられる。このような遺跡としては、新宮遺跡(1992調資）な

どが挙げられる。さらに10世紀以降になると集落の拡散現象はさらに広がって

いき、条里施行区域外にも集落が展開するようになる。これはこの地域が古代

の居住区域としてある程度安定した場所であったことがうかがえる。

本報告の遺跡周辺は集落以外にも大型の古墳が多数築造されるなど、さまざ

まな遺跡が確認されている。独立丘として残る丘陵上には県内最古（五領期）

の古墳の一つとして知られている全長60mを測る前方後方墳の鷺山古墳(g)が

存在する。和泉期に入ると前方後円墳の可能性もあ り腐山古墳に継ぐ首長墓と

推定される物見塚古墳(b)や、大型の円墳である金鑽神社古墳(f)、生野山将軍

塚古墳(C)などの比較的規模の大きい古墳が見られる。このうち金鑽神社古墳

や生野山将軍塚古墳などでは、叩き目を有する埴輪も多数確認されている。鬼

高期も和泉期と同様に古墳は主に独立丘上に形成され、全長60m級の生野山銚

子塚古墳(a)や熊谷 1号墳(d)、生野山16号墳(e)などの主要古墳が築造されてい

る。また、この時期には比較的規模の小さい円墳が継続的に造られるようにな

り古墳群を形成するようになる。丘陵部や独立丘上には生野山古墳群(A)、下町・

大久保古墳群(B)、長沖古墳群(E)、塚本山古墳群(G)、独立丘以外にも広木大町古

墳群（C)、秋山古墳群(D)、飯倉古墳群(F）、などの古墳群が確認されている。これ

らの古墳や古墳群は主に小山川（旧身馴川）に沿うような形で点在し、集落域

と墓域との明瞭な区分が観察される。

この地域には集落や古墳のほかに蛭川埴輪窯址(I)、八幡山埴輪窯址(II)など

の埴輪窯址も確認されているが、古墳や古墳群の数から推測して、この 2つの

埴輪窯址以外にもいくつかの埴輪窯址が存在し、それらの埴輪窯址によって周

辺の古墳に埴輪を供給していたのではないかと推定されるが、現在までに明瞭

には確認されておらず、今後も埴輪供給や埴輪窯址などの問題については検討

を重ねて行く必要がある。 （井口泰基）
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第11I章

1. 

藤塚遺跡B2地点の調査

遺跡の概要

本遺跡は、大字蛭川字柿島に所在しており、本区域は藤塚遺跡 （埼玉県遺跡

地図No54-0l7)に該当している。既に県営圃場整備事業 （児玉北部地区）の事

前調査として藤塚A地点の調査 （徳山他1989)が行われていた為、地点が異な

る本地区を B地点とした。更にB地点のうち取り分け事業が違う県営かんぱい

事業 （九郷地区）をB1地点と呼称し、 本事業である県営圃場整備（児玉北部

地区）をB2地点と呼称した。

遺跡の立地は、旧河川によ って開析された沖積地内に取り込まれた埋没台地

の縁辺部にあたり 、遺跡の南西から北東に展開する埋没河川址と比高差の少な

い微高地に占地している。遺跡の周辺について県営圃場整備以前は、児玉条里

として現代にその形状を留めていた。

検出された遺構 本遺跡からは、古墳時代前期 （万領期）の竪穴式住居址が4軒、古墳時代中

期 （和泉期）の竪穴式住居址が9軒、古墳時代後期（鬼商期）の竪穴式住居址

が18軒、平安時代 （国分期）の竪穴式住居址が 1軒、総数39軒のほか士堀 3基、

溝状遺構等が検出されている。出土遺物は、主に住居址からの出土であり、和

泉式から鬼高式を主体に杯や甕数百点が出土している 。その他、縄文後期の土

偶頭部及び土器片 ・中世平瓦片等も検出されている。特に第 9号住居址は、火

災住居であり、多くの土器と共に遺骨が検出された。

尚、本調査区東側に続く微高地については、試掘調査 （第 2図）の結果より

この地点に於いても集落の存在が明らかになった。しかし、遺構面まで工事が

及ばないため盛り士工法をとり 、現状を保存した。他、住居番号については藤

塚B1地点と通番とし、本遺跡は第 3号住居址より始まる。 （徳山寿樹）

’ |  I l' . .  • : 1.  - - • • _ _  I 

---． 

□1/ 1 .l,.J藤塚遠跡B2□し［ 点／
鳳塚遺跡A地：ロ― _JL L T /tr王条↑ ー一

-tーしー： ー］！ ！ 』！ ［ ,.. 
第5図 藤塚遺跡B2地点現況位置
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第 6図 藤塚遺跡B2地点全測図
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2. 遺構の概要

a.竪穴式住居址

第 3号住居址 （第7図 図版2-1) 

本址は、調介区南西端に南東部隅の一部が検出された。住居址の北側は消失

しており、調査は全体の約 2割程度に留まった。平面形態、規模共に不明で、

深さは、確認面より約 5cmを測る 。主柱穴が 1本と貯蔵穴が検出された。壁溝、

カマド等の施設は検出されなかった。出土遺物により古墳時代後期（鬼裔 II期）

の所産である。

第4号住居址 （第 8図 図版 2-2) 

本址は、調査区南西部に第12・ 13 ・ 16号住居址と 重複して検出された。平面

形態は長方形を呈し、規模は長軸5.4m、短軸4.0m、深さ確認面より 10cmを測

る。主柱穴は北東側に 2本検出されており、住居址の中央部付近やや南西寄り

に最大径66cmを測る不整円形の炉址が検出されている。また、壁溝は全固する

と推定される。貯蔵穴は検出されなかった。覆土に焼土、炭化物などを含んで

おり焼失家屋の可能性もある。出土遺物により古墳時代後期 （鬼高 I期）の所

産である。

[「一

2 • 

A
-

A

＿
 

疇
第 3号住居址土層説明

第1層 明褐色土 白色パミスを多く含む粘質土層。焼土粒子・

片岩粒子が含まれる。

第7図第3号住居址
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第16号住居址

，'：：：ご＝ ＝ 
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゜
第4号住居址

◎
 

◎
 -.A' 

◎ 

第13号住居址

◎
◎
 

◎
 

第12号住居址

/
.e
、

／
 

A 疇璽冒
B 第4号住屋址 第12号住屋辻 旦‘

― 
2 • 

第8図 第4号住居址

第 4号住居址土層説明

第 1層 暗褐色土 焼土・炭化物 ・白色粒子を含む粘質土層。
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第 5号住居址 （第 9図 図版 3 - 1• 2)

本址は、調査区南西部に第16号住居址を切って構築されている 。北西隅の一

部は現代の用水堀によって切られている。平面形態は長方形を呈し、規模は長

軸4.5m、短軸3.9m、深さ確認面より45cmを測る。カマドは東壁やや南寄りに

検出されている。東南隅に貯蔵穴を検出している。また主柱穴は 4本確認でき

た。出土遺物によ り古墳時代後期 （鬼高 II期）の所産である。

＼
 第13号住居址

A
l
 

口c ◎ 
ゞ

第 5号住居址 ゜
◎こ

A' 

2 • 

□ 三
第 9図第 5号住居址

第 5号住居址土層説明

第 1庖 明褐色 t 良くし まっている。 白色テフ ラおよぴ白色 の岩粒（径 l- 2rnm) を 多く 含む。

第 2咽 暗褐色土 良くし まっている 。 白 色テ フラ お よぴ 白 色の 岩粒 （径 I- 2mm) を若干 含む。 又、径 1

~ 5mmの炭化粒了· ・ 焼士粒 —f-を多く含む 。

第3成う 昭褐色上 良く しまっ ている 。 第 2陪に準ずるが、白色テフラ ・白 色の 岩粒 了 を含 ま ず、 炭 化粒 子

焼土粒子の歴も少ない。

第3b喝 暗褐色土 良くし まっている 。 第3a恐 に類 似す るが 炭化 粒子 ・焼 土粒 子の 祉が 若 干多 い。

第 4庖 橙暗褐色土 良くしま っている 。 径 1-lOmmの 焼 士粒を非常に多く含む。

第 5陪 暗褐色十 良くし まっている 。 若 干の 焼士 粒 ＋（ I- 2mrn) を含み 、やや粘 質で ある 。

第 61函 賠 灰褐 色 土 良 く し ま っ て い る。 若干の白色テフラ ・岩 粒を 含む 粘 質土

第 7庖 暗 黄褐 色 士 非常 に良 くし ま っている。カマドに近い方 に はロー ムプロ ソ ク等 もみ ら れる 。 白色 テフ

ラ ・岩粒子 ・焼 土 ・炭化 粒子を 比較的 多く含 む粘質 土。

第 8培 暗灰色土 非 常に 良く しま って いる 。粘 性が 非 常に3蛍く、きめが細かい層である。

- 11-



第5号住居址カマド （第10図 図版4-1) 

住居址東壁のやや南よりに付設されている。両袖と燃焼部が検出された。遺

存状態は良好である。規模は全長72cm、幅90cm、袖部の長さ約64cmを測り、焚

口の内径は33cmを測る。南側袖付近よ り甕が数点出土している。

I≫ <̀1 

◎地18

I:>:、

B

＿
 

<1 

B” 

---」|

I • 

第10図第 5号住居址カマド

第 5号住居址カマド土層説明

第1層 暗 褐 色 土 しまり、粘性共にある。住居址の

第1層である。

第2層 明 褐 色 士径5~!Ommの焼士粒を多く含む。

第3層 明 褐 色 土径10~15mmの焼土粒を多く含む。

第4層 橙褐色硬質土焼土および焼土プロックは主体を

なす。

第5層 黒褐 色土 炭化 物の 主 体層。

第5号住居址貯蔵穴 （第11図 図版4-2) 

住居址南東隅に検出された。平面形態は円形を呈し、規模は直径75cmを測る。

深さは確認面より最大40cmを測り、中位に段を有している。甕が出土している。

＼ A 

A' 

I • 

第11図 第 5号住居址貯蔵穴
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第 6号住居址 （第12図 図版 5-1) 

本址は、調査区北西部西側中央付近に南東隅のみが検出された。平面形態、

規模共に不明であり、深さは確認面より約12cmを測る。主柱穴は 1本検出でき

た。出土遺物により古墳時代中期 （和泉期）の所産である。

l> 

第 6号住居址

□ 
l 「一

一疇冒“
|＞ 

2 • 

第12図第 6号住居址

第 7号住居址 （第13図 図版 5-2) 

本址は、調資区西側ほぼ中央北寄りに第 8号住居址と重複して検出された。

平面形態は長方形を呈し、規模は長軸4.lm、短軸3.2mを測る。深さは掘り方

の3cmのみが検出できた。主柱穴 4本および直径70cmの円形を呈する貯蔵穴を

確認している。出土遺物により古墳時代後期 （鬼高 I期）の所産である。

第 8号住屠辻

◎ ◎
 

ÀA¥ 
A
- ，

 
A
-

A ・― ―.A' 

第 7号住居辻 髯
◎ □ ー 第14図 第7号住居址貯蔵穴

響靡靡／／／／／忽航///／／／//／／/／／//／巖／／／／／／／／／／／／／／犀／／／／／／／／／／／／忽崖'／///／鼻

第 7号住居址土層説明

第1層 暗褐色土 ローム・暗褐色土がまばらに含まれる。

第 7号住居址貯蔵穴土層説明

2• 第 l層 暗褐色土やや肌理の荒い

砂質である。焼

士粒 ・炭化粒を

若干含む。

第 2層 明褐色土肌理の細かい粘

質土。第 1陪を

斑状に含む。

第13図 第 7号住居址

- 13 -



第 8 号住居址 （第 15図図版 6 - 1• 2)

本址は、調査区西側ほぼ中央に第 7・9号住居址 と重複して検出された。平

面形態は正方形に近い不整形を呈し、規模は長辺最大5.0m、短辺最大4.5m、

深さ12cmを測る。カマドは北東壁やや南寄りに付設されているが、第 9号住居

址に切られている為、両袖と燃焼部の一部が破壊されている。規模は幅84cm、

焚き口の内径42cmを測る。主柱穴 4本検出し貯蔵穴は長径80cm、短径65cmの長

方形を呈している。出土遺物により古墳時代後期（鬼高 I期）の所産である。

◎ ◎ 

A _ l¥ 
第 8号住居址

0 @ I 

第15図第8号住居址

第 8号住居址土層説明

第 1層 黒 色 土 焼土・炭化物を含む。粘性強く、しまり良好。

第2層 黒褐色土 白色粘士を多益に含む。粘性は弱い。

第3層 暗褐色土粘性強くしまり良好。

第4層 橙暗褐色士 粘性は第 3層よりつよく、しまり良好。

第8号住居址貯蔵穴土層説明

A' 

第1層 明灰色粘質士 しまり、粘性に富む。白色粒子を多く含む。

I 
2. 

A A' 

麟
第2層 暗灰色粘質土 しまり、粘性に磁む。焼土粒子を若干含む。土質がやや荒い。

第3培 赤 褐色 土 しまり、粘性に富む。焼土粒子を非常に多く含む。

第4層 暗灰褐色土 しまり、粘性に腐む。ローム崩壊土を多く含む。

第16図 第8号住居址貯蔵穴
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第9号住居址 （第17図 図版 7-1・図版27-1) 

本址は、調査区西側ほぼ中央に第 8・ 26 ・ 27号住居址を切って構築されてい

る。平面形態は正方形を呈し、規模は一辺4.95m、深さ30cmを測る。カマドは

東壁やや南寄りに検出した。住居址南側と東側に間仕切りと考えられる溝が検

出されおり、南側の間仕切りから東側にかけて骨片を検出している。主柱穴は

4本検出されており、貯蔵穴は南東隅に確認された。貯蔵穴の平面形態は楕円

形を呈し、規模は長軸80cm、短軸53cmを測る。深さは確認面より最大40cmを測

り、中位に段を有している。西側は 2段有しており、緩やかな立ち上がりであ

る。東側は 1段有しているが極端な段差は見受けられない。覆土から甕、杯が

出土している他、木炭が検出された。出土遺物により古墳時代後期 （鬼裔 II期）

の所産である。

◎
 

第9号住居址

ヽ

〇
)

◎
 

第 8号住居辻
＼ 

4. 

2 • 

/-冒/／／／//／／／／／／／／／／ー／

第17図第9号住居址

第 9号住居址土層説明

第 1層黒褐色士 白色粒を第 2層より多く含む。

第 2層 暗黒褐色土 白色粒子を少捻含む。

第 3陪 黒 褐色 士 ロームプロック ・白色粒を含む。

第 4層黒色土 粘性弱くしまり 良好。

第 5粕 橙黒色土 焼土・炭化物を多羅に含む。粘性強くしまり良好。

第 6陪黒 褐色 土焼 土を 多屈 に含 み、 白色 粒を 含む。

第 1層～第 3層までの白色粒子の割合。 1>2>3 
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第9号住居址カマド （第18図 図版 7-2・図版 8-1) 

住居址東壁中央やや南寄りに付設されている。遺存状態は良好である。規模

は全長75cm、幅92cm、袖部の長さ約65cm、焚口の内径35cmを測る。燃焼部の中

央やや東よりに支脚の掘り方が直径12cmの円形に検出された。覆土上位より甕

が数点検出されている。

-===-」|
v
|
 

A
 

A' 

---」 1

V

•V 

B
 

B' 

C - _ c‘ 

I ● 

ー

＜

第9号住居址カマド土層説明

第1層 赤灰色土焼土を多〈含む砂質粘質土。

第2層 灰褐色J:灰を主成分とし、焼上を多く含む砂賃粘質土。

第3層 赤褐色土 カマド下層器 ・焼土部は焼土により構成されてい

る。

第4層 陪褐色土 やや粘性が強い粘質上。

第5層 灰褐色J: 第6層より若干粘性が弱〈、砂利が多い。

第6層 灰喝色土 砂利を多く含む粘竹上。

第18図第 9号住居址カマド
A
 

|0 
m Cl 

第19図 第9号住居址貯蔵穴

B
 

―.A' 

B' 

I• 

第9号住居址貯蔵穴土層説明
第1附 暗褐色土 白色粒子を含む。粒子の細やかな粘土の均質陪

第2培黒色土木炭を主成分とする層。

第3層赤色土焼土より構成された粘質の均質層。木炭を多く含む。

第4層 暗灰褐色土 木炭 • 砂利を多く含む粘質の均質層 。
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第10号住居址 （第20圏 図版27-1) 

本址は、調査区西側中央に第11号住居址を切って構築されている。また第26・

27号住居址と重複している。平面形態は長方形を呈し、規模は長径6.4m、短

径5.6m、深さ14cmを測る。住居址北側に南北方向の間仕切りが検出されてい

る。カマド、主柱穴、貯蔵穴等の付属施設は検出できなかった。古墳時代の所

産であると推定される。

ID 

c◎ ◎ 
＼ 

◎ 

口 ◎ 

c 
~ II 舅10号住居址

◎ 

◎ ◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎
 
ー

第27号住唐址

B
`
 

”///////／／／ー／／ーー 一/―-疇疇冒/“

瓢冒／二／／／／／／／／／／／／`、／／／ー／／疇瓢疇 2 • 

第20図 第10号住居址

第10号住居址土層説明

第 1思 暗褐色土 白色粒子を若干含む。
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第11号住居址 （第21図 図版11-1) 

本址は、調査区西側中央やや北寄りに第10、28号住居址と重複して検出され

た。平面形態は正方形を呈し、規模は一辺4.9m、深さ10cmを測 る。覆土に焼

土、炭化物等を多く含んでおり焼失家屋の可能性もあ る。主柱穴は 4本検出し

ている。貯蔵穴は南東隅に確認され平面形態は長方形を呈し、規模は長径70cm、

幅50cmを測る。住居址中央やや南西に炉址と推定される焼土が2カ所から検出

された。出土遺物により古墳時代前期 （五領期）の所産である。

第20号住居址 。ノロ
◎ 

゜◎

◎

 

第II号住居址

〇
)

゜l1J I 

ー
り
仕
↓

2. 

冒//／/”7／ー／／／／／／ー／ー／／／／／／／／／／／ー／／／”グ

麟／／／／／／／／`1 ／／///／／／“疇鵬
第21図第11号住居址

第11号住居址土層説明

第 1層 暗褐色土 良くしま っており粘質である。炭化粒子・炭化物を多く含む。
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第12号住居址 （第22図）

本址は、調査区南西側に第 4・ 13号住居址と 重複して検出された。平面形態、

規模共に不明で深さは確認面より 6cmを測る。第4号住居址に切られており全

休の 3割程度の調査に留まったため、カマド、貯蔵穴などの付属施設は検出で

きなかった。なお第13号住居址との切合関係は不明である。古墳時代の所産で

あると推定される。
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／ ／ 

ーー
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賽16号住居址
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／ ヽ
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／ 第 4号住居址
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／ 

／ 

／ 

／ 

／ 

／ 

1=  
＇ 

2. 

賽12号住屠辻 第 4号住暑址 第16号住居址

冒／／／／／／／／／／／／／／／／／／‘’//／／／/／/／/／／／／／/／／／/／/／/／／贔9／／／／／/／“'//”9!／/̀
第22図 第12号住居址

第12号住居址土層説明

第 1層 暗褐色上 白色粒子を多く含み、黄褐色土 ・焼土を含む。粘性弱く硬緻。
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第13号住居址 （第23図 図版12-1 ・ 2) 

本址は、調査区南西側に第 4・ 13号住居址および井戸址と重複して検出され

た。平面形態は正方形を呈し、規模は一辺4.6m、深さは確認面より 14cmを測

る。主柱穴は 4本、東側隅に直径60cmの円形の貯蔵穴が検出されている。住居

址北東部中央に直径36cmの円形の炉址が検出されている。出土遺物に より古墳

時代後期（鬼高 I期）の所産である。

賽4号住居址

lu ◎ 

゜第13号住居址

◎ 

ぃ
c 

「第 1号井戸址

マ 2 • 

A
-

A' 

第23図第13号住居址

第13号住居址土層説明

第 1層 暗褐色土 白色粒子を多星に含む。橙色粒子を含む。

第2層 暗褐色土焼士を多祉に含む。

第3層 暗褐色土 白色粒子を含む。

第4層 暗褐色士粘性強く、しまり良好。

第 1層、第 3層の白色粒子の割合。 1>3 
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第14号住居址 （第24図 図版13-1 ・ 2) 

本址は、調査区北側中央やや西寄 りに第15号住居址を切って構築されている。

平面形態は正方形を呈 し、規模は一辺5.3m、深さは確認面よ り47cmを測る。

北東壁中央にカマドが検出されている。主柱穴は 4本、貯蔵穴は南東部隅に検

出され、直径60cmの円形を呈 している。壁溝が全周してをり、西壁付近に東西

方向に、中央付近に北西か ら南東にかけての間仕切 り状の溝が検出された。出

土遺物により古墳時代後期 （鬼高 II期）の所産である。

4
 ‘ 

0

0

 第14号住暑址

乙》

O° □) 口◎0 
＠
 

ー

2 • 

第15号住居址 賽14号住屋址
，
 

A
-

第24図第14号住居址

第14号住居址土層説明

第 1層 暗褐色士 粘質 ・しまり共に強い。マンガン粒を多く含む。

第2層 暗褐色土 第 1層より色調がやや明るい。炭化・ 焼土粒子を非常に多く含む。

第3層 暗褐色土 粘性の非常に強い粘質士である。若干の炭化・ 焼土粒子を含む。

第4層 暗褐色土 粘性、し まり共に強い。若干の炭化 ・焼土粒子と多くのローム粒子を含む。

第5層 明褐色土 粘性、しまり共に有するローム層 （床の一部）

第 6層 暗褐色士 粘性、しまり共に有する。白色テフラを若干含む。

第7層 暗褐色土 第6培に準ずるが、焼土粒子を多く含む。
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第14号住居址カマド （第25図 図版14-1) 

住居址北東壁のほぼ中央に付設されている。遺存状態はやや不良である。規

模は全長135cm、幅104cm、煙道部の長さ74cm、袖部の長さ約74cmを測る 。焚口

の内径は長方形で規模は内幅42cmを測る。本カマドは、大規模な破壊を受けて

おり、土層の堆積の様相はあまり明瞭ではなかった。

遺物は検出されず廃する時に運ばれた可能性もある。

く
・ー
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l
l
l
l
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このほか、 カマド内より
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第25図 第14号住居址カマド

第14号住居址カマド土層説明

第 1附 暗褐色土 砂利・白色粒子を多く含む。焼士 ・炭化物の含まれていない不均質附。

第 1培 暗褐色土 第1陪に比べ白色粒子 ・砂利を含まない。焼土を含む均質層

第 2層 暗褐色土 砂利・白色粒子を多く含む。焼士 ・炭化物を所々に含む均質陪。

第3層 暗褐色土 白色粒子 ・砂利を含まない。緻密で粒子の細かい均質の粘土層。焼土・炭化物を含む。

第 4層 暗褐色土 砂利を多く含み、若干の焼土 ・炭化物を含む粘質土。

第 5培 黒褐色士 白色粒を少し含む。炭化物 ・焼土の多い不均質陪。

- 22 -



第15号住居址 （第26図）

___ ¥ 

本址は、調査区北側中央やや西寄りに西隅のみが検出された。後の開墾等に

より北側が削平されており 、東側は第14号住居址に切 られているため、調査は

全体の約 2割程度に留まった。平面形態および規模は不明であり深さは確認面

より 16cmを測る。カマド、主柱穴、貯蔵穴等の付属施設は確認できなかった。

出土遺物により古墳時代中期 （和泉期）の所産である。

ー ト'

第14号住居址

ト ― 第15号住居址

第15号住居址

第14号住居址

第26図 第15号住居址

第15号住居址土層説明

第 1層 暗褐色土 粘質 ・しまり共に強い。 白色テフラを若干含む。
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第16号住居址 （第27固）

本址は、調査区南西に第 4・5号住居址に切られて検出された。北西側は開

墾等により削平されており、調査は全体の約 3程度に留まった。平面形態は不

明。規模は北東から南西方向に8.6m、深さは確認面より42cmを測る。柱穴は

2本検出されている 。貯蔵穴や炉址等については検出されていない。また確認

された部分全てに壁溝が巡っており、全体に周わる可能性が高い。出土遺物に

より古墳時代中期 （和泉期）の所産である。

ー
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第 5号住居址 ＠◎ 

-a・ A' 

第16号住居址

◎ 
◎ ◎ 

第 4号住居址

2. 

A
-

A' 

第 5号住居址

第27図 第16号住居址

第16号住居址土層説明

第 1層 暗褐色土 白色粒子を多絨に含む。焼土粒子 ・炭化物粒子・ ▼マンガン粒子を含む。黄褐色土プロックをわずかに含む。粘性弱く硬緻。
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第17号住居址 （第28図 図 版15-1 ・ 2) 

本址は、調査区ほぽ中央に検出された。第21号住居址の南東隅を切る形で構

築されている。平面形態は正方形を呈しており 、規模は一辺4.0m、深さは確

認面より 24cmを測る。主柱穴は 4本確認されている。貯蔵穴は南東隅に検出さ

れ一辺約70cmの正方形を呈しており、軸は住居の壁とほぽ一致している。炉址

及び壁溝等の付属施設は確認できなかった。出土遺物により古墳時代中期 （和

泉期）の所産である。
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第28図第17号住居址

第17号住居址土層説明

第 1層 黒褐色土 白色粒子や細かい砂利を多 く含む。土質は粘性が強い。

第2層 暗褐色土 白色粒子や細かい砂利を若干含む。焼土粒子も若干含む。

第 3層 暗褐色土 白色粒子や細かい砂利を若干含む。

第4層 暗褐色土比較的多くの細かい砂利を含む。

砂利の割合 4>1>3>2 
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第18a号住居址 （第29図 図版16-1 ・ 2) 

本址は、調査区中央やや北東寄りに第18b、34号住居址を切って構築されてい

る。平面形態は正方形を呈しており 、規模は一辺4.0m、深さは確認面より 22

cmを測る。主柱穴は 4本確認されている。カマドは東壁やや南寄りに構築され

ており、貯蔵穴は南東隅に検出され一辺60cmの正方形を呈している。出士遺物

により古墳時代後期（鬼高 I期）の所産である。

第18b号住居址 （第29図 図版16-1) 

本址は、調査区中央やや北東寄りに第18a号住居址に切られて検出された。

調壺は全体の 5割程度に留まった。平面形態は不明で、規模は南北に4.0mを

測る。深さは確認面より 22cmを測る。主柱穴、貯蔵穴等の付属施設は確認でき

なかった。出土遺物により古墳時代後期 （鬼高 I期）の所産である。
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32号住居址
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18 a号住居址

18 b号住居址

◎ 

ー

•

V

2. 

麟 第29図第18a・ b号住居址

第18号住居址土層説明

第 1培 暗灰色土 良くしま っているが粘性は少ない。白色粒子・炭化粒子 ・焼土粒子を多く含む砂質層。

第2層 暗褐色土 第 1層に準ずるが、白色粒子が多くさらに砂質である。
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第18a号住居址カマド （第30図 図版17-1) 

住居址東壁中央やや南よりに付設されている。遺存状態は不良である。規模

は、全長69cm、幅71cm、袖部の長さ約69cmを測る。焚口の内径は45cmを測るが、

燃焼部は明瞭ではなかった。支脚や煙道などのその他の施設は検出できなかっ

た。
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第30図 第18a号住居址カマド

第18号住居址カマド土層説明

第1層 灰褐色土 炭化物 ・焼土を含まない粘質屈。

第 2層 赤色 士 焼 土 に より 構 成 され た 層。

第3陪 褐色 土炭 化物 ・焼土を多く含む砂質粘土附。
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第19号住居址 （第31図 図版18-1) 

本址は、調査区中央南寄りに検出された。平面形態は正方形に近いが、西側

がやや短く台形を呈している。規模は東壁は約5.lm、西壁は4.5mを測る。深

さは確認面より 28cmを測る。カマドは東壁中央やや南寄りに構築されている 。

主柱穴は 4本確認されているが、壁溝や間切り等の他の施設は検出されなかっ

た。貯蔵穴は南東隅に検出されている。出土遺物により古墳時代後期（鬼高 I

期）の所産である。
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第31図第19号住居址

第19号住居址土層説明

第1/lil 黒褐色土 砂利 (1.5-0. 3cm) ・白色粒子を多く含む粘質層。焼土は少ない。

第2層 暗褐色土 オレンジの粒子 ・白色粒子を少し含む粘性の底い層。焼士は見られない。

第3層 暗褐色土 砂利を含む粘性の高い層。焼土粒子をわずかに含む。

第4層 黒褐色土 砂利を多く含む粘性の高い培。白色粒子 ・焼土粒子をわずかに含む。

第 5陪 暗褐色土 第 2層に準じて、砂利をほとんど含まない粘性の高い層で白色粒子を多く含む。

明度 （鼈）1<4<3<5<2（用） 砂利（少）5・2<3<4<1（多）
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第19号住居址カマド （第32図 図版18-2) 

住居址東壁中央やや南寄りに付設されている。遺存状態は不良である。規模

は全長65cm、幅62cmを測り、袖部の長さは約60cm、焚口の内径は30cmを測る。

燃焼部は浅くわずかに断面に段が確認できただけであった。煙道部、支脚等の

施設は確認されなかった。
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第32図第19号住居址カマド

第19号住居址貯蔵穴 （第33図）

住居址の南東隅に検出されている。平面形態は隅丸方形を呈し、規模は長径

80cm、短径50cmを測る。北側の立ち上がりはほぽ垂直である。
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第33図 第19号住居址貯蔵穴
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第20号住居址 （第34図 図版19-1) 

本址は、調査区中央北寄りに第21号住居址の北西部の約半分を切る形で構築

されている。平面形態は長方形を呈しており、規模は長径が北東から南西方向

に4.6m、短径は北西から南東方向に3.9mを測る。深さは確認面より 14cmを測

る。カマドは南西壁やや北寄りに検出しており、主柱穴は 4本確認されている。

貯蔵穴は確認されなかった。出土迫物により古墳時代後期 （鬼高 I期）の所産

である 。
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第21号住居址

第34図第20号住居址

第20号住居址土層説明

第 1層 暗褐色土 しまり 、粘性共に有する。やや砂質である。
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第35図 第20号住居址断面図

第20号住居址カマド （第36図 図版19-2) 

住居址南西壁やや北よりに付設されている。遺存状態は不良である。規模は

全長54cm、幅55cm、袖部の長さ約54cmを測る。焚口の内径は32cmで、燃焼部は

長方形を呈しており、浅い窪みを有している。煙道部、支脚等の施設は確認さ

れなかった。
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第36図第20号住居址カマド

第20号住居址カマド土層説明

第 1層 暗褐色士 白色粒子を多く含み、焼土・炭化物を若干含む。
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第21号住居址 （第37図 図版19-1) 

本址は、調査区中央やや北寄りに検出された。第17号住居址に南隅を切られ、

第20号住居址に北西部分を約半分切られているため、調壺は全体の約 4割程度

に留ま った。平面形態は正方形を呈しており 、規模は一辺約4.4mを測り、深

さは確認面より 10cmを測る。主柱穴は 1本確認されている。炉址、貯蔵穴など

の付属施設は確認されていない。出土遺物により古墳時代後期 （鬼高 I期）の

所産である。
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第37図 第21号住居址

第21号住居址土層説明

第 1層 II音褐色土 しまりは有するが粘性をやや欠く 。砂質であり白色粒子を多く含む。
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第22号住居址 （第38図 図版20-1 ・ 2) 

本址は、調査区中央やや西北寄りに検出された。第23・ 24 ・ 25号住居址を切っ

て構築されている。平面形態は長方形を呈しており、規模は長径4.4m、短径

に3.0mを測り、深さは確認面より34cmを測る 。主柱穴は 3本、貯蔵穴は中央

やや北寄りに位置し、長径100cm、短径60cmを測る長方形を呈している。炉址、

カマド、壁溝等の付属施設は検出されていない。出土遺物により古墳時代後期

（鬼高 I期）の所産である 。尚、第22から24号住居址の出土遺物は本址の一部

が相当するものと思われる 。
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第22号住居址土層説明

第1層 暗褐色土 しまり、粘性共に有する。炭化物粒及び焼土粒を比較的多く含む。

第 2層 橙褐色土焼土面や焼土塊である。

第3層 暗褐色土 しまり、粘性共に有する。やや砂質である。

第 4層 暗褐色土砂質であり、鉄分を若干含む。

- 33 -



第23号住居址 （第39図 図版20-2) 

本址は、調査区中央やや西北寄りに検出された。第24・ 25号住居址を切って

構築されている。また、第22号住居址に西側を切 られているため調査は全体の

7割程度に留ま った。平面形態はほぼ正方形を呈すると推測され、規模は南北

に3.6m、深さは確認面 より23cmを測る。主柱穴は 2本確認されている。その

他の炉址、貯蔵穴等の付属施設は検出されていない。古墳時代の所産であると

推定される。

第25号住居址

＼
 

第27号住居址

--`` 

◎ ◎ 
◎
 -・A' 

第23号住居址
第22号住居址

◎ 
◎
 

2 • 

Bー 第24号住屠址 貫23号住暑址 鋼25号住暑址 ー B'

—-- —；一―-―デ了冨／／、
第39図 第23号住居址

第23号住居址土層説明

第 1層 暗褐色土 しまり、粘性共に有する。

第2層 暗褐色土 しまり、粘性を有する。白色粒子を多く含む。

第 3層 黄褐色土 しま っており粘性が強い。ローム質土の風化土が主体である。

第4層 暗褐色土 しま っているがやや粘性に欠く 。やや砂質である。

第5培 暗褐色土 第4培に準ずるが、砂質に欠く 。
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第24号住居址 （第40図 図版20-2) 

本址は、調査区中央やや西北寄りに検出された。第22・ 23号住居址にきられ

ており 、調査は全体の 2割程度に留ま った。また第25号住居址とも重複してい

る。平面形態はほぽ正方形を呈すると推測され、規模は東西に5.3mを測 り、

深さは確認面より 14cmを測る。主柱穴は 2本確認されている。その他の貯蔵穴

等の付属施設は検出されなかった。古墳時代の所産であると推定される。
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第24号住居址土層説明

第 1層 暗褐色土 良くしま っている。白色・黄色粒を若千含む。

第2層 暗褐色士 しまっているがやや粘性に欠く 。やや砂質である。
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第25号住居址 （第41図 図版20-2) 

本址は、調査区中央やや北寄りに検出された。第22・ 23 ・ 27号住居址によっ

て切られている。また第24号住居址とも重複している。平面形態は長方形を呈

し、規模は長径6.2m、短径4.7m、深さは確認面より 20cmを測る。主柱穴は 3

本検出された。出土遺物により古墳時代中期（和泉期）の所産である。
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第25号住居址土層説明

第 1層 暗褐色土 しまり、粘性共に有する。白色粒子 ・鉄分を若干含む。

第 2層 暗褐色土 白色粒子 ・鉄分を若干含む。

第 3陪 暗褐色士 しまり、粘性共に有する。白色粒子 ・鉄分を若干含む。

粘性 ・白色粒子 ・鉄分 （多）3>2>1（少）
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第26号住居址 （第42図 図版21-1) 

本址は、調査区中央西寄りに検出された。第27号住居址を切って構築されて

いる。カマドの一部を第 9号住居址に切られている。平面形態は正方形を呈 し、

規模は一辺約3.8m、深さは確認面より 36cmを測る。カマドは西壁に構築され

ている。主柱穴は 4本確認されており、貯蔵穴は直径60cmの円形のも のが南西

隅に検出された。出土遺物により古墳時代後期 （鬼高 I期）の所産である。

第 9号住居址
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第27号住居辻

。第26号住居址

◎ 
◎ ◎ 

2 • 

瓢
第42図第26号住居址

第26号住居址土層説明

第 1層 明灰色土 しまり、粘性共になし。 (As-A)を非常に多く含む。

第2層 暗褐色土 しまり、粘性共に有する。焼土・炭化粒子を含む。

第 3層 暗褐色土 第 2陪に準ずるが、焼土 ・炭化粒子を含まない。

第 4層 明褐色土 ややローム質土である。しまり、粘性共に強い。
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第26号住居址カマド （第43図 図版21-2) 

住居址西壁ほぼ中央に付設されている。遺存状態は良好であるが南側の袖の

一部を第 9号住居址に切られている 。全長150cm、幅85cmを測る。煙道部は61

cm、袖部の長さ約83cmを測る。焚口の内径は40cmを測る。覆土第 2層は天井部

の崩壊士層と考えられる。また燃焼部の覆土第 4層直上より杯の破片をのせた

状態の伏せた台付鉢が出土している。
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第43図第26号住居址

第26号住居址カマド土層説明

第 1層 暗褐色土 砂利を多く含む粘質土層。所々に焼土粒子を含む。

第2層 灰褐色土 砂利を少し含む粘質層。所々に焼土（径I.5cm)を含む。第 1層より明るい均質土である。

第3層焼土層 プリノジ下部の焼土の堆積。

第4層 灰褐色土 炭化物・焼土により構成される。不均質でしまりのない粘土層。層の上端は炭化物層である。

第5層 灰褐色土 炭化物・焼土 ・砂利を含む。第4層に準じた不均質の粘質土層。
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第27号住居址 （第44図 図版21-1) 

本址は、調査区中央西寄りに検出された。第10・ 25号住居址を切って構築し

ている。また第 9・ 26号住居址に切られている。平面形態は正方形を呈してお

り、規模は一辺約6.7m、深さは確認面より 20cmを測る。主柱穴は 4本検出さ

れ、貯蔵穴は南東隅に 2ヶ所検出された。その他炉址等の付属施設は確認でき

なかった。出土遺物により古墳時代中期 （和泉期）の所産である。
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第44図 第27号住居址

第27号住居址土層説明

第 1層 暗褐 色土 しまり、粘性共に有する。

第 2層 明灰褐色土 しまり、粘性共に強いローム質土。
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第28号住居址 （第45図図版23-1) 

本址は、調査区北西隅に検出された。第29-30号住居址に北東部分を切られ

ているため、調査は全体の 5割程度に留まった。また第11号住居址とも重複し

ている。平面形態はほぼ正方形を呈すると推測され、規模は一辺約6.3mを測

り、深さは確認面より 24cmを測る 。主柱穴は 4本確認されている。炉址、貯蔵

穴等のその他の付属施設は確認できなかった。出土遺物により古墳時代前期（五

領期）の所産である。
く`
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第30号住居址

◎ □) 
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〇
◎

c◎ 

第28号住居址

<( 

2. 

A
l
 

第45図第28号住居址
第28号住居址土層説明

第 1層 明灰色 土 しまり、粘性共になし。 (As-A)を非常に多く含む。

第2層 暗灰褐色土 しまり、粘性共に有する。焼土粒子 ・炭化粒子を若干含む。

第3層 暗灰褐色土 第 1層に準ずるが粘性が高く、焼土・炭化粒子を含まない。
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第29号住居址 （第46図 図版23-1) 

本址は、調査区北西隅に検出された。第28・ 30号住居址を切って構築されて

いる。遺構が浅いため、調査は西隅のみの確認に留まった。平面形態は断面に

よりほぼ正方形を呈すると推測され、規模は一辺約3.0mを測ると考えられる。

深さは確認面より 10cmを測る。主柱穴、貯蔵穴などの付属施設は確認できなか

った。出土遺物により平安時代（国分期）の所産である。

／
 

4 、

第30号住居址 第29号住居址

l:
¥
 

第28号住居址

2. 

A 第29号住居址
A' 

/ ／////／乞二冨`瓢
第46図第29号住居址

第29号住居址土層説明

第1層 暗灰色土 しまり、粘性共に有する。焼土・炭化粒子を若干含む。

第 2層 暗褐色土 しまり、粘性共に有する。粘性は特に強く、土質が細かい。
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第30号住居址 （第48図 図版23-1・図版24-1) 

本址は、調査区北西隅に検出された。第28・ 29号住居址に重複しており、ま

た後の開墾等に より北西側が削平により、調査は全体の 8割程度に留ま った。

平面形態は 1辺10mの正方形を呈しており、深さは確認面より 12cmを測る。中

央やや北西よ りに炉址が検出されている 。主柱穴は 4本、貯蔵穴は南西隅に直

径120cmの円形を呈するものが検出された。出土遺物により古墳時代後期 （鬼

高 I期）の所産である。

第47図 第30号住居址断面図

第30号住居址土層説明

第 1層 暗褐色土 しまり、粘性共に有する。炭化・焼上粒子を若干含む。

第2層 明 褐 色土 しまり 、粘性共に有する。 白色粒子を比較的多く含む。

第3層 暗褐色土 第4層に準ずるが、白色粒子がやや少なく色調がやや明るい。

第4層 暗茶 褐色士 焼士 ・炭化粒子を多く含む。

第 5層 暗茶褐色土 しまり 、粘性共に有するが特に粘性が強い。肌理が細かい土質である。

第6層 暗茶褐色土 第7層に準ずるが、色調がやや暗い。

第 7層 黄褐 色土 ローム質士である 。

第8層 黒褐色 土 しまりが弱いが粘質である。炭化物が主体であるが焼上も多い。
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第31号住居址 （第49図 図版24-2) 

本址は、調査区北側中央よりやや西側よりに検出された。第34・ 37号住居址

を切って構築されている。平面形態は正方形を呈しており、規模は 1辺4.6m、

深さは確認面より 20cmを測る。西壁中央よりカマドが検出されている。主柱穴

は4本検出し、貯蔵穴は南東隅に検出され直径60cmの円形を呈している。出土

遺物により古墳時代後期 （鬼高 I期）の所産である。

◎ ◎ 

第31号住屋辻

◎ 

A II 

◎ c 

第49図第31号住居址

第31号住居址土層説明

口

゜◎ 

第 1層 暗褐色土 しまり、粘性共に有する。砂を多く含む。
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第31号住居址カマ ド （第50図 図版25-1) 

住居址西壁ほぽ中央に付設されている。遺存状態は良好である。規模は全長

86cm、幅80cmを測る。袖部は地山の掘り残して形成されており、長さ約84cmを

測る。焚口の内径は46cmである 。覆土の第 1層が天井部の崩壊層と考えられ、

第3層、第2層の順序で崩落し、最後に天井部第 1層が崩壊したと推定できる。
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c
 

c‘ 
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第50図 第31号住居址カマド

第31号住居址カマド土層説明

第1層 焼土 層 焼土層中に多く の砂利を含む不均質陪。

第 21習 暗褐色土焼土粒（径l.5cm) をまだらに含む粘質層。

第 3層 灰褐色土 若干の焼土粒子を含む粘上培。砂利は少ない。

第4層 褐色 土焼 土 ・炭化物は含まない。砂利を多く 含む粘質層。

第 5陪 黒褐色土 砂利・焼土を多く含む不均質層

第6層褐 色土 焼 士を多 く 含む粘 土層。砂利は少ない。

第 7層 暗褐色士 焼土を多く含む粘質附。焼土は少ない。
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第32号住居址 （第51図）

本址は、調査区北東側に検出された。第34・ 39号住居址を切って構築されて

いる。平面形態は不明である。規模は南北に3.9mを測り、深さは確認面より 13

cmを測る。西壁中央よりカマドが検出されている。主柱穴は 2本検出された。

貯蔵穴は南東隅に検出されており、長径60cm、短径40cmの長方形を呈している。

出士遺物により古墳時代後期 （鬼高 I期）の所産である。

----」 1

第34号住居址

- 2■ 

第51図第32号住居址

第32号住居址土層説明

第 1層 暗灰喝色士 しまりは有するが、粘性をやや欠く砂質土層。
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第32号住居址カマド （第52図）

住居址東壁ほぼ中央に付設されている。遺存状態は不良である 。規模は全長

45cm、幅80cm、焚口の内径は38cmを測る。袖部の長さ約45cm、高さ12cmを測る。

袖部は砂利を多く含んでいることから地山を掘り残して構築したものと推定で

きる。奥壁に炎を受けた痕跡は見受けられなかった。
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第52図第32号住居址カマド

第32号住居址カマド土層説明

第 1層 暗喝色土砂利を多く含む粘質層。焼土 ・炭化物は含まない。

第 2層 褐 色 土 砂 利 は 少 な く 、焼士を多く含む均質な粘土層。
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第33a• b号住居址 （第53図 図 版25-2) 

本址は、調査区北側に検出された。第34・ 37号住居址を切って構築されてい

る。平面形態は正方形を呈しており 、規模は 1辺4.6m、深さは確認面より 20

cmを測る。西壁中央よりカマドが検出されている。主柱穴は 4本、貯蔵穴は南

東隅に検出され直径60cmの円形を呈する。出土遺物により第33a号住居址は古

墳時代中期 （和泉期）の所産であり、第33b号住居址は古墳時代後期（鬼高 I

期）の所産である。
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第53図第33号住居址

第33号住居址土層説明

第l.¥'l 暗喝色土 しまり 、粘性共に有する。やや砂質である。

第 2層 暗褐色土 しまり、粘性共に布する。焼土プロック ・焼土 ・炭化粒子を含む。
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第33a号住居址カマド （第54図 図版26-1) 

住居址東壁やや南よりに付設されている。遺存状態は普通である。全長100

cm、幅90cm、袖部の長さ約75cm、焚口の内径は40cmを測る。下部に第33b号住

居址の貯蔵穴が検出された。
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第54図第33号住居址カマド

第33号住居址カマ ド土層説明

第 1層 暗灰褐色土 砂利 ・焼土を多く含む不均質な粘質層。

第2層 暗褐色士砂利・焼土を少し含む不均質な粘土層。

第3層橙褐色土焼土だけの層。

第4層 暗 褐 色 土 焼土をわずかに含み、砂利を多く含む均質土陪。

第5層褐色土砂利・砂利を含まない粘土層。

第6層 暗褐色土砂利を少し含む粘土層。第4層と第 5層の中間の様相。

第7層 灰褐 色土 砂利・焼土の少ないカマド材と思われる。比較的良質な粘土。

第8層灰 褐色 土第 7層より、砂利の少ない層。

明度（爵） 6<5<4 2く］ ＜ 3（明） 砂利（少） 6<5<4<2く］ （多）
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第34号住居址 （第55図 図版28-1) 

本址は、調査区北東側に検出された。第18a・ 31 ・ 32号住居址に切られてい

るため調査は全体の 8割程度に留まった。平面形態は正方形を呈しており、規

模は 1辺5.5mを測り、深さは確認面より 12cmを測る 。住居址内中央やや北東

寄りに炉址が検出されている 。主柱穴は 4本検出されている。貯蔵穴は南東隅

に検出され、直径55cmの正方形を呈する。出上遺物により古墳時代前期（五領

期）の所産である。
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第34号住居址 第18号住屋址 A' 

第55図 第34号住居址

第34号住居址土層説明

第 1層 明褐色土 しまり 、粘性共に有する。
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第35号住居址居址 （第56図 図版28-2) 

本址は、調査区東側ほぼ中央に検出された。第36・ 39号住居址を切って構築

されている。平面形態は北壁が短い台形を星しており、規模は南壁で5.8m、

北壁で5.5mを測り、深さは確認面より 30cmを測る。本址内中央やや北寄りに

炉址が検出されている。主柱穴は 4本検出されている。貯蔵穴は南隅に検出さ

れ、長軸75cm、短軸60cmの楕円形を呈している 。出上遺物により古墳時代中期

（和泉期）の所産である 。
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第56図 第33号住居址カマド

第35号住居址土層説明

第 1層 暗 喝 色 土 しまり、粘性共に有する。白色粒子を多く含む。

第2層 暗 褐 色 土 しまり、粘性に富み、土質が細かく色調が第 1層に比べると暗い。

第3層 黄茶喝色土 しまり、粘性に富み、を多砿に含む粘質土層。

第4層 暗茶喝色土 しまりは有するが、粘性を欠く 。やや砂質の層である。
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第36号住居址 （第57図 図版28-2) 

本址は、調査区西側中央に検出された。第35号住居址に切られており、また

東隅は開墾等に より削平されているため、調査は全体の 4割程度に留ま った。

第39号住居址とも重複している。平面形態は正方形を呈しており、規模は 1辺

7m、深さは確認面より 22cmを測る。主柱穴は 4本、貯蔵穴は南隅に検出され、

貯蔵穴は上部が長軸90cmの長方形、底部が長軸70cmの楕円形を呈 している。出

土遺物により古墳時代中期 （和泉期）の所産である。
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一 第57図第36号住居址

第36号住居址土層説明

第1層 暗茶褐色上 しまり、粘性共に有する。白色粒子を多く含む。 第3培 茶褐色 しまり、粘性に窟む。ローム質土掻＼化土

第2層 暗茶喝色土 焼土 ・炭化粒＋を面状に含む。
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第37号住居址 （第58図）

本址は、調査区北側中央よりやや東側寄りに検出された。南側は第31・ 33号

住居址に切られており、また北側は開墾等により削平されており、調査は全体

の3割程度に留まった。平面形態は正方形を呈すると推定され、規模は不明で

ある。深さは確認面より 10cmを測る。主柱穴が4本検出された。貯蔵穴等の付

属施設の検出はなかった。出土遺物により古墳時代前期（五領期）の所産であ

る。 1► 
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第58図 第37号住居址

第37号住居址土層説明

第1層 暗褐色十． しまり、粘性共に有する。やや砂質である。
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第38号住居址 （第59図）

本址は、調査区東側中央に検出された。東側のほとんどが開墾等により削平

されており、調査は西側壁付近の 2割程度に留まった。平面形態は不明、規模

は南北に約 3m、深さは確認面より 10cmを測る。西側の主柱穴が2本検出され

ている。その他貯蔵穴等の付属施設は検出されなかった。古墳時代の所産であ

ると推定できる。
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第59図第38号住居址

第38号住居址土層説明

第 1層 暗褐色土 上部はやや明る＜白色粒をまばらに含む。粘性弱く、しまりは非常に強い。赤色粒子を

若干含む。
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第39号住居址 （第60図）

本址は、調査区北東側に検出された。第32・ 35 ・ 36号住居址に切られており、

また全体的に浅く東側は流失しているため調資は全体の 3割程度でに留まった。

平面形態、規模共に不明。本址内中央やや西寄りに炉址が検出されている。主

柱穴は 2本、貯蔵穴は北東側に検出され、 一辺60cmの正方形を呈している。古

墳時代の所産であると推定できる。
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第60図 第33号住居址カマ ド
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第61図 第3号住居址出土辿物（表ー1)
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第62図 第4号住居址出土遥物（表ー 2、3)
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第63図 第5号住居址出土遺物(1)（表ー 4)
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第64図 第5号住居址出土遺物(2)（表ー4)
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第65図 第6号住居址出士遺物（表ー 5)
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第66図 第7号住居址出上遺物 （表ー 6)
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第97図 第27号住居址出土遺物 （表ー26)
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表ー 1 第 3号住居址出土遺物観察表

番号 分類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整手法 の特徴 色 調 胎土 ・備考

1 杯 ko 12. 7 口端部は内側に肥厚する。 外側は口辺部は木口状工具によるヨコナデ、 R明橙褐色 残 100% 

h 5.0 底部はヘラケズリ 。 ⑲暗橙褐色 焼 良

内側は口辺部は木口状工具によるヨコナデの 片•石 •Fe®

ちヨコナデ、底部はナデ。 白粒・角 R 

表ー 2 第 4号住居址出土遺物観察表

番号 分類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整手法 の特徴 色 調 胎土 ・備考

l 甕 ko (12. 9) 口唇綿は外側にやや肥厚し、 外側は口辺部は木口状工具によるヨコナデの R明橙褐色 残 40% 

t (6 5) 口辺部はゆるやかに外反する。 ちヨコナデ、肩部はタテヘラケズリ、胴部は R淡橙褐色 焼 普

h (17.1) 肩部はやや張る。 ナナメヘラケズリ 、底部はタテヘラケズリ 。 片•石 • Fe ®

器形の歪みが大きい。 内側は口辺部は木口状工具によるヨコナデの

器外面に黒斑あり 。 ちヨコナデ、頸部は指頭による押捺ナデ、胴

部はヨコナデ、底部はナデ。

表ー3 第 4号住居址その他の出土遺物観察表

番号 分 類 大きさ (cm) 残存率 特 徴

2 土 玉 径 1.7 完 不整球状を足しやや偏平気味である。ナデによる整形。焼成前片側一方向より穿孔。

厚 1. 6 色調は暗橙褐色を呈し焼成は普通、胎土中には片岩粒 • 砂粒を中鼠含む 。

孔 1.0 

表ー 4 第 5号住居址出土遺物観察表

番号 分類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調 整 手法 の 特 徴 色 調 胎土 ・備考

1 甕 ko 17 2 口辺部はゆるやかに外反する。外側は口唇部はヨコナデ、口辺部から頸部は ⑭ 橙褐色 残 90% 

t 5.4 胴部中位に最大径をもつ。 木口状工具によるヨコナデのちヨコナデ、胴 R 褐色 焼 良

h 31.1 胴部外面に黒斑あり 。 部から底部はヘラケズリ 。 片 • 石 ・ チャ・

胴部下位にスス付着。 内側は口唇部はヨコナデ、口辺部から頸部は 角 • Fe R 

木口状工具によるヨコナデのちヨコナデ、頸 Iカマド内出土」

部から胴部中位は木口状工具によるヨコナデ

のちナデ、胴部中位から底部は木口状工具に

よるタテナデのちナデ。

2 鉢 ko 13.2 口端部外側がやや肥厚し、頸 外側は口辺部はヨコナデ、胴部はヘラケズリ R⑲橙褐色 残 今プし

t 5.2 部内面にわずかに稜をもつ。 のちナデ、胴部下位はナデ、底部はヘラケズ 焼 良

h 11.1 器外面に輪積痕が残る。 リ。 Fe · 片• 石 ⑨

底部は非常に厚い。 内側は口端部はヨコナデ、口唇部は指頭によ 角 R 

る押捺ナデのちヨコナデ、胴部は木口状工具

によるヨコナデ、底部は木口状工具によるナ

Tー•o 
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番号 分類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整 手法の 特徴 色調 胎土・備考

3 甑 ko 22.0 口縁部はゆるやかに外反する。 外側は口端部は指頭によるヨコナデ、口辺部 ⑭ 淡褐色 残 完

t 7. 7 器外面に黒斑あり 。 は木口状工具によるヨコナデ、胴綿はヘラケ ⑲ 淡褐色 焼 良

h 29.2 桐部下位の器表面はやや荒れ ズリ 。 明橙褐色 Fe · 片•石・

ている。 内側は口縁部から頸部は木口状工具によるヨ チャ R 

コナデ、頸部から胴部上位は木口状工具によ 角 R 
るヨコナデのち指腹によるナデ、胴部上位か 「カマド内出土」

ら下端部は木口状工具によるタテナデのち指

腹によるナデ、下端部はヘラ状工具による面

トリ。

4 甑 ko 12.8 口辺部はわずかに内湾する。 外側は口辺部はヨコナデ、胴部から底部はヘ RR橙褐色 残 80% 

t 6.2 胴部中位はやや張りをもつ。 ラケズリのちナデ。 淡褐色 焼 良

h 10.4 器内外面に輪積痕あり 。 内側は口辺部はヨコナデ、胴部は木口状工具 片•石・チャ・

によるヨコナデのちヨコナデ、底綿はヨコナ Fe R 
デ、穿孔部はヘラケズリ 。 角 R 

「カマド内出土」

5 杯 ko 13.2 口端部は外側に肥厚する。 外側は口唇部は指頭によるヨコナデ、口辺部 R⑲ 残 完

h 4. 5 接合部にエ具痕が明瞭に残る。 は木口状工具によるヨコナデ、底邸上端はナ 明橙褐色 焼 良

デ、底部はヘラケズリ。 片 • 石 ・ チャ ・

内側は口唇部は指頭によるヨコナデ、口辺部 Fe R 
から底部上位は木口状工具によるヨコナデ、 「貯蔵穴内出土」

底部は木口状工具によるナデのちナデ。

6 杯 ko 12.8 口端部はやや尖る。 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状工 R⑲橙褐色 残 30% 

h 4.3 具によるヨコナデ、底部はヘラケズリ 。 焼 普

内側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状エ 砂粒 ・雲 R 

具によるヨコナデ、口辺部と底部の屈曲部は 片・ Fe R 
指頭によるヨコナデ、底部はナデ。

7 杯 ko 12.5 口唇部はわずかに外側に肥厚 外側は口端部は指頭によるヨコナデ、口辺部 @R橙褐色 残 90% 

h 4.3 する。 は木口状工具によるヨコナデ、底部はヘラケ 焼 普

口縁部に黒斑あり。 ズリ。 片•石 ・ チャ・

内側は口端部は指頭によるヨコナデ、口唇部 白粒 R 
は木口状工具によるヨコナデのちヨコナデ、

口辺部から底部中位は木口状工具によるヨコ

ナデ、底部下位はナデ。

8 杯 ko 12.2 口端部はわずかに外側に肥厚 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状工 R⑲ 残 95% 

h 4.3 する。 具によるヨコナテ~、底部はヘラケズリ 。 明橙褐色 焼 普

内側は口辺部から底部上位は木口状工具によ 砂粒・白粒R

るヨコナデのちヨコナデ、底部は指頭による

ナデ。

， 杯 ko 12. 2 口端祁はやや外側に肥厚する。 外側は口唇部は指頭によるヨコナデ、口辺部 R⑲橙褐色 残 完

h 4.1 口辺部はゆるやかに外反する。 は木口状工具によるヨコナデ、底部はヘラケ 焼 普

ズリ 。 片・チャ・角・

内側は口辺部から底部上半は木口状工具によ 白粒 R 
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番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整手法の特徴 色 調 胎土 ・備考

るヨコナデ、底部下半はナデ。 「カマド内出土」

10 杯 ko 13. 0 口端部は外側に肥原する。 外側は口辺部は木口状工具によるヨコナデの ⑭ R  残 90% 

h 4.1 口辺部は中位で「く」字状に ちナデ、底部はナデ。 淡橙褐色 焼 良

外反する。 内側は口辺部は木口状工具によるヨコナデの 片 • 石 ・ 白粒

底部外面に黒斑あり。 ちナデ、底部上位はヨコナデ、底部下位はナ R 
T̀―・ o Fe R 

11 杯 ko 12.3 口辺部は直線的に開く。 外側は口端部は指頭によるヨコナデ、口辺部 RR 残 完

h 4.4 器内面に炭化物が付着する。 は木口状工具によるヨコナデ、底部はヘラケ 明橙褐色 焼 普

ズリ 。 淡黄褐色 片 • 石・白粒

内側は口辺部から底部上半は木口状工具によ R 
るヨコナデ、底部下半はナデ。 「カマド内出土」

12 杯 ko 12.3 口端部は外側に肥厚する。 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状工 R⑲ 残 95% 

h 4.3 具によるヨコナデのちヨコナデ、底部はヘラ 明橙褐色 焼 普

ケズリ 。 片 • 石 ・白粒

内側は口辺部から底部上位は木口状工具に よ ・ Fe ＠ 

るヨコナデのちヨコナデ、底部はナデ。 「貯蔵穴内出土」

13 杯 ko 11. 9 口端部はわずかに内側に肥厚 外側は口端部は指頭によるヨコナデ、口辺祁 ＠⑲ 残 95% 

h 4.3 する。 は木口状工具によるヨコナデ、底部上位はナ 淡橙褐色 焼 普

底部外面に黒斑あり 。 デ、底部中位から下位はヘラケズリ 。 片 •石・チャ®

内側は口辺部から底部中位は木口状工具によ Fe R 
るヨコナデ、底部下位はナデ。 「カマド内出土」

14 杯 ko 11. 9 口辺部は直線的に開く 。 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状工 ⑭R  残 90% 

h 4.3 器厚はやや厚い。 具によるヨコナデ、底部はヘラケズリ 。 淡橙褐色 焼 普

内側は口辺部から底部上位は木口状工具によ 片•石・白粒・

るヨコナデのちヨコナデ、底部はナデ。 a 芸 R 

15 杯 ko 12. 2 口端部はわずかに外側に肥厚 外側は口端部は指頭によるヨコナデ、口辺部 RR 残 完

h 4.2 する。 は木口状工具によるヨコナデ、底部はヘラケ 明橙褐色 焼 普

ズリ。 淡黄褐色 片・チャ・石R

内側は口辺祁から底部上位は木口状工具によ Fe R 
るヨコナデ、底部下位はナデ。

16 杯 ko 12.1 口端部はわずかに内側に肥厚 外側は口端部はヨコナデ、口辺部から底部上 R⑲ 残 90% 

h 3. 7 する。 位は木口状工具によるヨコナデ、底部は指頭 明橙褐色 焼 普

によるナデ。 片 • 白粒•砂粒

内側は口辺部はヨコナデ、底部はヘラケズリ 。 R 

17 杯 ko (12. 8) 全体的に粗雑なつくり 。 外側は口唇部はヨコナデ、下位はナデ。 R⑲ 残 80% 

t 6.1 底部に黒斑あり 。 内側は口唇部はヨコナデ、底部はナデ。 明橙褐色 焼 普

h 4.1 Fe ·片 • 石

・チャ R 
角 R 
rヵマド内出土」
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番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整手法の特徴 色 調 胎土・備考

18 鉢 ko 10 5 全体に厚いつく り。 外側は口縁部はヨコナデ、胴部は指頭でおさ R 橙褐色 残 完

t 5 7 器外面に黒斑あり 。 えながらヨコナデ、底部は未調整。 ⑲i炎橙褐色 焼 良

h 4 2 器内面に炭化物が微紐付箔。 内側は口縁部はヨコナデ、胴部から底部は木 Fe · 片 •石・

杯製作途中のものを焼成した 口状工具によるナデ。 チャ R 
ものか。 白粒 R 

角 R 

「カマド内出土」

19 高 杯 ko ― 脚部は弱く張る。 外側は杯底部はヘラケズリ、接合部はヨコナ R⑲淡褐色 残 60% 

t 脚裾部はゆるやかに開く 。 デ、脚部はヘラナデ、裾部はヨコナデ。 焼 普

h 〈12.2〉 脚内部に絞り込み痕が若干残 内側は杯底部はナデ、脚部はヘラケズリ、裾 片 •石・チャ ®

る。 部はヨコナデ。 Fe R 
脚外面に黒斑あり 。

表ー 5 第 6号住居址出土遺物観察表

番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整手法の特徴 色 調 胎土 ・備考

l 甕 ko (17.3) 口唇部はやや内溝する。 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状工 RR淡褐色 残 30% 

t 肩部はわずかに張る。 具によるヨコナデ、胴部はヘラケズリのちナ 焼 普

h 〈10.5〉 T--9 o 片 •Fe ・チャ・

内側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状エ 石 R 
具によるヨコナデ、胴部は木口状工具による Mn R 
ョコナデのちナデ。

2 高 杯 ko 18.5 杯部は直線的に開く 。 外側は口唇部はヨコナデ、杯部は木口状工具 RRi炎褐色 残 70% 

t 15. l 脚部はやや強く張る。 によるヨコナデ、杯底部はヘラケズリ、接合 焼 普

h 15.6 裾端部は内屈し、また下側に 部はヨコナデ、脚部はヘラナデ、裾部はヨコ Fe R 
肥厚する。 ナデ。 片 • 石 · 白粒

内側は口唇部はヨコナデ、杯部は木口状工具 R 
によるヨコナデ、底部はナデ、卿部上半は指

頭によるナデ、脚部下半は指頭によるヨコナ

デ、裾部は木口状工具によるヨコナデのちヨ

コナデ。

表ー 6 第 7号住居址出土遺物観察表

番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整手法の特徴 色 調 胎土 ・備考

1 甕 ko 20. 7 口端部は丸いが一部外側に肥 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状エ R 淡褐色 残 40% 

t 原する部分あり 。 具によるヨコナデのちヨコナデ、服部上位は R 淡褐色 焼 良

h 〈19.9〉 口縁部は直線的に外反する。 ヘラケズリのちナデ、胴部中位はヘラケズリ、 暗褐色 片 • 石 •Fe R 

器外面に黒斑あり。 胴部下位はヘラケズリのちナデ。 Mn・ 角 R

内側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状工 「貯蔵穴内出土」

具による ヨコナデのちヨコナデ、胴部は木口

状工具によるナデのちナデ。
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表ー 7 第 8号住居址出土遺物観察表

番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整手 法 の特徴 色 調 胎土 ・備考

l 甕 ko 21. 9 口端部は丸く、 口唇部はわず 外側は口縁部はヨコナデ、胴部はヘラケズリ R淡橙褐色 残 50% 

t 7.0 かに内湾する。 のちナデ、底部はヘラケズリ 。 R 暗褐色 焼 亜C』ヽ

h 28.1 口縁部は直線的に外反する。 内側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状エ 片 • 石 • Fe ®

胴部中位やや上に最大径をも 具によるヨコナデ、胴部は木口状工具による

つ。 ョコナデのちナデ、底部はナデ。

器外面の剥落顕著。

2 衷ふ ko 18 5 口端都は外側にわずかに肥厚 外側は口端部は指頭によるヨコナデ、 口辺部 RRi炎褐色 残 40% 

t する。 は木口状工具によるヨコナデのちヨコナデ、 焼 普

h 〈13.3〉 口縁部はゆるやかに外反する。胴部はヘラケズリのちナデ。 片 • 石 ・ チャ ・

内側は口靖部は指頭によるヨコナデ、口辺部 Fe R 

は木口状工具によるヨコナデのちヨコナデ、 角 R 

胴部上位は木口状工具によるヨコナデのちナ

デ、胴部はナデ。

表ー 8 第 9号住居址出土遺物観察表

番号 分類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整 手法の 特徴 色調 胎土 ・備考

1 痺ゃ ko 15 2 口端部は外側に肥厚する。 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状エ R 橙褐色 残 70% 

t 7.2 胴部中位やや上に最大径をも 具によるヨコナデのちヨコナデ、胴部上位は ⑲ 淡褐色 焼 良

h 30.0 つ。 ヘラケズリのちナデ、胴部中位から底部はヘ 片•石 ・ チャ ®

胴部中位に内面からの打繋に ラケズリ 。 Fe・角 R 

による不整円形の穿孔あ り。 内側は口端部はヨコナデ、口辺部は木[l状エ

土器穿孔後の廃棄か。 具によるヨコナデのちヨコナデ、胴部上端は

器外面底部付近に黒斑あ り。 指頭による押捺ナデ、胴部は木口状工具によ

る斜位 ・横位ナデのちナデ、底部はナデ。

2 甕 ko 15.2 口縁部はゆるやかに外反する。外側は口唇部はヨコナデ、口辺部は木口状エ R⑲ 残 80% 

t (6.4) 胴邸下半の器外面にスス付沿。具によるヨコナデのちヨコナデ、胴部から底 淡橙褐色 焼 普

h 23.5 底部付近の器外面に剥落あり 。部はヘラケズリ 。 片•石・チャ®

被熱によるものか。 内側は口唇部はヨコナデ、口辺部は木口状工 Fe・ 角 R 

具によるヨコナデのちヨコナデ、胴部はタテ

ナデ、底部はナデ。

3 甕 ko 20. 3 口端部はわずかに外側に肥厚 外側は口縁部はヨコナデ、胴部及び底部はヘ R 橙褐色 残 80% 

t 4. 7 する。 ラケズリ 。 淡褐色 焼 普

h 37.6 口縁部は大きく外反する。 内側は口端部は ヨコナデ、口縁部は木口状エ R 暗褐色 片•石・チャ ®

胴部下位に最大径をもつ。 具によるヨコナデのちヨコナデ、胴部は木口 砂粒 ＠ 

被熱により器外面は荒れてい 状工具によるタテナデのちナデ、底部は木口

る。 状工具によるナナメナデのちナデ。

4 甕 ko 17.8 口端部は丸い。 外側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工 R暗橙褐色 残 80% 

t 6. 2 口縁部は大きく外反する。 具によるヨコナデ、胴部及び底部はヘラケズ 橙褐色 焼 良

h 33.1 服部下位に最大径をもつ。 リ。 ⑲ 淡褐色 片•石・チャ ・

凹底を呈する。 内側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工 Fe・砂粒 R
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番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整 手法 の特 徴 色 調 胎土 ・備考

具によるヨコナデ、胴部は木口状工具による 角 R 
ョコナデのちヨコナデ、底部は木口状工具に

よるナデのちナデ。

5 甕 ko 18. 3 口端部は外側に肥厚する。 外側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工 Ri炎橙褐色 残 60% 

t 4.1 口縁部はゆるやかに外反する。 具によるヨコナデ、胴部はヘラケズリ。 ⑲ 淡褐色 焼 良

h 36.0 胴部中位やや下に最大径をも 内側は口踏部はヨコナデ、口縁郁は木口状工 片 • 石 ・ チャ・

つ。 具によるヨコナデ、胴部上半は木日状工具に 砂粒 R 
よるヨコナデのちヨコナデ、胴部下半から底 Fe ・角 R 
部は木口状工具による ナナメナデのちナデ。

6 甕 ko 18 l 口端部は外側にわずかに肥厚 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状エ R淡橙褐色 残 40% 

t する。 具によるヨコナデ、頸部の一部から胴部はヘ ⑲ 淡褐色 焼 普

h 〈17.8〉 口縁部はゆるやかに外反する。 ラケズリ 。 片 •石 ・ チャ ®

器外面、胴部中位にスス付着。 内側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状エ Fe R 
具による ヨコナデ、胴部は木口状工具による

ヨコナデのちナデ。

7 甕 ko 15.1 口縁部はゆるやかに外反する。 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状エ R 淡褐色 残 95% 

t 5.9 胴部下位に最大径をもつ。 具に よるヨ コナデ、胴部はヘラケズリ、胴部 R 暗褐色 焼 普

h 34. 7 下位から底部はナデ。 片 • 石・チャ・

内側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工 Fe R 
具に よるヨコナデ、胴部は木口状工具による 「カマド内出土」

横位ナデ、底部は木口状工具によるナデのち

ナデ。

8 甕 ko 16.4 口端部は丸い。 外側は口端部はヨコナデ、口縁祁は木口状工 R 暗褐色 残 95% 

t 6.3 口縁部は大きく外反する。 具による ヨコナデ、胴部はヘラケズリ 、胴部 橙褐色 焼 良

h 32.3 胴綿下位に最大径をもつ。 下位及び底部はヘラケズリのちナデ。 R i炎褐色 片 • 石 ・ チャ ・

凹底を呈する。 内側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工 砂粒 R 
具によるヨコナデのちヨコナデ、胴部は木口 Fe ・角 R 
状工具によるヨコナデのち軽いナデ、胴部下

位は木口状工具によるナナメナデのち軽いナ

デ、底部はナデ。

， 甕 ko 19. l 口端部は直立気味にやや尖り、 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状工 R 橙褐色 残 90% 

t 5.2 外側はわずかに肥厚する。 具によるヨコナデのちヨコナデ、胴部から底 ⑲ 淡褐色 焼 普

h 25.8 口縁部はゆるやかに外反する。部はヘラケズリのちナデ。 片 • 石 R 
胴部は直線的でわずかに孤を 内側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状エ Fe・ 角 R 
描く 。 具によるヨコナデのちヨコナデ、服部は木口 「カマド内出土」

底部は凹底状を呈する。 状工具によるヨコナデのち軽いナデ、底部は

胴部器外面の一部中位以上に 木口状工具によるタテナデのち軽いナデ。

スス付着。

10 甕 ko 15. 6 口縁部はゆるやかに外反する。 外側は口端部はヨコナデ、頸部から底部はヘ RR橙褐色 残 90% 

t 6 5 最大径を胴部のやや下位にも ラケズリ 。 焼 普

h 23 9 つ。 内側は口辺部はヨコナデ、胴部上半は木口状 片•石• FeR 

器外面に黒斑あり 。 工具による斜位のナデのちナデ、胴部下半か 角 R 
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番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調 整手 法 の特 徴 色 調 胎土 ・備考

ら底部は木口状工具によるヨコナデのちナデ。

11 璃瓦 ko 17.l 口端部はわずかに面をなす。 外側は口縁部はヨコナデ、桐部から底部はヘ ＠ 橙褐色 残 完

t 9. 7 口縁部は立ち気味に開く。 ラケズリ 。 淡橙褐色 焼 普

h 19.0 器外面に黒斑あり 。 内側は口縁部はヨコナデ、胴祁は木口状工具 ⑲ 暗褐色 片•石 ・ チャ ®

によるヨコナデのちヨコナデ、底部はナデ。 Fe・ 角 ＠ 

「貯蔵穴内出土」

12 甕 ko 16.9 器形の歪みが大きい。 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状工 RR 残 60% 

t 6.9 口端部は外側にやや肥厚する。 具によるヨコナデ、胴部及び底部はヘラケズ 暗橙褐色 焼 普

h 18.0 リ。 片 • 石 • Fe ®

内側は口唇部はヨコナデ、口縁部は木口状エ 角 R 

具によるヨコナデ、胴部は木口状工具による

ョコナデのちナデ、底部はナデ。

13 衷年 ko 17.4 器形の歪みが大きい。 外側は口縁部はヨコナデ、胴部から底部はヘ ⑭暗橙褐色 残 70% 

t 5. 7 口縁部は内屈して口唇部で外 ラケズリ 。 R 賠褐色 焼 良

h 13.3 反する。 内側は口唇部はヨコナデ、胴部は木口状工具 片 • 石 ・ チャ ®

器外面胴部に黒斑あり 。 によるヨコナデのちナデ、底部は木口状工具 Fe・角 R 

によるナナメナデのちナデ。 r貯蔵穴内出土」

14 甕 ko 14.5 口唇部はゆるやかに外反する。外側は口唇部はヨコナデ、頸部は木口状工具 R 橙褐色 残 完

t 8.2 によるヨコナデ、胴部から底部はヘラケズリ 。R 暗褐色 焼 良

h 14.8 内側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状エ 片•石 R 
具によるヨコナデのちヨコナデ、胴部は木口 角 •Fe R 

状工具によるヨコナデのちヨコナデ、底部は 「カマド内出土」

ナデ。

15 甕 ko 20. 9 口端部は外側に肥厚する。 外側は口端部はヨコナデ、口縁部は中位に 2 ⑭R橙褐色 残 80% 

t 6.3 口唇部は大きく外反する。 条の凹線を巡らした後に木口状工具によるヨ 暗橙褐色 焼 良

h 33.4 口縁部は直線的に開く 。 コナデ、口縁部下位から頸部にかけて粘土紐 片 • 石 • Fe ·

口縁部中位には 2条の凹線が 貼付による補強を行っている。胴部はヘラケ 砂粒 R 

巡り鈍い稜をなす。 ズリ 、底部はナデ。 チャ ・角 R 

頸部器外面は粘土紐貼付によ 内側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工

り補強されている。 具によるヨコナデ、胴部上位は木口状工具に

胴部中位やや下に最大径をも よるナデのち軽いナデ、胴部中位から底部は

つ。 木口状工具によるナデのちT寧なナデ。

胴部中位やや下にススが帯状

に付着する。

底部は凹底を呈する。

16 甕 ko 16.1 口端部は外側に肥厚し、内側 外側は口唇部はヨコナデ、口辺部は木口状エ ⑭ 橙褐色 残 40% 

t に凹線が巡る。 具によるヨコナデ、胴部は荒いハケによる縦 ⑲暗橙褐色 焼 良

h 〈19.4〉 口縁部はゆるやかに外反する。位ナデ。 片 • 石 ・ 砂粒

口縁部中位には稜が巡る。 内側は口端部はエ具による凹線が巡る。口辺 R 

部は木口状工具による ヨコナデのち ヨコナデ、 Fe ＠ 

胴部は荒いハケによる横位ナデ。
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番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調 整手 法の 特 徴 色調 胎土 ・備考

17 甕 ko 19.4 口端祁は突帯状の張り出しを 外側は口端部はエ具により凹線を巡らした後 R⑲淡褐色 残 30% 

t もつ。 ョコナデ、口緑部は木口状工具によるヨコナ 焼 普

h 〈9.0〉 デ、頸部は木口状工具によるヨコナデのちヨ 片 • 石・チャ ⑨

コナデ、屑部はナデ。 Fe・ 角 R 

内側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状エ

具によるヨコナデのちヨコナデ、頸部は指頭

によるナデッケのちナデ、屑部はナデ。

18 甕 ko (21. 3) 口端部は丸い。 外側は口端綿はヨコナデ、 口縁部は木口状エ R R淡褐色 残 10% 

t 口縁部はゆるやかに外反する。 具によるヨコナデ、胴部はヘラケズリのちナ 焼 普

h 〈9.3〉 口縁部中位に稜をもつ。 Tー •o Fe R 

内側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工 片 • 石 R 

具によるヨコナデのちヨコナデ、胴部はナデ。

19 甕 ko 20. 8 口端部は丸い。 外側は口唇部はヨコナデ、口縁部は木口状エ R暗淡褐色 残 60% 

t 5.8 口縁部は大きく外反する。 具によるヨコナデのちヨコナデ、胴部及び底 ⑲淡橙褐色 焼 普

h 31. 7 胴部上位に最大径をもつ。 部はヘラケズリ 。 片 • 石 •Fe ·

内側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状エ チャ•砂粒 ®

具によるヨコナデのちヨコナデ、胴部上位か 角 R 

ら中位は指頭によるヨコナデ、胴部下位は木

口状工具によるヨコナデ、底部はナデ。

20 甕 ko 24. 2 口端部は外側に肥厚する。 外側は口踏部はヨコナデ、口縁部は木口状工 R⑲橙褐色 残 30% 

t 口縁部はゆるやかに外反する。 具によるヨコナデ、朋部はヘラケズリ 。 焼 良

h 〈17.4〉 肩部の張りは弱い。 内側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状エ 片•石 •Fe·

具によるヨコナデ、胴部は木口状工具による チャ R 

ヨコナデのちナデ。

21 甑 ko 23.2 口端部は丸い。 外側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工 R 橙褐色 残 80% 

t 7.4 口縁部は大きく外反する。 具によるヨコナデ、胴部はヘラケズリ、胴部 暗褐色 焼 普

h 32.4 胴部下位は被熱により器外面 下位はヘラケズリのちナデ。 R暗橙褐色 片 • 石・チャ・

が荒れている。 内側は口婿部はヨコナデ、口縁部は木口状工 Fe ・砂粒 R

具によるヨコナデ、胴部は木口状工具による 角 R 

ヨコナデのちナデ、下端部はヘラケズリ 。

22 甑 ko 25. 2 口縁部は大きく外反する。 外側は口辺部は木口状工具によるヨコナデの R⑲淡褐色 残 60% 

t 8 5 下端郭やや上でわずかに外側 ちヨコナデ、胴部及び下端部はヘラケズリ 。 暗褐色 焼 普

h 31. 8 に開く 。 内側は口辺部は木口状工具によるヨコナデの 片 • 石 R 

ちヨコナデ、胴部は木口状工具によるヨコナ Fe・チャ・角R

デのちナデ、下端部はヘラケズリ 。 「カマド内出土」

23 甑 ko 21. 2 口端部は外側に肥厚する。 外側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工 ⑭ 淡褐色 残 90% 

t 7. 9 口縁綿はゆるやかに外反する。 具によるヨコナデ、胴部上半はヘラケズリの ⑲ 橙褐色 焼 良

h 28.1 胴部上位に最大径をもつ。 ちナデ、胴部中位から下位はヘラケズリ、胴 片 • 石 ・ 雲 ®

部下位はナデ、下端部はヘラケズリ。 Fe・角 R 

内側は口婿部はヨコナデ、口縁部は木口状エ

具によるヨコナデのちヨコナデ、胴部は木口

状工具によるヨコナデのちナデ、胴部下位は
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木口状工具によるタテナデのちナデ、下端部

はヘラケズリ 。

24 甑 ko (21.6) 口端部は丸い。 外側は口端節はヨコナデ、口辺部は木口状エ RRi炎褐色 残 60% 

t (7.0) 口縁部は大きく外反する。 具によるヨコナデ、胴部はヘラケズリ、胴部 焼 普

h 27.3 下位はヘラケズリのちナデ。 片 • 石 R 

内側は口嬬祁はヨコナデ、口縁部は木口状エ 砂粒 ＠ 

具によるヨコナデ、胴部は木口状工具による

ョコナデのちナデ、下端部はヘラケズリ 。

25 甑 ko 17.0 器形はやや歪む。 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状エ R⑲ 残 90% 

t 4.5 口端郎はやや内屈する。 具によるヨコナデ、胴郎はヘラケズリ、孔部 暗橙褐色 焼 良

h 12.3 単孔。 はヘラケズリによる面トリ 。 片•石•チャ ®

内側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状エ Fe ・角 R 

具によるヨコナデ、胴部は木口状工具による 「カマド内出土」

ヨコナデのちヨコナデ。

26 杯 ko (18. 8) 口端部は内向気味に尖る。 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状工 R 橙褐色 残 30% 

h (6.5) 口辺部はゆるやかに外反する。具によるヨコナデ、底綿はヘラケズリ 。 ⑲暗橙褐色 焼 良

内側は口端部はヨコナデ、口辺部から底部上 Fe· 片• 石・

位は木口状工具によるヨコナデのちヨコナデ、 砂粒 R 

底祁下位はナデ。 角 ＠ 

27 杯 ko (16. 4) 口端部は外側に肥厚する。 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状エ R⑲橙褐色 残 30% 

h (5.0) 口辺部はゆるやかに外反する。具によるヨコナデ、底部はヘラケズリ 。 焼 普

内側は口端部はヨコナデ、口辺部から底部上 片•石 • Fe·

位は木口状工具によるヨコナデのちヨコナデ、 砂粒 R 

底部下位は木口状工具によるナデのちナデ。 角 R 

28 杯 ko (13. 6) 口端部は丸い。 外側は口端部はヨコナデ、口辺部上位は木口 R⑲ 残 20% 

h (3. 9) 口辺部は直線的に外反する。 状工具によるヨコナデ、口辺部下位は木口状 淡橙褐色 焼 普

口辺部外面には 4本の凹線を 工具によるヨコナデのちヨコナデ、底部はヘ 片•石・砂粒

巡らし稜をつくりだしている。 ラケズリ 。 R 

内側は口唇部はヨコナデ、口辺部から底部上

位は木口状工具によるヨコナデのちヨコナデ、

底部下位はナデ。

29 杯 ko (12. 7) 口端部はやや尖る。 外側は口瑞部はヨコナデ、口辺部は木口状工 RR橙褐色 残 30% 

h (4.4) 口辺部は大きく外反する。 具によるヨコナデ、底部はヘラケズリ 。 焼 普

内側は口端部はヨコナデ、口辺部から底部上 砂粒 • Fe R 

位は木口状工具によるヨコナデのちヨコナデ、

底部下位はナデ。

30 杯 ko 14. 7 口端部はわずかに外側に肥厚 外側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工 R暗橙褐色 残 50% 

h 5.2 する。 具によるヨコナデ、体部上位はヨコナデ、体 ⑲ 橙褐色 焼 良

口縁部は内傾しながら立ち上 部中位から底部はヘラケズリ。 片•石 •Fe®

がる。 内側は口端部はヨコナデ、口縁部から体部中 角 R 
位は木口状工具によるヨコナデのちヨコナデ、
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底部はナデ。

31 杯 ko (14.2) 口辺部は内傾して立ち上がる。外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状エ R暗橙褐色 残 20% 

h (5.1) 具によるヨコナデ、底部はヘラケズリ 。 ⑲ 橙褐色 焼 良

内側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状エ 片 • 石•砂粒

具に よるヨコナデ、底部上位は木口状工具に ＠ 

よるヨコナデのちヨコナデ、底部下位はナデ。

32 杯 ko (13. 7) 口端部は内側に面をもち直立 外側は口端部はヨコナデ、口縁那は木口状工 R⑲橙褐色 残 60% 

h (5.1) 気味に尖る。 具によるヨコナデのちヨコナデ、体部上端は 焼 良

口縁部は内傾しながら立ち上 ヨコナデ、体部から底部はヘラケズリ 。 片 • 石・チ ャ ・

がる。 内側は口端部はヨコナデ、口縁部から体部中 Fe ＠ 

位は木口状工具によるヨコナデのちヨコナデ、 角・雲 R 
体部下位から底部はナデ。

33 杯 ko 13. 7 口端部は内傾した面をもつ。 外側は口縁部はヨコナデ、｛本部はヘラケズリ 。 R⑲暗褐色 残 70% 

h 4.5 口縁部は内傾し、口唇部はや 内側は口縁部から体部中位まではヨコナデ、 焼 良

や外反気味に開く 。 底部はナデ。 片•石 •Fe

角 R 

34 杯 ko 11.8 口辺部はやや内湾し、口縁部 外側は口辺部は木口状工具によるナデ、体部 R⑲ 残 80% 

h 4.1 内面に段差あり 。 から底部はヘラケズリ 。 暗赤褐色 焼 普

内側は口辺部は木口状工具によるヨコナデ、 雲・白粒・ 片

体部から底部はナデ。 R 
Fe・チャ R 

35 台付鉢 ko ― 胴部中位やや下に最大径をも 外側は頸部は木口状工具によるヨコナデ、胴 R淡橙褐色 残 40% 

t 9.1 つ。 部及び台部はヘラケズリ、台裾部はヨコナデ。R 暗褐色 焼 良

h 〈15.0〉 台裾部は大きく開き、下端部 内側は頸部はヨコナデ、胴部は木口状工具に 砂粒 •Fe R 
は丸い。 よるヨコナデのちナデ、底部はナデ、台部は

ナデ。

36 境 ko 12.4 口縁部は屑部よ り内湾気味に 外側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工 R⑲ 残 60% 

t 8.0 立ち上がり、口唇部で外反す 具によるヨコナデのちヨコナデ、肩部はヨコ 淡橙褐色 焼 普

h 8.8 る。 ナデ、体部上位から中位はヘラケズリのちナ 片 R 
器形の歪みが大きい。 デ、体部下位及び底部はヘラケズリ 。 石・チャ・角 R

内側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状エ Fe R 
具によるヨコナデのちヨコナデ、体部上位は

木口状工具によるヨコナデのちナデ、体部中

位から底部はナデ。

37 坑 ko (13 3) 口端部は丸い。 外側は口縁部はヨコナデ、体部はヘラケズリ R R橙褐色 残 60% 

t 2. 7 口唇部はわずかに内湾する。 のちナデ、底部はヘラケズリ 。 焼 普

h 6.0 器形の歪みが大きい。 内側は口縁部及び体部中位はヨコナデ、底部 Fe ・砂粒 R

下位はナデ。 片 R 

38 塊 ko (11.2) 口端部は外側に肥厚する。 外側は口縁部は指頭によるヨコナデ、体部上 R 暗褐色 残 40% 

t 7.2 口縁部はゆるやかに外反する。 半はヘラケズリのちナデ、休部下位はナデ、 R 淡褐色 焼 普
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番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調 整手 法 の特 徴 色 調 胎土・備考

h 5.3 口縁部と体部の境目がやや張 底部外周部はヘラケズリ 。 片 • 石 R 
る。 内側は口縁部は指頭によるヨコナデ、体部か

底部に木葉痕あり 。 ら底部はナデ。

39 境 ko 11. 4 口縁部はゆるやかに外反する。 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状工 R 橙褐色 残 80% 

t 5.0 器外面に黒斑あり 。 具によるヨコナデ、体部はヘラケズ リのちナ 淡褐色 焼 普

h 5.4 デ、体部下位から底部はヘラケズリ 。 R 淡褐色 片 •石・チャ®

内側は口瑞部から体部中位はヨコナデ、体部 Fe R 
下位から底部は木口状工具によるナデのちナ

T一ャ。

40 須恵器 ko (10. 3) 口端部は内側に肥原する。 外側は口唇部はヨコナデ、口椋部中位はヨコ ⑭暗灰褐色 残 10% 

聡 t 口縁綿と頸部の境目は段状を ナデのち櫛描波状文施文、口縁部下位はエ具 ⑲ 灰褐色 焼 良

h 〈2.6) 呈し、かつ鈍い稜と凹線が巡 をあて、凹線を巡らす。頸部上位はヨコナデ。 石 ・白粒 R 

る。 内側は口端部はヨコナデ、口唇部上位はエ具

をあて、凹線を巡らす。口緑部中位から頸部

上位はヨコナデ。

表ー 9 第 9号住居址その他の出土遺物観察表

番号 分 類 大きさ (cm) 残存率 特 徴

41 石製紡垂車 大径 〈3.9〉 50% 滑石製。濃緑色を呈するが一部明茶褐色の部位あり 。大P1端部、小円端部とも に研磨

厚 0. 9 により滑らかな面を形成。側面は刃物状工具による加工痕が明瞭に観察出来る。側面

孔 0. 7 端部は研磨により仕上げられている。

表ー10 第11号住居址出土遺物観察表

番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調 整手 法 の特 徴 色 調 胎土 ・備考

1 台付甕 ko 14.4 口端部は尖り気味である。 外側は口縁部はヨコナデ、胴部はナナメハケ。 R⑲ 残 40% 

t 口唇部内側はわずかに窪む。 内側は口端部内側はエ具ヨコナデによる凹線 淡橙褐色 焼 普

h 〈11.6〉 屈曲部はやや丸味をもち稜は を巡らす。口縁部はヨコナデ、胴部上位は指 片•石・チャ・

明瞭ではない。 頭によるヨコナデ、胴部はナデ。 砂粒 R 
肩部がやや張る。 角 R 
器外面の刺落顕著。

2 堆 ko -- 口縁部はゆるやかに内湾する。 外側は口緑部上半はヨコナデ、口縁部下位か RR橙褐色 残 40% 

t 胴部やや下位に最大径をもつ。 ら頸部はヘラケズリのちヨコナデ、胴部上半 焼 良

h 〈9.9〉 はヘラケズリのちナデ、胴部下半はヘラケズ 片 • 石 •Fe ®

リ。

内側は口縁部はヨコナデ、胴部上位は指頭に

よる押捺ナデ、胴部中位から下位はナデ。

3 対 ko (8.8) 口唇部はわずかに内湾する。 外側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工 RR橙褐色 残 60% 

t 2.0 口縁部は直線的に外反する。 具によるヨコナデ、頸部はタテハケ、服部上 焼 良
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番号 分類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整千法 の特徴 色調 胎上 ・備考

h 7.3 底部は凹底を呈する。 半はヘラケズリのちナデ、胴部下半から底部 片 •石 ・ チャ ®

はヘラケズリ 。 Fe・角 R 
内側は口端部はヨコナデ、 口縁部は木口状工

具によるヨコナデのちヨコナデ、頸部はヨコ

ナデ、胴部上位は指頭による押捺ナデ、胴部

下半から底部は指頭によるナデ。

4 高杯 ko (14. 3) 口端部は尖る。 外側は口縁部はヨコナデ、底部はヘラケズリ R⑲ 残 50% 

t 口縁部はゆるやかに外反する。 のちナデ。 淡橙褐色 焼 普

h 〈7.2〉 内側は口縁部はヨコナデ、底部はナデ。 Fe・片 R 
砂粒 ＠ 

5 ミニチュア ko 胴部上位が張る。 外側は胴部はハケナデのちナデ、台部はナデ。 R⑲橙褐色 残 40% 

台付甕 t (6.8) 台裾部はゆるやかに開く 。 内側は胴部はナデ、台部はハケナデ。 焼 並日

h 〈10.7〉 片 • 石 • 砂粒

R 

表ー11 第13号住居址出土遺物観察表

番号 分類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整手法 の特徴 色調 胎土 ・備考

1 甕 ko (21.0) 口端部は尖り気味である。 外側は日緑部はヨコナデ、胴部はヘラケズリ R⑲暗褐色 残 50% 

t (7.8) 口縁部は直線的に開く 。 のちナデ、底部はヘラケズリ 。 淡褐色 焼 悪L^ 

h 25. 5 胴部中位やや上に最大径をも 内側はLI端部はヨコナデ、口縁部は木口状工 片 • 石 ・ チャ ・

つ。 具によるヨコナデ、胴部上位は木口状工具に 砂粒 R 
よるヨコナデのちヨコナデ、胴部中位から底

部はナデ。

2 甕 ko 17. l 口端部は外側に面をもちゃゃ 外側は口端部はヨコナデのち外面部は凹線を ⑭⑲ 残 60% 

t 直立気味に立つ。 巡らす。口辺部は木口状工具によるヨコナデ 淡橙褐色 焼 晋

h 〈23.9〉 また口端部外面及び口唇部内 のちヨコナデ、胴部はヘラケズリのちナデ。 暗橙褐色 片•石 ・ チャ ®

面には凹線が巡る。 内側は口端部はヨコナデ、口唇部は凹線を巡 砂粒 ・雲 R 
胴部は中位に最大径をもち偏 らす。口縁部は木口状工具によるヨコナデの

平気味である。 ちヨコナデ、胴部上端は指頭による押捺ナデ、

胴部上位の器内面に残る木LJ 胴部上位は木口状工具によるナナメナデ、胴

状工具痕の角度から分割成形 部中位から下位は木口状工具によるヨコナデ

の可能性あり 。 のちナデ。

3 鉢 ko 21. 6 口端部は丸い。 外側は口縁邸はヨコナデ、体部及び底部はヘ RR橙褐色 残 30% 

t I. 6 口縁部はゆるやかに外反する。 ラケズリのちナデ。 淡褐色 焼 良

h 10.2 内側は口縁部はヨコナデ、体部及び底部はナ Fe ・砂粒R

Tー9。

4 鉢 ko 13.4 口端部はやや尖り気味。 外側は口唇部はヨコナデ、体部上半はヘラケ R 橙褐色 残 60% 

t 4. 2 口唇部はわずかに内湾する。 ズリのちナデ、休部下半はヘラケズリ 。 ⑲暗橙褐色 焼 良

h 7.6 内側は口唇部はヨコナデ、体部から底部はナ Fe· 片 • 石®

Tー9。 角 R 
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番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調 整手 法の 特 徴 色調 胎土・備考

5 鉢 ko (13. 2) 口唇部はやや内湾する。 外側は口緑部はヨコナデ、体部から底部はヘ R⑲橙褐色 残 50% 

h 5.2 体部中位に黒斑あり 。 ラケズリのちナデ。 焼 普

内側は口縁部はヨコナデ。 片 •Fe ・白粒

・角 ＠ 

苧芸 R 

6 鉢 ko 10. 7 口唇部は内側にわずかに内湾 外側は口辺部は木口状工具によるヨコナデの R R淡褐色 残 80% 

t 3.2 する。 ちヨコナデ、体部上位はヘラケズリのちナデ、 焼 普

h 5.4 全体的に歪みが著しい。 体部下位及び底部はヘラケズリ 。 Fe・ 片 ＠ 

体部両側而に黒斑あり 。 内側は口辺部及び休部上位は木口状工具によ 角 ・雲 R 
るヨコナデ、休部下位はナデ。

7 鉢 ko 12.0 口縁部は大きく外反する。 外側は口縁部はヨコナデ、頸部から体部上端 R淡将褐色 残 60% 

t 5.8 体部中位やや下に最大径をも は木口状工具によるヨコナデ、体部上半はヘ ⑲賠橙褐色 焼 普

h 7.3 つ。 ラケズリのちナデ、体部下半から底部はヘラ 片 •石・チャ ®

ケズリ 。

内側は口縁部はヨコナデ、体部は木口状工具

によるヨコナデのちナデ、底部はナデ。

8 椀 ko 8. 7 口縁部はやや外反気味に直立 外側は口縁部はヨコナデ、胴部から底部はヘ ＠暗赤褐色 残 90% 

t 6.1 し、口唇部でわずかに内湾す ラケズリのちナデ。 ⑲ 決褐色 焼 普

h 7. 5 る。 内側は口縁部は木口状工具によるヨコナデの 片石 R 
胴部全体及び底部に開斑あり 。 ちヨコナデ、胴部から底部はヘラケズリのち Fe・ 角・白粒

ナデ。 R 

， 杯 ko 13.0 口縁部はやや直線的に開く 。 外側は口縁部はヨコナデ、底部上半はヘラケ R⑲ 残 80% 

h 4.6 ズリのちナデ、下半はヘラケズリ 。 暗橙褐色 焼 普

内側は口縁部はヨコナデ、底部は木口状工具 Fe R 
によるナデのち放射状暗文を施す。 片•石・角・

砂粒 R 

10 用 ko 胴部下位に最人径をもち偏平 外側は胴部はヘラケズリのちナデ、胴部下位 R R淡褐色 残 50% 

t 4.0 である。 及び底部はヘラケズリ 。 焼 普

h 〈12.7〉 内側は胴部上位は指頭による押捺ナデ、胴部 砂粒 R 
下位及び底部はナデ。 Fe・ 片 R 

11 高杯 ko 15. 7 口嬬部は丸い。 外側は口唇部はヨコナデ、口縁部はヘラケズ ⑭⑲橙褐色 残 50% 

t D縁部は）出曲しつつ外反する。 リのちナデ、底部はヘラケスリ 。 焼 良

h 6.3 内側は口唇部はヨコナデ、 17縁部上半はナデ、 Fe・ 砂粒 R

口縁部下位から底部は木口状工具によるナデ 片 • 石 ・ 角 ®

のちナデ。

12 高 杯 ko (14. 0) 杯口縁部はやや内祷気味に立 外側は口端部は指頭によるヨコナデ、口縁部 R⑲i炎褐色 残 20% 

h 〈7.1〉 ち上がる。 はエ具によるヨコナデのち指頭によるナデ、 焼 普

脚部以下欠損。 底部から脚部はヘラケズリのちナデ。 Fe ・白粒R

内側は口唇部は指頭によるヨコナデ、口縁部 雲 ・角 ・石 ・

から底部はエ具によるナデのちナデ。 片 ＠） 

- 98-



番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整手法 の特徴 色調 胎土・備考

13 高杯 ko ― 杯口縁部と杯底部の境目は鈍 外側は杯底部はハケのち軽いナデ、脚部はハ RR橙褐色 残 30% 

t い稜をなす。 ケのちナデ。 焼 普

h 〈8.3〉 脚部はやや張る。 内側は杯底部はナデ、脚部下位はヘラケズリ。 砂粒 ・FeR 

脚部l人1面上位に紋り込み痕あ

り。

表ー12 第13号住居址その他の出土遺物観察表

1番号 1 分 類 1 大きさ (cm) 1 残存率 特 徴

14 I球状土製品 I径 1.0-1.1 完 指腹で回転させながら球状に整えている。色調は暗褐色を呈する。焼成は良好で、非

常に堅緻である。胎土中には白色粒子 ・砂粒 ・角閃石が徴量含まれる。

表ー13 第14号住居址出土遺物観察表

番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整 手 法の特徴 色調 胎土 ・備考

l 甕 ko 19.3 口端部は外側に肥厚する。 外側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工 R淡橙褐色 残 80% 

t 5. 2 口縁部は大きく外反する。 具によるヨコナデ、胴部及び底部はヘラケズ ⑲ 淡褐色 焼 碧

h 34 7 胴部下位に最大径をもつ。 リ。 片 • 石・チャ ・

凹底を呈する。 内側は口端部はヨコナデ、 口縁部は木口状エ Fe R 
具によるヨコナデ、胴部は木口状工具による 角 R 
ヨコナデのちナデ、底部はナデ。

2 甕 ko (16. 3) 口端部は丸い。 外側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工 R⑲ 残 40% 

t 口縁部は大きく外反する。 具によるヨコナデ、胴部はヘラケズリ 。 暗橙褐色 焼 普

h 〈28.8〉 胴部中位やや下に最大径をも 内側は口端部はヨ コナデ、 口縁部は木口状エ 片•石 ・ 砂粒

つ。 具によるヨコナデ、胴部は木口状工具に よる R 
ヨコナデのちナデ。 Fe・角 R 

3 甕 ko 17.3 口端部は外側に肥厚する。 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状エ RR橙褐色 残 80% 

t 6.3 口縁部はゆるやかに外反する。 具によるヨ コナデのちヨコナデ、 胴部及び底 焼 普

h 33. 7 胴部中位やや下に最大径をも 部はヘラケズリ 。 片石 •Fe

つ。 内側は口唇部はヨコナデ、 口辺蔀は木口状工 R 
被熱により器外面が荒れてい 具によるヨコナデのちヨコナデ、服部は木口 白粒 R 
る。 状工具によるヨコナデ、底部はナデ。

4 甕 ko 16.4 口端部は外側にわずかに面を 外側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工 R 橙褐色 残 80% 

t 5.8 なす。 具によるヨコナデのちヨコナデ、服部はヘラ 淡褐色 焼 亜ヒ』ヽ

h 30.5 口縁部は直線的に開く 。 ケズリ、底部はナデ。 暗褐色 片 • 石 • 砂粒

胴部下位に最大径をもつ。 内側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状エ R 橙褐色 R 
底部中央がわずかに凹む。 具によるヨコナデのちヨコナデ、胴部上位は 淡褐色 Fe ・角 R 

横位の状態で2次焼成を受け 木口状工具によるナデのちナデ、胴部中位か

たものと思われ、胴部に円形 ら底部は木口状工具によるナデのち丁寧なナ

のススが付着 してお り、かつ T--o 

全体に器表面の剥落も顕著で
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番号 分類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整 手法の 特徴 色調 胎土備考

ある。

5 鉢 ko (28. 2) 口端部は丸い。 外側は口縁部はヨコナデ、体部及び底部はヘ RR暗褐色 残 30% 

t 7.4 口縁部はゆるやかに外収する。 ラケズリ 。 焼 良

h (17.l) 体部上半は直線的に開く 。 内側は口縁部はヨコナデ、イ本部上位は木口状 片 • 石 ・ 砂粒

工具によるヨコナデのちナデ、体部下位から R 
底部はナデ。 Fe・ 角 R 

6 鉢 ko 12.2 口端部はやや尖り直立する。 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状エ Ri炎暗褐色 残 80% 

t 7. 7 口縁部はゆるやかに外反する。 具によるヨコナデ、胴部上半は縦位ヘラケズ ⑲ 暗褐色 焼 普

h 17 3 胴部中位やや上に最大径をも リのちナデ、胴部下＇卜は斜位ヘラケズリのち 淡橙褐色 片 •Fe R 
つ。 ナデ、底部はヘラケズリ 。 石・角・チャ R

器外面は被熱による荒れが顕 内側は口嬬部はヨコナデ、口辺部は木口状工

著。 具によるヨコナデのちヨコナデ、胴部上半は

木口状工具による斜位ナデのちナデ、胴部下

半から底部は木口状工具による放射状のナデ

のちナデ。

7 甑 ko (24. 5) 口端部は丸い。 外側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工 R 暗褐色 残 30% 

t (11. 9) 口縁部はゆるやかに外反する。 具によるヨコナデ、胴部はヘラケズリ 。 橙褐色 焼 普

h 30.8 内側は口端綿はヨコナデ、口縁部は木口状工 R賠橙褐色 Fe・砂粒 R

具によるヨコナデ、胴部は木口状工具による 片•石角 ®

ヨコナデのちヨコナデ。

8 台付甕 ko (13. 7) 口端部は丸い。 外側は口縁部はヨコナデ、胴部から台部上位 R 淡褐色 残 40% 

t 11.3 口縁部は直立気味に開く 。 はヘラケズリのちナデ、台部中位はナデ、台 淡橙褐色 焼 普

h 20. 7 肩部はやや強く張る。 部下位はヨコナデ。 ⑲淡暗褐色 片•石 • 砂粒

台部はゆるやかに開き下端祁 内側は口縁部はヨコナデ、胴部上位は木口状 R 

はわずかに内屈する。 工具によるヨコナデのちナデ、胴部中位から Fe・ 角 R 

器表面は荒れている。 底部はナデ、台部上位はナデ、台部中位から

ド位は木口状工具によるヨコナデ、台部下端

はヨコナデ。

， 甕 ko 14.9 口唇部は大きく外反する。 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状エ R 橙褐色 残 完

t 6.0 胴部最大径をやや下位にもつ。具によるヨコナデ、胴部上位はヘラケズリの 淡褐色 焼 良

h 13. 7 ちナデ、胴部中位はヘラケズリ、桐部下位は ⑲暗橙褐色 片 •石 ・チャ ®

ナデ。 Fe・ 角 R 

内側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状エ

具によるヨコナデ、胴部は木口状工具による

ョコナデのちナデ、底部はナデ。

10 甕 ko 13.2 器形の歪みが大きい。 外側は口端綿はヨコナデ、口辺部は木口状工 R 淡褐色 残 50% 

t (6.3) 口端節は外側に肥厚する。 具によるヨコナデ、胴部及び底部はヘラケズ 暗褐色 焼 普

h 12.1 リ。 ⑲ 暗褐色 片 • 石 R 

内側は口端綿はヨコナデ、口縁部は木口状エ 砂粒 R 

具によるヨコナデのちヨコナデ、胴部は木口

状工具によるナデのちナデ、底部はナデ。
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番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整 手法の 特徴 色 調 胎土・備考

11 甕 ko 13.1 器形の歪みが苫しい。 外側は口辺部はヨコナデ、胴部・底部はヘラ ⑭ 橙褐色 残 80% 

t 8.1 肩部が強く張る。 ケズリ 。 ⑲ 黒褐色 焼 普

h 10.2 底部は内側からの打繋による 内側は口縁部はヨコナデ、胴部から底部は木 片 • 石 R 
穿孔の可能性あり 。 口状工具によるナデのちナデ。 角・チャ R 

12 杯 ko 12.0 口端部はわずかに外側に肥厚 外側は口端部はヨコナデ、 n辺部は木口状エ ⑭⑲橙褐色 残 70% 

h 4. 7 する。 具によるヨコナデ、底祁はヘラケズリ 。 焼 悪

内側は口端部はヨコナデ、口辺部から底部上 砂粒・片 R 

位は木口状工具によるヨコナデ、底部はナデ。

13 杯 ko 12. 5 稜の一部にヘラケズリの痕跡 外側は口縁部は木口状工具によるヨコナデの R⑲橙褐色 残 70% 

h 4.3 あり 。 ちナデ、底部はヘラケズリ 。 焼 普

底部に黒斑あり 。 内側は口縁部はヨコナデ、底部はヘラケズリ 雲 ・角 ・片R

のちナデ。 Fe・チャ R 

14 杯 ko 13.0 口端部は外側に肥厚する。 外側は口柑部はヨコナデ、体部はヘラケズリ 。R 橙褐色 残 60% 

h 4.4 口縁部はゆるやかに外反する。 内側は口縁部から体部はヨコナデ、底部はナ ⑲ 賠褐色 焼 普

T←ーキo 片•石 R 

Fe ・角 R 

15 杯 ko 14.6 口唇部内側は面をなす。 外側は口端部は指頭によるヨコナデ、口辺部 R⑲暗褐色 残 90% 

h 5.1 底部中央のみヘラケズリ 。 は木口状工具によるヨコナデ、底祁上半はナ 焼 普

デ、底部下半はヘラケズリ 。 片•石 • Fe ®

内側は口端部は指頭によるヨコナデ、口辺部 角 ・貨 R 
から底部上位は木口状工具によるヨコナデ、

底部下位はナデ。

16 杯 ko 11. 2 口端部は内側に面をもちゃゃ 外側は口辺部は木口状工具によるヨコナデの R⑲橙褐色 残 80% 

h 4.8 尖る。 ちナデ、休部から底部はヘラケズリ。 焼 普

「1辺部はゆるやかに外反する。 内側は口辺邸は木口状上具によるヨコナデの 片 •Fe ＠ 

口辺部の一部に黒斑あり 。 ちナデ、休部から底部はナデ。 雲 ・角 R 

17 杯 ko 13.8 11端部は内傾する面をもつ。 外側は口縁部はヨコナデ、体部はヘラケズリ 。 R淡橙褐色 残 60% 

h 4.0 口縁部は内傾気味に立ち上が 内側は口緑部から体部中位まではヨコナデ、 ⑲ 橙褐色 焼 良

る。 底部はナデ。 片•石 R 

Fe R 

18 杯 ko 13. 2 口端部は内傾する面をもつ。 外側は日縁部はヨコナデ、体部はヘラケズリ 。 R⑲暗褐色 残 80% 

h 4.1 口縁部は内傾するが口唇節は 内側は口縁部から体邸中位まではヨコナデ、 焼 良

わずかに外反する。 底部はナデ。 片 •石 •Fe ®

19 高 杯 ko 13.8 口端部は外側に肥原する。 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木LI状エ R⑲ 残 70% 

t 口辺部はゆるやかに外反する。具による ヨコナデ、体部上端はヨコナデ、体 淡橙褐色 焼 普

h 〈5.8〉 部はヘラケズリ、肺部はナデ。 片 • 石 ・ チャ ·

内側は口端部はヨコナデ、口辺部から体部は Fe R 
木口状工具によるヨコナデのちヨコナデ、底

部はナデ。
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番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調 整手 法 の特 徴 色 調 胎土・備考

20 土 製 t 6.6 脚体部は直線的。 脚体部はヘラケズリのちナデ、下端部はナデ。R 橙褐色 残 40% 

支 脚 h 〈7.4〉 下端部はやや開く 。 焼 良

中実。 片・ 雲 ・白粒

被熱による外面の剥落頻著。 R 

Fe R 

表ー14 第14号住居址その他の出土遺物観察表

番号 分 類 大きさ (cm) 残存率 特 徴

21 鉄製 鎌 長 5.6 30% 着柄部は大きく折り返されている。着柄角度は直角に近い。全体に銹化が進み遺存状

幅 3.0 態は悪い。

厚 0.3 

表ー15 第15号住居址出土遺物観察表

番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調 整手 法 の特 徴 色 調 胎土 ・備考

1 高 杯 ko 17.5 口唇部はわずかに内湾する。 外側は口縁部はヨコナデ、底部はナデ。 R橙褐色 残 20% 

t 杯口縁部と杯底綿の境目は鈍 内側は口縁部はヨコナデ、底部はナデ。 R暗褐色 焼 悪

h 〈6.2〉 い稜をなす。 砂粒 ・白粒．

石 R 

片 R 

Fe R 

表ー16 第16号住居址出土遺物観察表

番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調 整手 法 の特 徴 色 調 胎土・備考

l 堆 ko (lo. 6) 口辺部は中位にやや張りをも 外側は口端部から口縁部中位は指腹によるヨ ⑭⑲ 残 70% 

t 3 1 ち、外反気味に開く 。 コナデ、口縁部中位から肩部は木口状工具に 淡橙褐色 焼 普

h 8.0 胴部は偏平気味である。 よるヨコナデのちヨコナデ、肩部から胴部中 片 • 石 • Fe·

凹底を呈する。 位はナデ、胴部中位から胴部下位はヘラケズ 白粒 R 

リのちナデ、胴部下位から底綿はヘラケズリ、

底部はナデ。

内側は口唇部は ヨコナデ、口縁部は木口状工

具によるヨコナデのちヨコナデ、胴部から底

部は指頭によるナデ。

2 甜 ko 9.2 口縁邸はわずかに内屈しなが 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状工 R⑲橙褐色 残 完

t ら外反する。 具によるヨコナデのちヨコナデ、胴部から底 焼 普

h 6. 9 丸底を呈する。 部はヘラケズリ 。 片 • 石 R 

外面胴部下位の一部に黒斑あ 内側は口端部から口縁部中位はヨコナデ、ロ 角 • Fe R 

り。 縁部下半は木口状工具によるヨコナデのちヨ

コナデ、胴部から底部は指頭によるナデ。
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表ー17 第17号住居址出土遺物観察表

番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整 手法 の特 徴 色 調 胎士・備考

I 甕 ko 13.4 口端部はわずかに外側に肥原 外側は口唇部はヨコナデ、口縁部中位は木口 R⑲橙褐色 残 70% 

t する。 状工具によるヨコナデ、口縁部下位はヘラケ 焼 良

h 〈16.1〉 口縁部は直線的に外反する。 ズリのち木口状工具によるヨコナデ、胴部上 片 • 石 R 
半はヘラケズリのちナデ、胴部下位はヘラケ Fe・角 R 
ズリ 。

内側は口端部はヨコナデ、口縁郁は木口状エ

具によるヨコナデ、胴部上位は指頭によるナ

デッケのちナデ、胴部は木口状工具によるナ

デのちナデ。

2 甕 ko 18. 6 口端部は外側に肥原する。 外側は口端部はヨコナデ、日縁部は木口状工 R⑲橙褐色 残 10% 

t 口縁部は直線的に開く。 具によるヨコナデ、胴部はヘラケズリのちナ 暗褐色 焼 亜Cヽ

h 〈7.0〉 Tー 今。 片 • 石 • 砂粒

内側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工 R 
具によるヨコナデ、胴部上位は指頭による押

捺ナデ。

3 甑 ko 21.l 口唇部は複合状をなして立ち 外側は口縁部から胴部上位はヨコナデ、 HIPj部 RR 残 60% 

t 6.1 あがる。 はヘラケズリ、胴部下位はヘラケズリのちナ 淡橙褐色 焼 普

h 21. 2 器内面に輪積痕顕著。 Tしー・o Fe· 片•石®

内側はLI唇部はヨコナデ、口縁部は木口状エ

具によるヨコナデのちヨコナデ、胴部上半は

木口状工具によるヨコナデのちナデ、胴部下

半は木口状工具によるナナメナデのちナデ、

下端部はヘラケズリによる面トリ 。

4 壺 ko 10. 7 口端部は丸い。 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状工 R⑲橙褐色 残 完

t 3. 7 口縁部はわずかに内湾しなが 具によるヨコナデのちヨコナデ、胴部はヘラ 焼 普

h 13.8 ら開く 。 ケズリのちナデ、底部はヘラケズリ。 砂粒 R 
胴部中位に最大径をもつ。 内側はn端部はヨコナデのち軽いタテミガキ、 Fe· 片•石・

凹底状を呈する。 口辺部は木口状工具によるヨコナデのちヨコ 角 R 
ナデ、胴部上位は指頭によるナデ、胴部から

底郎はナデ。

5 壺 ko (8.5) 口端部は丸い。 外側は口縁部はヨ コナデ、胴部はヘラケズリ R⑲橙褐色 残 10% 

t 口縁部は直線的に開く 。 のちナデ。 焼 粋

h 〈7.2〉 肩部がやや張る。 内側は口縁部はヨ コナデ、胴部は指頭による 砂粒 • Fe R 
押捺ナデ。 片 R 

「貯蔵穴内出土」

6 椀 ko 12. l 口縁部はゆるやかに内湾する。外側は口辺部は指頭によるヨコナデ、体品上 R⑲橙褐色 残 80% 

t 5.1 屑部がやや張る。 半はヘラケズリのちナデ、体部下半はヘラケ 焼 普

h 7.1 凹底を呈する。 ズリ 。 片•石・雰 ＠

内側は口緑部は指頭によるヨコナデ、休部上

半はヨコナデ、体部下半から底部はナデ。

7 境 ko 10.6 口縁部はゆるやかに内湾する。外側は「l縁部は指頭によるヨコナデ、休部は R⑲橙褐色 残 80% 
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番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整手法の特徴 色 調 胎土・備考

h 6.4 器形の歪みが著しい。 ヘラケズリのちナデ、底部はヘラケズリ 。 焼 粋

体部下半から底部の一部に黒 内側は口端部は指頭によるヨコナデ、体部上 裳 ・角 •Fe @ 

斑あり 。 位は木口状工具によるヨコナデのちナデ、体 片 ⑱ 

部下位から底部はナデ。

8 境 ko 12. 5 器形の歪みが著しい。 外側は口端部はヨコナデ、 口縁部は木口状エ Ri炎橙褐色 残 70% 

t 7. 2 具によるヨコナデ、体部はヘラケズリのちナ ⑲ 橙褐色 焼 良

h 5. 2 デ、底部はヘラケズリ 。 片 • 石 R 

内側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工 Fe ・角 ＠

具によるヨコナデのちナデ、体部から底部は

木口状工具によるナデのちナデ。

， 鉢 ko 9.1 口縁祁 ・体部ともに直線的に 外側は口縁部はヨコナデ、｛本部上位から中位 R 赤褐色 残 95% 

t 4.2 立ち上がる。 はヘラケズリのちナデ、下位はヘラケズリ 。 ⑲ 赤褐色 焼 良

h 4.3 外側に一部黒斑あり 。 内側は口縁部から体部はヨコナデ、底部はナ 暗褐色 石 • Fe 白粒

Tー9。 ⑨ 

角 •Mn R 

片 ＠ 

「貯蔵穴内出土J

10 高 杯 ko ― 脚裾部は大きく開く 。 外側は杯底部はナデ、脚部はヘラナデのちナ R⑲橙褐色 残 40% 

t 11. 6 デ、脚裾部はヨコナデ。 焼 懇

h 〈6.9〉 内側は杯底部はナデ、脚部はヘラケズリのち 片 • 砂粒 R 

ナデ、脚裾部はヨコナデ。

11 高 杯 ko ― 脚部はわずかに張る。 外側は脚部はヘラケズリのちナデ、裾部はヨ RR 残 60% 

t 10. 9 裾端部は緩やかに反り上がる。 コナデ。 淡橙褐色 焼 悪

h 6.4 脚部内面をヘラケズリで整え 内側は脚部はヘラケズリ、裾部はヨコナデ。 砂粒・片 R 

た後に裾部を貼り付けている。

表ー18 第18a号住居址出土遺物観察表

番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整手法の特徴 色 調 胎土・備考

1 甕 ko (16. 7) 口端部は面を成す。 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状工 ⑭ 橙褐色 残 70% 

t 5.4 口唇部はわずかに内湾する。 具によるヨコナデのちヨコナデ、胴部はヘラ 淡橙褐色 焼 良

h 27. 7 胴部中位に最大径をもつ。 ケズリ 。 ⑲ 橙褐色 片 • 石・チャ ・

底部はやや上げ底状である。 内側は口唇部は指頭によるヨコナデ、口縁部 Fe R 

器外面胴部から胴部下位に黒 は木口状工具によるヨコナデのちヨコナデ、 角 R 

斑あり 。 胴部上半は木口状工具によるヨコナデ、胴部 「カマド内出土」

器内面胴部下位から底部にか 下半は木口状工具によるタテナデのちナデ。

けては器表面の剥落顕著。

2 甕 ko 17.1 口端部は外側にわずかに肥原 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状エ R 橙褐色 残 95% 

t 6.0 する。 具によるヨコナデのちヨコナデ、胴部はヘラ ⑲ 淡褐色 焼 普

h 26.9 口縁部は直線的に外反する。 ケズリのちナデ、底部はヘラケズリ 。 Fe· 片•石 ・

胴部中位に最大径をもつ。 内側は口唇部はヨコナデ、口辺部は木口状エ チャ R 
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番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調 整手 法の 特徴 色 調 胎土 ・備考

凹底状を呈する。 具によるヨコナデのちヨコナデ、胴部上半は 角 R 
器内面服部下位の接合部に指 木口状工具によるタテナデのちナデ、胴部下 「カマド内出土」

頭圧痕顕著。 半から底部はナデ。

器外面の一部に黒斑あり 。

3 甕 ko 13. 4 口縁部は大きく外反する。 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状工 R淡橙褐色 残 90% 

t 5.6 口縁部から胴部下半にかけて 具によるヨコナデ、胴部 r．半はヘラケズリの R 橙褐色 焼 普

h 16.5 一部黒斑あり 。 ち比較的丁寧なナデ、胴部ド半はヘラケズリ、 片 • 石 R 

胴部最下位はヘラケズリのちナデ。 Fe・ 角・雲R

内側は口辺部は木11状工具によるヨコナデの rヵマド内出土」

ちヨコナデ、胴部は木口状工具によるヨコナ

デのちナデ、底部はナデ。

4 甑 ko 17.6 u端部は面をなすが、これは 外側は口唇部は指頭によるヨコナデ、門縁部 ⑭ 淡褐色 残 完

t 6.3 製作途中に逆位に置いたため は木口状工具によるヨコナデ、胴部J:.平は縦 ⑲ 橙褐色 焼 良

h 12.0 と思われる。 位ヘラケズリ、胴部下半は縦位及び横位ヘラ Fe · 片 • 石 ®

単孔。 ケズリ 、穿孔部はヘラケズリによる面トリ 。 チャ ，角，Mn

胴部下半から底部にかけて黒 内側は日唇部は指頭によるヨコナデ、胴部か R 
斑あ り。 ら底部は木11状工具によるヨコナデのちヨコ rヵマド内出土」

ナデ。

5 甕 ko 13. 2 器形の歪みが大きい。 外側は口唇部はヨコナデ、 口辺部は木n状工 ⑭⑲ 残 60% 

t (6. 7) 口縁部は直線状に外反する。 具によるヨコナデのちヨコナデ、桐部上半は 暗橙褐色 焼 亜c・

h 12. 9 ヘラケスリのちナデ、胴部下半から底部はヘ 片•石 ＠ 

ラケズリ 。 「カマド内出土」

内側は口端部はヨコナデ、 U辺部は木n状工

具によるヨ コナデ、胴部は木口状工具による

ョコナデのちヨコナデ、底部はナデ。

6 甕 ko 12. 6 口端部はわずかに外側に肥1厚 外側は口縁部から頸部はヨコナデ、胴部から R 暗褐色 残 60% 

t (6. 6) する。 底綿はヘラケズリのちナデ。 淡褐色 焼 良

h 11.8 屑部はやや張る。 内側は口縁部から肩部はヨコナデ、胴部から R 暗褐色 片•石 •Fe ®

器表面の荒れ顕著。 胴部下位は木口状工具によるナデのちナデ、 淡橙褐色 「カマト内出土」

底邸はナデ。

7 鉢 ko 12. 9 口縁部はゆるやかに外反する。外側は「l娼部はヨコナデ、口縁祁は木口状J― R⑲ 残 今プし

t 丸底を呈する。 具によるヨコナデ、体部はヘラケズリのちナ 淡橙褐色 焼 普

h 6.3 体部外面に黒斑あ り。 デ、底部はヘラケズリ 。 片 •石・チャ ®

内側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状エ Fe ＠ 

具によるヨコナデ、イ本部は木口状工具による Iカマド内出土」

ヨコナデのちヨコナデ、底部は木口状1-．具に

よる不規則なナデのちナデ。

8 杯 ko 13. 0 口端部は丸い。 外側は口唇部はヨコナデ、口辺部は木口状エ ⑭⑲橙褐色 残 90% 

h 5.4 u唇部はわずかに内湾する。 具によるヨコナデ、底部はヘラケズリ 。 焼 普

口辺部は直線的に開く 。 内側は口端部はヨコナデ、日辺部から底部中 砂粒 R 
器内面赤彩。 位は木口状工具によるヨコナデ、底部はナデ。 Fe ・角 R 

「カマド内出土］
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表ー19 第18a • b号住居址出土遺物観察表

番号 分類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整手法の特徴 色調 胎土・備考

l 甑 ko 20. 7 口端部は凹線を巡らしている。 外側は口端部は凹線を巡らしたのちにヨコナ ⑭⑲暗褐色 残 80% 

t 8.6 口縁部はやや直線的に開く。 デ、口縁部は木口状工具によるヨコナデ、胴 焼 良

h 23. 7 部上位はヘラケズリのちナデ、胴部中位から 片 • 石 ・ チャ ・

下位はヘラケズリ 。 Fe R 

内側は口縁部は木口状工具によるヨコナデ、

胴邸は木口状工具によるヨコナデのちヨコナ

デ、下端部はヘラケズリによる面トリ 。

表ー20 第19号住居址出土遺物観察表

番号 分類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整 手法の特 徴 色調 胎土 ・備考

I 甕 ko 11.0 器形の歪みが大きい。 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状エ R⑲橙褐色 残 完

t 5.1 口縁部はゆるやかに外反する。 具によるヨコナデ、胴部上位はヘラケズリの 焼 普

h 12. 2 ちナデ、中位はヘラケズリ、下端部及び底部 片 • 石 ・ チャ・

はヘラケズリ 。 Fe R 

内側は口靖部はヨコナデ、口縁部は木口状工 角 R 

具によるヨコナデ、胴部は木口状工具による

ョコナデのちヨコナデ、底部はナデ。

2 瓶年 ko 10. 9 口端部はわずかに外側に肥厚 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状エ R淡橙褐色 残 90% 

t 6.0 する。 具によるヨコナデのちヨコナデ、胴部はヘラ ⑲ 暗褐色 焼 普

h 10.9 口縁部は直線的に外反する。 ケズリのちナデ、底部はヘラケズリ 。 橙褐色 片 • 石 •Fe

胴部中位やや上に最大径をも 内側は口端綿はヨコナデ、口縁部は木口状工 R 

つ。 具によるヨコナデのちヨコナデ、胴部及び底 「カマド内出土」

被熱による器表面の荒れが著 部はナデ。

しい。

3 台杯鉢 ko 11. 7 口縁祁はわずかに外側に肥厘 外側は口緑部はヨコナデ、体部はヘラケズリ、 R⑲橙褐色 残 60% 

t 7.0 する。 台部上位はナデ、台裾部はヨコナデ。 焼 良

h 10.2 口縁部はやや内傾する。 内側は口縁部はヨコナデ、体部は木口状工具 片 • Fe · 砂粒

によるヨコナデのちヨコナデ、底部はナデ、 R 
台祁はヨコナデ。 角 R 

4 高杯 ko 13. l 被熱による器表面の剥落が著 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状上 R⑲橙褐色 残 90% 

t 8.8 しい。 具によるヨコナデ、底部はヘラケズリ、脚部 焼 酋

h 9.0 口端綿は内側に肥原する。 はナデ、脚裾部はヨコナデ。 Fe R 

脚裾部は大きく開く 。 内側は口端部はヨコナデ、口辺部から底部上 砂粒 R 

カマド支脚に転用。 位は木口状工具によるヨコナデのちヨコナデ、 ［カマド内出土」

底部はナデ、脚部はヨコナデ。

5 杯 ko 12. 2 口縁部及び体部ともに直線的 外側は口縁部及ひ休部はヨコナデ、底部はヘ ＠ 橙褐色 残 50% 

h 5.0 に立ち上がり、底部はゆるや ラケズリ 。 黒褐色 焼 良

かに内湾しながら立ち上がる。 内側は口縁部及び体部はヨコナデ、底部はナ ⑲ 橙褐色 Fe R 
Tー 令o 片 ・白粒 R 

埃•石 ・ 角 ®

- 106 -



番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整手法の特徴 色 調 胎土・備考

6 鉢 ko 9.6 口辺部はゆるやかに内湾する。外側は口唇部はヨコナデ、休部及び底部はヘ RR橙褐色 残 60% 

t 3.5 ラケズリ 。 焼 良

h 4.4 内側は口端部はヨコナデ、体部及び底部は木 Fe・ 砂粒R

口状工具によるナデのちナデ。 片 R 

「貯蔵穴内出土」

7 手 捏 ko 6.9 口縁部はゆるく外反する。 外・内手捏ね成形。 RRi炎褐色 残 完

t 5.3 橙褐色 焼 普

h 3.0 砂粒 R 
片 R 

8 ミニチュア ko 4.1 全体に租雑な作り。 外 ・内手捏ね成形。 R淡橙褐色 残 30% 

鉢 t I. 6 体部中位で屈曲し大きく開く 。 R暗橙褐色 焼 普

h 2.1 片 • 砂粒 R 

表ー21 第20号住居址出土遺物観察表

番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整手法の特徴 色 調 胎土・備考

1 甕 ko 19 2 口端部は外側に面をもち、か 外側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工 R⑲ 残 70% 

t (6.0) つ肥厘する。 具によるヨコナデ、胴部はヘラケズリ 。 暗橙褐色 焼 普

h 〈32.5〉 胴部中位に最大径をもつ。 内側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工 Fe R 
具によるヨコナデ、胴部上位は木口状工具に 片•石・砂粒

よるヨコナデのちヨコナデ、胴部下位から底 R 
部はナデ。

2 甕 ko 15.1 口端部は外側に肥厚する。 外側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状エ R⑲橙褐色 残 30% 

t 口縁部は直線的に外反する。 具によるヨコナデ、胴部はヘラケズリ。 焼 普

h 〈11.2〉 内側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工 片•石・チャ・

具によるヨコナデ、胴部は木口状工具による Fe R 
ョコナデのちナデ。

3 甕 ko 14.0 口縁部はゆるやかに外反し、 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状工 R 淡褐色 残 40% 

h 〈15.4〉 口端部はわずかに肥厚する。 具によるヨコナデのちナデ、胴部はヘラケズ R 暗褐色 焼 普

体部内側における調整の傾向 リのちナデ。 雲 •Fe · 白粒

から、分割成形の可能性あり 。 内側は口辺部はヨコナデのちナデ、胴部は木 R 
胴部上半に黒斑あり 。 口状工具によるナデ。 角 ・片 R 

4 売 ko (15. 8) 口端部は外側に肥厚する。 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状エ R 淡褐色 残 60% 

t (6. 2) 口縁部はゆるやかに外反する。 具によるヨコナデ、胴部はヘラケズリのちナ ⑲ 暗褐色 焼 普

h 13 2 肩部の張りは弱く、胴部中位 デ、底部はヘラケズリ 。 橙褐色 片 • 石・チャ ®

に最大径をもつ。 内側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工 Fe ・角 R

具によるヨコナデ、肩部は木口状工具による

ヨコナデのちヨコナデ、胴部はヨコナデ、底

部はナデ。

5 甕 ko 13. 2 口縁部は直線的に外反する。 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状工 RR橙褐色 残 90% 
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番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調 整手 法 の特 徴 色 調 胎土 ・備考

t 5. 7 最大径を胴部中位やや上にも 具によるヨコナデのちヨコナデ、胴部及び底 焼 並u 

h 12.2 つ。 部はヘラケズリ 。 片•石 ・ チャ ・

わずかに凹底を呈する。 内側は口端部はヨコナデ、口辺部及び胴部上 Fe ＠ 

位は木口状工具によるヨコナデのちヨコナデ、

桐部中位は木口状工具による斜位のナデのち

ョコナデ、桐部下位から底部は木口状工具に

よるヨコナデのちナデ。

6 鉢 ko 15.4 口唇部はわずかに外反する。 外側は口辺部はヨコナデ、休部から底祁はヘ R暗橙褐色 残 完

h 7. 7 ラケズリ 。 ⑲ 橙褐色 焼 良

内側は口縁部はヨコナデ、｛本部上位は木口状 片•石 ・ チャ ・

工具によるヨコナデ、イ本部下位から底部はナ Fe R 
Tー でo 角 R 

7 鉢 ko 14. 7 口縁部は内湾しながら立ち上 外側は口縁部はヨコナデ、頸祁はエ具による R⑲橙褐色 残 90% 

h 7.2 がり、器内面では受口状を呈 ョコナデのちヨコナデ、イ本部はヘラケズリの 焼 粋

する。 ちナデ、底部はヘラケズリ 。 片•石 •Fe ®

底部器外面に黒斑あり 。 内側は口端部はヨコナデ、口縁部から体部は

木口状工具によるヨコナデのちヨコナデ、底

部は木口状上具によるタテナデのちナデ。

8 鉢 ko 10. 0 口縁部は内向しつつ口唇部で 外側は口辺部はヨコナデ、胴部上半はナデ、 R 淡褐色 残 90% 

t 6. 0 直立気味に開く 。 胴部下半から底部はヘラケズリ 。 ⑲ 橙褐色 焼 晋

h 5.2 底部に黒斑あり 。 内側は口辺部はヨコナデ、胴部から底部は木 片 R 

口状工具によるヨコナデのちヨコナデ。 石 R 

角• Fe ⑱ 

「カマド内出上」

， 坪 ko 12.8 口端部はやや尖る。 外側は口辺部はヨコナデ、底部はヘラケズリ 。RR淡褐色 残 60% 

h 4.6 口唇部は大きく外反する。 内側は口辺部はヨコナデ、底邸はナデ。 焼 悪

砂粒 R 

10 杯 ko 12.1 口唇部はゆるやかに外反する。外側は口縁部はヨコナデ、 11辺部はナデ、底 R⑲橙褐色 残 95% 

h 5.1 胎上は比較的やわらかい。 部はヘラケズリ。 焼 普

内側は口辺部はヨコナデ、底部はナデ。 Fe R 

片 R 

憶 R 

11 鉢 ko 10.3 器形の和みが著しい。 外側は口縁部はヨコナデ、休部はヘラケズリ、 R暗橙褐色 残 完

t 5. 6 1本部下位はヘラケズリのちナデ。 黒褐色 焼 普

h 6.4 内側は口端部はヨコナデ、口緑部から体部上 R暗橙褐色 Fe ・片 R

位は木口状」＿．具によるヨコナデ、休部は木口 石 •Mn ・角

状丁．具によるナデ、底部はナデ。 R 

12 高 杯 ko 12. 0 口端部は外側に肥l旱する。 外側は口端部はヨコナデ、 11辺部は木目状上 R⑲橙褐色 残 90% 

t (8.3) |」辺部はゆるやかに外反する。具によるヨコナデ、底部はヘラケズリ、朋休 焼 亜じ』ヽ

h 7. 9 脚裾部は大きく開く 。 部はナデ、脚裾部はヨコナデ。 Fe ＠ 

内側は口端部はヨコナデ、 11辺部から底部上 砂粒 ⑱ 
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番号 分類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整 手法の 特徴 色調 胎土・備考

位は木口状工具によるヨコナデ、底部はナデ、

脚体部はナデ、脚裾部はヨコナデ。

13 土製 t 7.0 上・下端部が張り、鼓状を呈 胴部はヘラケズリのちナデ。 R 赤褐色 残 完

支脚 h 9.6 する。 焼 普

下半部に黒斑あ り。 片 ・雲 ・石R

チャ ・角 ＠ 

「カマド内出土」

表ー22 第21号住居址出土遺物観察表

番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整 手 法の特徴 色調 胎土・備考

l 刃一年9 ko --- 胴部中位に最大径をもつ。 外側は頸部はヨコナデ、胴都及び底部はヘラ R 淡褐色 残 40% 

t 8.0 底部は凸底気味である。 ケズリ 。 暗褐色 焼 普

h 〈24.7〉 内側は胴部上位は木口状工具によるナナメナ ⑲ 淡褐色 砂粒 R 

デのちナデ、胴部中位は丁寧なナデ、胴部下 片•石 ・ 角 ®

位は木口状工具によるヨコナデのちナデ、底

部は丁寧なナデ。

2 鉢 ko 27. 6 口端部は外側に肥厚する。 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状工 RR橙褐色 残 60% 

t 7.8 口縁部は大きく外反する。 具によるヨコナデ、体部及び底部はヘラケズ 焼 普

h 14. 6 体部上位がやや強く張る。 リ。 片•石 •Fe R 

器外面に黒斑あり 。 内側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状エ 角 ・雲 R 

具によるヨコナデのちヨコナデ、体部は木口

状工具によるヨコナデのちナデ、底部はナデ。

3 境 ko (15. 2) 器形の歪みが著しい。 外側は口辺部はヨコナデ、体部から底部はヘ R⑲ 残 40% 

h (7.6) 口端部は丸い。 ラケズリ 。 暗橙褐色 焼 普

口縁部はゆるやかに外反し、 内側は口辺部はヨコナデ、体部はナデ、底部 片 ・砂粒 R 

頚部内面に鈍い稜をもつ。 は木口状工具によるナデのちナデ。 Fe ・角 R

表ー23 第22号住居址出土遺物観察表

番号 分類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整 手 法 の特 徴 色調 胎上 ・備考

1 壺 ko (12. 4) 口端部は尖る。 外側は口縁部はヨコナデ、胴部上半はヘラケ R淡橙褐色 残 80% 

t 5.6 口縁部は中位の鈍い稜を介し ズリのちナデ、胴部下半から底部はヘラケズ 淡褐色 焼 普

h 18.6 屈鼎しながら開く 。 リ。 ⑲ 淡褐色 片石 砂粒

胴部は中位に最大径をもつ。 内側は口縁部はヨコナデ、胴部上半は指頭に R 

凹底を呈する。 よる押捺ナデ、胴部下半から底部はナデ。 角 R 

2 堆 ko (10. 0) 口端部はやや尖 り気味である。 外側は口縁部はヨコナデ、胴部上半はヘラケ R暗橙褐色 残 60% 

t 4.3 口唇部は内湾する。 ズリのちナデ、胴部下半から底部はヘラケズ 橙褐色 焼 晋

h 15.8 胴部は中位に最大径をもち偏 リ。 ⑲ 淡褐色 砂粒 R 

平である。 内側は口縁部はヨコナデ、胴部上半は指頭に
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番号 分類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調 整手 法 の特徴 色調 胎土・備考

底邸は凹底を呈する。 よる押捺ナデ、胴部下半から底部はナデ。

3 堆 ko ― 朋部中位に最大径をもち偏平 外側は口縁部はヨコナデ、胴部上半はヘラケ R⑲ 残 30% 

t である。 ズリのちナデ、胴祁下半はヘラケズリ 。 淡暗褐色 焼 普

h 〈11.1〉 頸部内面に絞り込み痕あ り。 内側は口縁部はヨコナデ、胴部上半は指頭に 砂粒 R 

よる押捺ナデ、胴邸下半はナデ。

4 甕 ko 14.2 口縁部はゆるやかに外反する。外側は日端部は指頭によるヨコナデ、口辺部 ⑭⑲ 残 50% 

t (5. 7) 最大径を胴部中位にもつ。 は木口状工具によるヨコナデ、胴部はヘラケ 暗橙褐色 焼 普

h 18. 2 胴邸器外面の一部に黒斑あり 。 ズリのちナデ、底部はヘラケズリ 。 白粒 R 

内側は口端部は指頭によるナデ、口辺部は木 Fe ・片 ＠

17状工具によるヨコナデのちナデ、胴部はエ 角 R 

具によるナデのちナデ。 雲 @ 

5 甕 ko 18. 4 口唇部はわずかに立ち上がる。外側は口縁部は指頭によるヨコナデ、頚節は ＠ 暗褐色 残 80% 

t 6.4 口縁部はゆるやかに外反する。 木口状工具によるヨコナデ、胴部はヘラケズ 淡橙褐色 焼 普

h 26.6 胴部最大径を中位にもつ。 リ、胴部下位はヘラケズリのちナデ、底部は ⑲ 淡褐色 片 • Fe · 砂粒

底部は凹底を呈する。 ヘラケズリ 。 ＠ 

器外面にススの付着頻著。 内側は口唇部は指頭によるヨコナデ、口縁部

はヨコナデ、胴部は木口状工具による ヨコナ

デのちナデ、底部は木口状工具によるナデの

ちナデ。

6 甕 ko 33. 6 口端部は丸い。 外側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工 R淡橙褐色 残 80% 

t 8.0 口縁部はわずかに内湾しなが 具によるヨコナデ、胴部上半はヘラケズリの 淡褐色 焼 普

h 30. 7 ら開く。 ちナデ、胴部中位から下位はヘラケズリ、底 暗橙褐色 砂粒 R 

肩部がやや強く張る。 部はナデ。 ⑲ 橙褐色 Fe・片・角R

胴部中位からやや下にかけて 内側は口端部はヨコナデ、 口縁部は木口状エ 暗橙褐色

スス付着。 具によるヨコナデ、胴部上半は木口状工具に

底部中央がわずかに窪む。 よるナナメナデ、胴部下半から底部は丁寧な

ナデ。

7 甑 ko 23. 8 口端部はわずかに外側に肥厚 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状エ R 橙褐色 残 70% 

t 11.5 する。 具によるヨコナデのちヨコナデ、胴部はヘラ ⑲賠橙褐色 焼 普

h 27. 2 口縁部はやや直線的に大きく ケズリのちナデ。 砂粒 R 

外反する。 内側は口縁郎はヨコナデ、胴部上半は木口状 片 • 石 • Fe ®

胴部中位に最大径をもつ。 工具による強い ヨコナデのちナデ、胴部下半

器外面は被熱により荒れてい は木口状工具による強いタテナデのちナデ、

る。 下端部はヘラケズリ 。

8 甑 ko 18. 0 口唇祁はやや外反する。 外側は口端部は指頭によるヨコナデ、胴部上 R⑲ 残 95% 

t 4.6 胴部下半の器厚はやや薄い。 半はカキトリに近いヘラケズリ、胴部下半か 明橙褐色 焼 良

h 11. 3 単孔。 ら底部はヘラケズリ、穿孔部はヘラケズリに 片 • 石 • Fe ®

胴部外面に黒斑あり 。 よる面トリ 。 角 • Mn R 

内側は口端部は指頭によるヨコナデ、胴部は

木口状工具によるヨコナデのちヨコナデ、底

部はナデ。
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番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整手 法の特 徴 色調 胎土・備考

， 境 ko (15. 2) 口唇部は内側に内湾する。 外側は口辺部はヨコナデ、体部及び底部はヘ RR暗褐色 残 30% 

t 4. 7 口辺部は直線的に開く 。 ラケズリのちナデ。 暗橙褐色 焼 亜c、、

h 5.3 体部はゆるやかな孤を描きな 内側は口辺部から体部はヨコナデ、底部はナ 砂粒 R 
がら立ち上がる。 Tー •。

10 坑 ko 14.4 口端部は尖 り気味である。 外側は口辺部は指頭によるヨコナデ、体部及 R⑲橙褐色 残 70% 

t 6. 9 口辺部は内湾しながら開く 。 び底部はヘラケズリのちナデ。 暗橙褐色 焼 亜c~ 、

h 5.4 体部はゆるやかな孤を描きな 内側は口辺部及び体部はヨコナデ、底部はナ 砂粒 R 
がら立ち上がる。 T一ッ。

11 杯 ko 13. 5 口端部はわずかに外側に肥原 外側は口縁部はヨコナデ、体部はヘラケズリ R淡橙褐色 残 70% 

t 3.9 する。 のちナデ、底部はナデ。 ⑲暗橙褐色 焼 普

h 5.0 口縁部はやや直線的に外反す 内側は口縁部から休部中位はヨコナデ、体部 白粒 • 石 R 
る。 下位から底部はナデ。 Fe R 
底部は凹底状を呈する。

12 鉢 ko 8.9 口端部はやや内湾し、休部は 外側は口縁部はヨコナデ、体部及び底都はヘ R暗橙褐色 残 50% 

t 3.2 直線的に立ち上がる。 ラケズリ 。 ⑲ 淡褐色 焼 亜u、

h 3. 9 内側は口縁部及び休部はヨコナデ、底糀はナ 橙褐色 片 • Fe R 
T--中o 白粒 R 

石 ・雲 R 

13 高 杯 ko 19. 7 口端部は直立気味にやや尖る。 外側は口端部はエ月によるヨコナデ、口縁部 R⑲橙褐色 残 80% 

t 17. 5 口縁部は大きく外反する。 は木口状工具によるヨコナデのちヨコナデ、 焼 普

h 16. 9 口緑部と底部の瑳目は稜状を 口縁部と底部の境Hはエ具横アテによるヨコ 片•石 •Fe ®

なす。 ナデ、底部上位はヨコナデ、底部中位から脚 角 • Mn R 

脚体部は直線的に開く 。 体部との接合部付近まではヘラケズリのちナ

裾部中位は凸帯状に突出し段 デ、脚体部はナデ、裾部凸帯はツマミながら

をなす。 ョコナデ、裾部下位はヨコナデ、裾娼部はエ

裾端部は内屈する。 具によるヨコナデ。

内側は口端部はヨコナデ、口唇部は木口状工

具によるヨコナデのち ヨコナデ、 17縁部から

底部上位はヨコナデ、底部はナデ、脚体部は

ヘラケズリ、裾部上位は木口状工具によるヨ

コナデ、裾部中位から下位はヨコナデ、裾端

部は木口状工具によるヨコナデ。

14 高 妬 ko 20. 6 口端部は外側に面をなす。 外側は口縁部は指頭によるヨコナデ、 口縁部 R⑲橙褐色 残 60% 

t 口縁部はゆるやかに外反する。 と底部の境目はツマミながらのヨコナデ、底 焼 亜ヒ』ヽ

h 〈11.9〉 口縁部と底部の境目は明瞭な 部はナデ、脚休部はヘラナデのちナデ、脚裾 砂粒 R 
稜をもつ。 部はヨコナデ。 Fe R 
脚体部はわずかに張る。 内側は口縁部は指頭によるヨコナデ、底部は

ナデ、脚体祁はヘラケズリ、脚裾部はヨコナ

T一← 。

15 高 杯 ko (18. 0) 口端部は丸い。 外側は口縁部は指頭によるヨコナデ、口縁部 ⑭R  残 50% 

t 12. 9 口縁部はわずかに内湾しなが 下位は木口状工具によるヨコナデのちヨコナ 暗橙褐色 焼 普

h 13. 7 ら立ち卜がる。 デ、底部はヘラケズリのちナデ、朋体部はヘ 砂粒 ＠ 
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番号 分類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整 手法の 特徴 色調 胎土・備考

脚体祁は直線的に開く 。 ラナデのちナデ、脚裾部はヨコナデ。

脚裾部は大きく開き、裾婿部 内側は口縁部は指頭によるヨコナデ、底部は

は反り上がる。 ナデ、脚1本部上半はナデ、脚体部下半はヘラ

ケズリ、脚裾部はヨコナデ。

16 高杯 ko 17.4 器形の歪みが著しい。 外側は恥口縁部は木口状工具によるヨコナデ RR橙褐色 残 80% 

t 13.0 口端部は丸い。 のちヨコナデ、杯底部はヘラケズリのちナデ、 焼 良

h 15.1 口唇部はわずかに内湾する。 脚体部はヘラナデのちナデ、脚裾部はヘラナ 片 • Fe· 砂粒

口縁部はゆるやかに内湾する。 デのちヨコナデ。 R 

脚休部はやや張りをもつ。 内側は杯口縁部から底部は木口状工具による

脚裾部は大きく開き、下端部 ョコナデのちヨコナデ、脚休部はヘラケズリ、

はわずかに反り上がる。 脚裾部はヨコナデ。

17 高杯 ko 15.8 口端部は尖り気味である。 外側は口縁部は指頭によるヨコナデ、底部は R⑲橙褐色 残 70% 

t (11.4) 口唇部は内傾する。 ヘラケズリのちナデ、脚体部はヘラナデのち 焼 悪

h 12.0 口縁部はわずかに内湾しなが ナデ、脚裾部はヨコナデ。 Fe ・砂粒 R

ら立ち上がる。 内側は口唇部は指頭によるヨコナデ、口縁部

脚体部はやや張りをもつ。 は木口状工具によるヨコナデ、底部はナデ、

脚裾部は大きく開き、下端部 脚休部下位はヘラケズリ、脚裾部はヨコナテ'o

はわずかに反り上がる。

脚休部上位器内面に紋り込み

痕あり 。

18 高杯 ko 19.6 口唇部の外側は内傾する面を 外側は口唇部はエ具によるヨコナデ、杯口縁 R⑲橙褐色 残 60% 

t もち、口端部は附側に肥厚す 部は木口状工具によるヨコナデのちヨコナデ、 焼 背

h 14.8 る。 杯口縁部と杯底部の培目は指頭によるヨコナ 片 • 石 •Fe ®

口緑部は直線的に開く 。 デ、杯底部はハケ状1具によるタテナデのち 雲 ・角 R 

杯口緑部と杯底部の境目は稜 一部ナデ、脚休部はヘラナデのちナデ。

状をなす。 内側は口端部はヨコナデ、 I不口縁部は木口状

脚休部は直線的にやや開く 。 工具によるヨコナデのちヨコナデ、杯底部は

脚休部内面に紋り込み痕あり 。 ナデ、脚体部下半はナデ。

19 高杯 ko (16. 7) 口端部はわずかに外側に面を 外側は口縁部は指頭によるヨコナデ、底綿は R⑲橙褐色 残 70% 

t 12.6 もち尖り気味である。 ヘラケズリ、脚体部はヘラナデのちナデ、脚 焼 悪

h 13.0 口縁部はゆるやかに内湾しな 裾部上位はヘラナデのちヨコナデ、脚裾部下 Fe ・砂粒 ＠

がら立ち上がる。 位はヨコナデ。

脚体部はわずかに張りをもつ。 内側は「l縁部は指頭によるヨコナデ、底部は

脚裾部は大きく開き、裾端部 ナデ、脚体部上位はナデ、脚体部中位から下

はわずかに内屈する。 位はヘラケズリ、脚裾部はヨコナデ。

20 高杯 ko 16. 6 口端部はわずかに内湾する。 外側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工 R⑲ 残 80% 

t 13.2 口縁祁は内湾気味に立ち上が 具によるヨコナデのちヨコナデ、底部はヘラ 賠橙褐色 焼 普

h 13.4 る。 ケズリのちナデ、脚体部はヘラケズリのちナ 片 • 石 •Fe ®

脚休部はゆるやかに張る。 デ、脚裾部上位はヨコナデ、下位は木口状工 角 R 

脚裾部下端は反り上がる。 具によるヨコナデのちヨコナデ、下端部はヨ

コナデ。

内側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工

具によるヨコナデのちヨコナデ、底部はナデ、
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番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調 整手 法の 特 徴 色調 胎土 ・備考

脚体部上位は指頭によるナデ、榔休部,1,位か

ら卜位はヘラケズリ、脚裾部はヨコナデ。

21 台付鉢 ko 16. 4 「l端部は外側に曲をなす。 外側は口縁部は木口状工具によるヨコナデ、 R⑲淡褐色 残 60% 

t 11. 4 口縁部はゆるやかに外反する。 体部はヘラケズリのちナデ、休部と台部の接 焼 良

h 14.3 台部下位は大きく開く 。 合部はナデ、台部はヘラナデのちナデ、台部 Fe ・砂粒 R

下位はヨコナデ。 片 • 石 ＠ 

内側は口縁部は木口状工具によるヨコナデ、

体部上位は木口状工具によるヨコナデのちナ

デ、休部中位から底部はナデ、台部上半は指

頭によるナデ、台部下位はヨコナデ。

22 須恵器 ko ― 器形はやや不均繋である。 外側は頸部から胴部はロクロナデ、底部は同 R⑲ 残 60% 

聡 t 頸部は大きく外反する。 転ヘラ切りのちナデ。 淡青灰色 焼 良

h 〈8.9〉 肩部がやや張る。 内側は頸部はロクロナデ、頸基部は指頭によ 石 ・ 白粒 • Mn

外上方から内下方へ円孔を穿 るナデッケ、胴部から底部はロクロナデ。 ＠ 

つ。

器外面に布H狼あり 。

表ー24 第25号住居址出土造物観察表

番号 分頚 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調 整手 怯の 特 徴 色調 胎土・備考

1 杯 ko (13. 2) 11端部はやや尖る。 外側は口辺部はヨコナデ、体部から底部はヘ R@ 残 40% 

t 3.0 口辺部は内傾する。 ラケズリのちナデ。 淡橙褐色 焼 普

h (4. 7) 底部は凹底を呈する。 内側は11辺部はヨコナデ、体部から底部はナ 片 • 石 • Fe ·

Tーi。 砂粒 ＠ 

表ー25 第26号住居址出土遺物観察表

番り 分類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整手 法の特 徴 色調 胎士 ・備考

l 甑 ko (23. 7) 口端部は丸い。 外側は口縁部はヨコナデ、胴部はヘラケズリ 。 R⑲橙褐色 残 40% 

t oo. o) 口縁部はゆるやかに外反する。 内側は口縁部はヨコナデ、胴部は木口状工旦 焼 普

h (26.4) 胴部上位に最大径をもつ。 によるヨコナテのちナデ、 1躇部はヘラケズ 砂粒 ⑲ 

器表面の免れが著しい。 リ。 Fe・片・白粒

＠ 

「カマド内出t」

2 甑 ko (20. 0) n端部は直立気味に尖る。 外側は口縁部はヨコナデ、胴部及び下端部は R 橙褐色 残 60% 

t 7.6 口縁部はゆるやかに外反する。 ヘラケズリ 。 ⑲昭橙褐色 焼 普

h 23. 2 胴部中位に最大径をもつ。 内側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工 Fe R 

具によるヨコナデのちヨコナデ、桐部は木11 片 • 石 R 

状工具によるヨコナデのちナデ、下端部はヘ 「カマド下

ラケズリ 。 土城内出上」
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番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整手 法の特 徴 色調 胎土・備考

3 痺ゃ ko (15. 2) 口端部はわずかに外側に肥原 外側は「l端部はヨコナデ、口縁部は木口状L ⑭⑲淡褐色 残 20% 

t する。 具によるヨコナデ、胴部はヘラケズリ 。 焼 普

h 〈13.6〉 口縁部はゆるやかに外反する。 内側は口縁部はヨコナデ、胴部は木口状工具 片 • 石 R 

によるナデのちナデ。 Mn・白粒R

「カマド内出土」

4 甕 ko 16.3 門端部は丸い。 外側は口縁部はヨコナデ、胴部はヘラケズリ 。 R⑲淡褐色 残 20% 

t 口縁部は直線的に開く 。 内側は口縁部はヨコナデ、胴部はナデ。 焼 許

h 〈8.1〉 砂粒 R 

片 • 石 • Fe@ 

［カマド内出土」

5 痺年 ko (12. 9) 口婿部は外側に肥原する。 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状エ R⑲淡褐色 残 50% 

t (6.0) 且縁部はゆるやかに外反する。 具によるヨコナデのちヨコナデ、胴部上半は 焼 普

h 13.1 屑部に最大径をもつ。 ヘラケズリのちナデ、胴部下叩から底部はヘ 片•石 • Fe ®

ラケズリ 。 角 R} 

内側は口端部はヨコナデ、 11縁部は木日状エ 「カマト内出土」

具によるヨコナデのちヨコナデ、桐部から底

部はナデ。

6 台付鉢 ko 13.0 「l端部は外側に肥厚する。 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状工 R陪橙褐色 残 90% 

t (7. 7) 屑部がやや張る。 具によるヨコナデ、体部はヘラケズリ （上位 ⑲ 賠褐色 焼 粋

h 14. 2 台裾部はわずかに開く 。 のみナデ）、台部はヨコナデ。 片 • 石 ・ 角 ®

内側は口端部はヨコナデ、口辺部は木日状J― Fe ＠ 

具によるヨコナデのちヨコナデ、体部から底 「カマドIり出上」

部は木口状工具によるナデ、台邸は木11状上

具によるナデ、台端部はヨコナデ。

7 高 杯 ko 12. l 口端祁はわずかに外側に肥厚 外側は11端部及び口辺部は木口状丁ー貝による R⑲ 残 80% 

t する。 ヨコナデ、休祁上端はヘラケズリ 、休部中位 淡橙褐色 焼 艮

h 6.2 目辺部は直線的に開く 。 はナデ、休部と脚部の接合部はヘラケズリ、 片 • 石・チャ ・

脚部はナデ。 Fe R 

内側は口端部から体邸下位は木「lik_l具によ 角 ＠ 

るヨコナデ、底部はナデ、脚部は木口状工具

によるヨコナデ。

8 杯 ko 12. 7 口縁部はゆるやかに内湾する。 外側は口緑部は木口状工具によるヨコナデの R⑲橙褐色 残 90% 

h 3.4 体部から底部にかけて黒斑あ ちナデ、休部から底部はヘラケズリ 。 焼 晋

り。 内側は口縁蔀はヨコナデ、休部から底部はナ 雲・片・角 R

Tー9。 「カマド下

上堀内出土」

表ー26 第27号住居址出土遺物観察表

1 番号 1 分 類 1大きさ (cm)1 器形及び形成手法の特徴 調整手 法の特 徴 色 調 I 胎土・伽考

甕 I ko (17.7) IL「端部は丸い。 外側は口縁部はヨコナテ、胴部はヘラケズリ ⑭淡賠褐色 I残 60% 
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番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整手法の特徴 色 調 胎土・備考

t 6.9 口縁部は直線的に大きく外反 のちナデ、底部はヘラケズリ。 橙褐色 焼 普

h 24.5 する。 内側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工 ⑲淡橙褐色 砂粒 R 

胴部中位に最大径をもつ。 具によるヨコナデ、胴部上半は木日状工具に Fe・ 片 R 

よるナデのちナデ、胴部下半から底部はナデ。

2 瑚瓦 ko (17.2) 器形の歪みが著しい。 外側は口縁部はヨコナデ、胴部はヘラケズリ R⑲暗褐色 残 50% 

t 6.2 口端部は丸い。 のちナデ、底部はヘラケズリ。 淡暗褐色 焼 普

h (23. 5) 口縁部は大きく外反する。 内側は口縁部はヨコナデ、胴部上位は指頭に 砂粒 R 

胴部中位に最大径をもつ。 よる押捺ナデ、胴祁中位から底部はナデ。 Fe・ 片 R 

3 甜 ko 15. 5 口唇部はわずかに内湾する。 外側は口唇部はヨコナデ、口縁部はナデのち R淡橙褐色 残 70% 

t 器内面胴部上位に紋り込み痕 暗文状のミガキ、頸部はヨコナデ、胴部上半 ⑲ 橙褐色 焼 普

h 15. 6 あり 。 はヘラケズリのちナデ、胴部下半はヘラケズ 片•石 R 

器外面に黒斑あり。 リ。 Fe・ 角 R 

内側は口唇部はヨコナデ、口縁部はナデ、胴

部上位は指頭によるナデ、胴部中位はナデ、

胴部下位から底部は木口状工具によるナデの

ちナデ。

4 琲 ko (7.9) 口端部はやや尖る。 外側は口縁部はヨコナデ、頸部から胴邸上位 ⑭⑲暗褐色 残 30% 

t 口緑部は直線気味に開く。 は縦位のヘラナデのちナデ、胴部はヘラケズ 焼 普

h 〈6.3〉 胴部下位に最大径をもち偏平 リのちナデ。 砂粒 R 

である。 内側は口唇部はヨコナデ、口縁部から頸部は

木口状工具によるヨコナデ、胴部上位は指頭

によるナデ、胴部下位はナデ。

5 鉢 ko (11. 6) 口縁部はゆるやかに内湾する。外側は口縁部は指頭によるヨコナデ、体部は R 橙褐色 残 30% 

t 体部は半球状を呈する。 ヘラケズリのちナデ。 R 橙褐色 焼 普

h 〈7.0〉 内側は口縁部は指頭によるヨコナデ、イ本部は 淡褐色 砂粒 R 

ナデ。 Fe・ 石・片R

6 高 杯 ko 17.1 口唇部はゆるやかに外反する。外側は口唇部はヨコナデ、杯部は木口状工具 R⑲橙褐色 残 完

t 13 l 脚体部はやや張 りながら開く 。 によるヨコナデのちヨコナデ、底部はヘラケ 焼 普

h 14.6 脚体部内面の絞り込み痕顕著。 ズリのちナデ、脚体部はヘラケズリのちナデ、 片•石・雲®

裾部はヨコナデ。 Fe ・角 R 

内側は口唇部はヨコナデ、杯部は木口状工具 「貯蔵穴内出土」

によるヨコナデのちヨコナデ、底部はナデ、

脚裾部はヨコナデ。

7 高 杯 ko (21. 7) 口端部は丸い。 外側は口縁部はヨコナデ、底部はヘラケズリ R⑲ 残 30% 

t 口唇部はわずかに内湾する。 のちナデ。 暗橙褐色 焼 普

h 〈6.7〉 内側は口縁部はヨコナデ、底部はナデ。 砂粒・白粒 R

Fe・ 雲 R 

8 高 杯 ko 19.3 口端部は丸い。 外側は口縁部はヨコナデ、口縁部中位はエ具 R⑲橙褐色 残 40% 

t 口縁部は直線的に開く 。 をアテ、凹線を巡らしている。 淡褐色 焼 普

h 〈72〉 口縁部中位に凹線を巡らして 内側は口縁部はヨコナデ、底部はナデ。 砂粒 R 
いる。 片• Fe R 
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番号 分類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整 手 法の 特徴 色調 胎土 ・備考

， 高杯 ko ― 脚体部は張りをもって間く 。 外側は脚休部はヘラナデのちナデ、脚裾部は R⑲橙褐色 残 30% 

t (14. 7) 脚裾部は大きく直線的に開く 。 ョコナデ。 焼 悪

h 〈105〉 内側は脚体部上位は指頭によるタテナデ、脚 砂粒 ・白粒R

体部下位は指頭によるナデ、脚裾部はヨコナ Fe・片 R 
Tー・。 「貯蔵穴内出土」

10 器台 ko ― 非常に雑なつくり 。 外側は器受部はヘラケズリのちナデ、脚部は ⑭⑲ 褐色 残 40% 

t 9. 9 器受部・脚部はともに直線的 ナデ。 焼 普

h 〈5.0〉 に大きく開く 。 内側は器受部はナデ、脚部はナデ。 片石 ・雲＠

表ー27 第28号住居址出土遺物観察表

番号 分類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整 手 法の 特徴 色調 胎土・備考

I 甕 ko 14. 3 口緑部はわずかに内湾する。 外側は口唇部はヨコナデ、口縁部及び胴部は R 暗褐色 残 60% 

t 肩部がやや張る。 ハケナデ。 ⑲ 橙褐色 焼 良

h 13. 2 内側は口唇部はヨコナデ、口縁部はハケによ 片•石 • Fe ·

るヨコナデ、頸部はヨコナデ、胴部上位は木 砂粒 R 

n状上具によるナナメナデ、胴部下位はナデ。 角 ・雲 ＠ 

2 甕 ko (16. 2) 口端部は尖る。 外側は口縁部は指頭によるヨコナデ、胴部は R 暗褐色 残 10% 

t 口唇部は内湾する。 ナナメハケ。 ⑲ 褐色 焼 普

h 〈6.8〉 内側は口縁部は指頭によるヨコナデ、胴部は 片 • 石 • Fe ®

木口状工具によるナナメナデ。 角 ⑱ 

3 壺 ko (8.8) 全体に粗雑なつくりで器形も 外側は口縁部はヨコナデ、胴部は軽いヘラケ R賠橙褐色 残 20% 

t 歪む。 ズリのちナデ。 ⑲ 暗褐色 焼 良

h 〈8.8〉 口端部は丸い。 内側は口縁部はヨコナデ、胴部は木口状工具 砂粒・白粒 R

口縁部は直立気味に立ち上が によるナデのちナテ~゜ Fe ・片 ＠

る。

肩部はやや強く張る。

4 台付甕 ko ― 台部は直線的に開く 。 外側はハケのちナデ。 R⑲橙褐色 残 10% 

t 9. 7 被熟による器表面の剥落が著 内側はナデ。 焼 悪

h 〈5.9〉 しい。 砂粒 R 

Fe ・片 R

表ー28 第29号住居址出土遺物観察表

番号 分類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整 手 法の 特徴 色調 胎土 ・備考

I 杯 ko (12. 3) 口端部は内側に面をもち尖る。外側は口辺部はヨコナデ、休部から底部はヘ R⑲橙褐色 残 40% 

h 4.0 ラケズリ 。 焼 普

内側は口辺部から体部はヨコナデ、底部はナ 砂粒 ・白粒 R

Tー＊。 片 ＠ 
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番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整手 法の特 徴 色調 胎t • 備考

2 杯 ko (13. 6) 口端部はわずかに尖る。 外側は口辺部はヨコナデ、体部から底邸はヘ R 橙褐色 残 30% 

h 3.8 口辺部はわずかに内湾しなが ラケズリ 。 ⑲ 橙褐色 焼 普

ら開く 。 内側はn辺部から体部はヨコナデ、底部はナ 暗褐色 砂粒 ・白粒R

T--ツ。 Fe・片 ＠ 

3 坪 ko (13. 5) 口瑞部は丸い。 外側は口辺部はヨコナデ、体部はヘラケスリ 。 ⑭⑲淡褐色 残 10% 

h 〈27〉 17辺部はゆるやかに内構しな 内側は口辺部及び体部はヨコナデ。 焼 普

がら立ち上がる。 砂粒 ・白粒R

片 R 

表ー29 第30号住居址出土遺物観察表

番号 分類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調 整手 法の 特 徴 色調 胎土 ・備考

l 菰ゃ ko 18.6 口唇部はわずかに内湾する。 外側は口縁郎はヨコナデ、胴部はヘラケズリ。 R⑲ 残 30% 

t 口縁部は大きく外反する。 内側は口緑部はヨコナデ、胴部はナデ。 淡賠褐色 焼 普

h 〈18.9〉 器内面の剥落顕著。 片 • 石 R 

砂粒 •Fe · M n

R 

2 売 ko 17. 5 口端部は外側に肥厚する。 外側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工 R 橙褐色 残 30% 

t 「l縁部はゆるやかに外反する。 具によるヨコナデ、胴部はヘラケズリのちナ ⑲ 淡褐色 焼 良

h 〈11.4〉 T•— o 。 暗褐色 片 •Fe 白粒

内側は日沿部はヨコナデ、口縁部上位は木n R 
状工具による ヨコナデのちヨコナデ、口縁部

下位は木口状工具によるナナメナデのちヨコ

ナデ、胴部は木口状工具によるナナメナデ。

3 衷上 ko 17.4 n端部は丸い。 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状工 R⑲暗褐色 残 70% 

t 口稼部はゆるやかに外反する。 具によるヨコナデのちヨコナデ、胴部はヘラ 焼 良

h 〈23.4〉 胴部中位に最大径をもつ。 ケズリ 。 砂粒 R 

内側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状工 片 • 石 R 

具によるヨコナデ、胴部は木口状工具による

ョコナデのちナデ。

4 菰必 ko (16 9) 「l端部は外側に面をなし尖る。 外側は口端部から口縁部中位はヨコナデ、ロ R⑲橙褐色 残 5% 

t 口緑部中位にやや鋭い稜をも 緑部中位はエ具によりヨコナデし稜をつくり 焼 普

h 〈5.4〉
つ゜ だしている。口縁部下位はヨコナデ。 砂粒・白粒 R

口縁部中位器内面はわずかに 内側は且端部から口縁部はヨコナデ、胴部ト

窪む。 位は指頭による押捺ナデのちヨコナデ。

口縁部は大きく外反する。

5 甕 ko (15. 9) 口端部はわずかに外側に肥厚 外側は目縁部はヨコナデ、胴部はヘラケズリ 。 R⑲淡褐色 残 20% 

t する。 内側は口縁祁はヨコナデ、胴部は指頭による 焼 普

h 〈16.6〉 口緑部はやや直線的に開く 。 枠いナデ。 砂粒・白粒 ◎

屑部がやや強く張る。 Fe ・片 R 

胴部器内面の輪積痕顕著。
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番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整手法の特徴 色 調 胎土 ・備考

6 甕 ko 14. 9 口端部はわずかに外側に肥厚 外側は口縁部はヨコナデ、胴部はヘラケズリ 。 R⑲ 残 20% 

t する。 内側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状エ 淡橙褐色 焼 普

h 7. 7 口縁部はゆるやかに外反する。 具によるナナメナデのちヨコナデ、胴部上位 砂粒・白粒 R

は指頭よる押捺ナデ、胴部は木口状工具によ Fe R 
るナナメナデのちナデ。

7 甕 ko (19. 6) 口瑞部は丸い。 外側は口端部から胴部上位はヨコナデ、胴部 R⑲ 残 20% 

t 口縁部は直線的に開く 。 はヘラケズリのちナデ。 淡賠褐色 焼 良

h 〈14.0〉 内側は口縁部はヨコナデ、 胴部は木口状工具 Fe・ 片・白粒

によるヨコナデのち丁寧なナデ。 R 

8 鉢 ko 20. 0 口縁部はわずかに開く 。 外側は口縁部はヨコナデ、胴部はタテハケの R⑲橙褐色 残 40% 

t 器形の歪みが著しい。 ちナデ。 焼 良

h 〈16.9〉 内側は口端部はヨコナデ、口縁部中位から胴 片 •Fe ・白粒

部上位はナナメハケのちヨコナデ、胴部中位 R 
はナデ、胴部下位はナナメハケのちナデ。 砂粒 R 

「貯蔵穴内出土」

， 甑 ko 14.4 口端部はわずかに内湾し、体 外側は口縁部はヨコナデ、体部はヘラケズリ R 淡褐色 残 60% 

t 6 3 部は内湾しながら立ち上がる。 のちナデ。 ⑲ 黒褐色 焼 良

h 6.4 底部に焼成前穿孔あり 。 内側は口縁部はヨコナデ、体部はナデ。 石 • Fe R 

口縁部器外面の一部に黒斑あ 片 • Mn • 白粒

り。 R 
雲 R 

10 高 杯 ko (18. 5) 口端部はやや尖る。 外側は口縁部はヨコナデ、底部はヘラケズリ R⑲ 残 30% 

t 口緑部はわずかに内湾しなが のちナデ。 暗橙褐色 焼 普

h 〈6.4〉 ら開く 。 内側は口縁部はヨコナデ、底部はナデ。 白粒•砂粒 ®

11 高 杯 ko 17.9 口端部はやや尖り気味に直立 外側は日縁部上半はヨコナデ、口縁部下半は RRi炎褐色 残 50% 

t する。 ヘラケズリのちヨコナデ、底部はヘラケズリ 焼 普

h 〈7.0〉 のちナデ。 砂粒 R 
内側は口縁部はヨコナデ、底部はナデ。 Fe・ 片 ＠ 

12 高 杯 ko (17.2) 口縁部は直線的に大きく開く。 外側は口縁部はヨコナデ、底部はヘラケズリ ⑭ 淡褐色 残 40% 

t のちナデ。 ⑲ 橙褐色 焼 悪

h 〈5.9〉 内側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工 片•石 •Fe ·

具によるヨコナデのちヨコナデ、底部はナデ。 白粒 R 

13 特 殊 ko 口縁部は大きく開く 。 外側は杯口縁部はヨコナデ、杯底部はヘラケ RR淡褐色 残 30% 

器 台 t 口縁部には円形の透かしが施 ズリのちナデ、脚体部はヘラナデ、脚裾部は 焼 普

h 〈12.0〉 されている。 ョコナデ。 片 •Fe· 白粒

脚部はやや張りをもって開く 。 内側は杯口縁部はヨコナデ、杯底部はナデ、 • 砂粒 R 
脚体部はヘラケズリ、脚裾部はヨコナデ。 角 R 

14 壺 ko --- 胴部中位に最大径をもち偏平 外側は口縁部はヨコナデ、胴部上位はヘラケ R 橙褐色 残 60% 

t 7.1 である。 ズリのちナデ、胴部中位はヘラケズリ、胴部 R 橙褐色 焼 普

h 10.1 底部はやや凸底気味である。 下位はヘラケズリのちナデ、底部はヘラケズ 暗橙褐色 片 •石 • Fe·
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番号 分類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整 手法の 特徴 色調 胎土 ・備考

リ。 白粒 R 
内側は口縁部はヨコナデ、胴部上位は指頭に 角 R 
よるナデ、胴蹄中位はナデ、胴部下位から底

部は木口状工具によるナデのちナデ。

15 甜 ko ― 器形の歪みが著しい。 外側は口縁部はヨコナデ、胴部上半はヘラケ R 淡褐色 残 60% 

t 6. 2 胴部は偏平である。 ズリのちナデ、胴部下半はヘラケズリ 、底部 ⑲ 橙褐色 焼 普

h 〈6.7〉 凹底を呈する。 はナデ。 片 • Fe ・ 白粒

内側は口縁部はヨコナデ、胴部上位はナデ、 ・テ手 R 
胴部中位から底部は木口状工具によるナデ。 「柱穴内出土」

16 琲 ko 8.3 口縁部はわずかに内湾する。 外側は口唇部は木口状工具によるヨコナデの RR 残 90% 

t 3.0 胴部中位に最大径をもち偏平 ちヨコナデ、口辺部は木口状工具によるヨコ 暗橙褐色 焼 普

h 8.9 である。 ナデ、胴部上位はヘラケズリのちナデ、胴部 Fe R 
底部はわずかに[~[底状を呈す 中位から下位はヘラケズリ、底部はナデ。 石 ・白粒・角

る。 内側は口縁部は木口状工具によるヨコナデの ＠ 

ちヨコナデ、胴部上位は指頭による押捺ナデ、

胴部中位から底部はナデ。

17 柑 ko ― 胴部中位に最大径をもち偏平 外側は口縁部下位はヨコナデ、胴部上位から R⑲橙褐色 残 50% 

t 2.8 である。 中位はヘラケズリのちナデ、胴部下位はヘラ 焼 普

h 〈4.9〉 凹底を呈する。 ケズリ、底部はナデ。 砂粒 ・白粒 R

内側は口縁部下位はヨコナデ、胴部から底部 Fe・片・角R

は指頭によるナデ。

18 柑 ko ― 眉部がやや張 り偏平である。 外側は口縁部はヨコナデ、胴部上位から中位 R⑲淡褐色 残 60% 

t 4.2 凹底を呈する。 はヘラケズリのちナデ、胴部下位はヘラケズ 焼 良

h 〈4.6〉 リ、底部はナデ。 Fe· 片 • 砂粒

内側は口縁部はヨコナデ、胴祁から底部は指 R 
頭によるナデ。 「貯蔵穴1り出土」

19 堆 ko ― 最大径を胴部下位にもち偏平 外側は胴部上位から中位はヘラケズリのちナ R⑲橙褐色 残 60% 

t 4.4 である。 デ、胴部下位及ひ底部はヘラケズリ。 焼 普

h 〈4.7〉 凹底を呈する。 内側は胴部から底部は指頭によるナデ。 Fe· 片 • 石 ・

白粒 R 

Mn R 

20 鉢 ko (11. 6) 口縁部はわずかに内悔 しなが 外側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工 R 淡褐色 残 40% 

t 4.8 ら開く 。 具によるヨコナデのちヨコナデ、休部上位は 暗褐色 焼 良

h 6.3 体部は半球状を呈する。 木口状工具による横位ナデ、休部中位はヘラ ⑲ 淡褐色 片•砂粒 ＠ 

凹底を呈する。 ケズリのちナデ、体部下位から底部はヘラケ 賠茶褐色 Fe・白粒 R 

ズリ 。

内側は口縁部はヨコナデ、体部は木口状工具

によるナナメナデ、底部はナデ。

21 鉢 ko (10. 9) 口端部はやや丸い。 外側は口縁部はヨコナデ、体部はヘラケスリ R 淡褐色 残 30% 

t (5. 7) 口縁部はわずかに内湾する。 のちナデ、底部はナデ。 ⑲ 暗褐色 焼 普

h 〈6.1〉 体部上位がやや張る。 内側は口縁部はヨコナデ、体部から底部はナ Fe・砂粒 ⑨
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番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整 手法 の特 徴 色 調 胎土 ・備考

デ。 片・白粒 ＠ 

22 鉢 ko 12. l 口唇部はゆるやかに外反し、 外側は口縁部はヨコナデ、体部はヘラケズリ R⑲淡褐色 残 80% 

t 6.2 口縁部は直線的に外反する。 のちナデ。 焼 良

h 4.9 体部は直線的に立ちLがる。 内側は口縁部はヨコナデ、体部は木口状工具 片•石 • Fe ⑨

によるヨコナデのちナデ、底部はナデ。 白粒 R 

角・雲 R 

r貯蔵穴内出土J

23 鉢 ko 9. 7 口端部に指頭圧痕あ り。 外側は口辺部はヨコナデ、｛本部はヘラケズリ R⑲ 残 完

t 5.0 口唇部はわずかに内消する。 のちナデ。 明橙褐色 焼 昔

h 7. 5 体部中位で弱く屈曲する。 内側は口辺部はヨコナデ、休綿は木口状工具 Fe・ J-¥ ・石・

によるヨコナデのちナデ、底部はナデ。 角 R 

24 境 ko 11. 6 口縁部はやや内湾しながら立 外側は口縁部はヨコナデ、｛本部上半はヘラケ R 橙褐色 残 95% 

t ち上がる。 ズリのちナデ、体部下半はヘラケズリ 。 ⑲ 淡褐色 焼 普

h 5. 9 凹底状を呈する。 内側は口縁部から体部中位はヨコナデ、底部 片 • 石 ・ チャ ®

はナデ。

25 杯 ko (13. 6) n端部は尖る。 外側は口辺部はヨコナデ、底部はヘラケズリ R 淡褐色 残 40% 

h 〈5.0〉 口辺部は直立気味である。 のちナデ。 暗褐色 焼 普

内側は口辺部から底部中位はヨコナデ、底部 ⑲ 橙褐色 砂粒 ・白粒 R

はナデ。

26 ミニチュア ko (5.0) 口端部は丸い。 外側は口縁部はヨコナデ、体部は指頭による R⑲淡褐色 残 40% 

t 1. 9 半球状を呈する。 ナデ。 焼 普

h 2.1 内側は口縁部はヨコナデ、体部は指頭による 砂粒 •Fe · 角

ナデ。 R 

27 ミニチュア ko (4.4) LI端蔀は丸い。 外側は口端部はヨコナデ、体部は指頭による R⑲橙褐色 残 50% 

t 1.8 口辺部はわずかに内湾する。 ナデ。 焼 普

h 2.3 内側は口辺部はヨコナデ、体部は指頭による 砂粒 R 

ナデ。

表ー30 第30号住居址その他の出土遺物観察表

番号 分 類 大きさ (cm) 残存率 特 徴

28 石製模造品 長 5.6 80% 剣形石製模造品。悦土中より出土。滑石製。淡灰録色を呈する。全体を刃物状工具に

輻 2.2 より主要な面を整えた後に簡単な研磨を行っている。特に外周端部の研磨は丁寧であ

厚 0.6 る。鍋は先端の一部のみ表現され、刃綿中央は面をなす。無孔。

29 石製模造品 長 4. 5 90% 剣形石製模造品。毅土中より出土。滑石製。淡茶褐色を呈する。外形を刃物状工具に

幅 2.5 より整えた後に簡単な研磨を行っている。鉛は刃部中央まで表現されている。穿孔は

原 0.8 2回試みられ 2回目で貰孔している。

孔 0.1 
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番号 分 類 大きさ (cm) 残存率 特 徴

30 石製模造品 長 2. 7 90% 剣形石製模造品。覆土中より出上。 滑石製。濃緑色を呈する。外形を刃物状工具によ

幅 1.8 り整えた後に簡単な研磨を行っている。鍋は先端のみ表現され、刃部中央は面をなす。

原 0.4 穿孔は表面から。

孔 0.1 

表ー31 第31号住居址出土遺物観察表

番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整手法の特徴 色 調 胎土 ・備考

1 甕 ko 16.9 口縁部は直線状に開き、口唇 外側は口唇部は指頭によるヨコナデ、口辺部 R 橙褐色 残 70% 

t 5. 9 部はやや外側に肥厚する。 は木口状工具によるヨコナデのちヨコナデ、 暗橙褐色 焼 普

h 27. 7 屑部はわずかに張りをもち、 胴祁上位はヘラケズリ、胴部下位はヘラケズ ⑲ 橙褐色 片 • 石 ・チャ ®

胴部中位の最大径へと続き、 リのちナデ、底部はヘラケズリ 。 淡橙褐色 Fe ·Mn• 角＠

胴部下位で急激にすぽまり底 内側は日唇綿は指頭によるヨコナデ、口縁部 「カマド内出土」

部へと続く 。 は木口状工具によるヨコナデのちヨコナデ、

器表面はやや荒れている。 胴部上位は木口状工具によるヨコナデ、胴部

胴部下位の接合痕が頴著であ は木口状工具によるヨコナデのちナデ、底部

る。 はナデ。

2 甕 ko 13. 5 口端部は外側にわずかに肥厚 外側は口端部は指頭によるヨコナデ、口縁邸 ⑭ 橙褐色 残 70% 

t 6.8 する。 から頸部下位は木口状工具によるヨコナデ、 賠橙褐色 焼 良

h 21. 9 最大径を胴部やや下位にもつ。胴部上半はヘラケズリのちナデ、胴部下半か ⑲賠橙褐色 片 • 石 R 

ら底部はヘラケズリ 。 角 R 

内側は口端部は指頭によるヨコナデ、頸部か 「カマド内出土」

ら胴部下位は木口状工具によるヨコナデのち

ナデ、胴部下位から底部はナデ。

3 甕 ko (18. 3) 口端部は外側に肥厚する。 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状工 R⑲淡褐色 残 35% 

t 口縁部は大きく外反する。 具によるヨコナデのちヨコナデ、胴部はヘラ 焼 普

h 〈27.4〉 器内 ・外表面の剥落頴著。 ケズリのちナデか。 片 • 石 ・チャ ®

甑の可能性あり 。 内側は口端部は ヨコナデ、口辺部は木口状エ Fe・角 ＠ 

具によるヨコナデのちナデか、胴邸は木口状 「カマド内出土」

工具によるヨコナデのちナデか。

4 甕 ko 13. 9 口唇部はやや内湾する。 外側は口縁部はヨコナデ、頸部はエ具による R⑲橙褐色 残 30% 

t 肩部はやや張る。 ョコナデのちヨコナデ、胴部はヘラケズリ 。 焼 良

h 〈12.1〉 内側は口緑部はヨコナデ、頸部は木口状工具 片 • 石・チャ ⑨

によるヨコナデ、胴部は木口状工具によるヨ Fe ・角 ＠

コナデのちナデ。

5 甕 ko 11. 3 口縁部はやや内湾気味に開く 。外側は口縁部ばヨコナデ、胴部はヘラケズリ 。R淡橙褐色 残 70% 

t 5.8 胴部最大径はやや上位にある。 内側は口縁部はヨコナデ、頸部は指頭による 暗褐色 焼 普

h 17. l 胴部下位器外面に黒斑あり 。 押捺のちナデ、胴部から底部はナデ。 ⑲淡橙褐色 片 • 石 ・ チャ ・

丑云・ R 

Fe・角 ＠ 

Mn R 
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番号 分類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調 整手 法の 特徴 色調 胎土・備考

6 甕 ko (13. 3) 口縁部はやや直線的に外反し、 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状工 R暗橙褐色 残 60% 

t 7. 2 口唇部で大きく外反する。 具によるヨコナデのちヨコナデ、胴部上半は R 暗褐色 焼 普

h 12. 2 器形はやや歪んでいる。 ヘラケズリのちナデ、胴部下半から底部はヘ 片 •石・チャ ⑨

底部器外面に黒斑あり 。 ラケズリ 。 角 • Fe R 
内側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工 「貯蔵穴内出土」

具によるヨコナデのちヨコナデ、胴部から底

部は木口状工具によるヨコナデのちヨコナデ。

7 甕 ko 12.3 口端部は外側にわずかに肥厚 外側は口端部は指頭によるヨコナデ、口辺部 RR 残 70% 

t 5.2 する。 は木口状工具によるヨコナデ、胴部上半はヘ 暗橙褐色 焼 良

h 10. 9 口縁部はゆるやかに外反する。 ラケズリのちナデ、胴部下半から底部はヘラ 片 •石 ・チャ ®

最大径を胴部中位やや上にも ケズリ 。 角 R 
つ。 内側は口端部は指頭によるヨコナデ、口辺部 「カマド内出土」

は木口状工具によるヨコナデのちヨコナデ、

胴部上位は木口状工具によるヨコナデ ・ナナ

メナデのちナデ、胴部下位から底部はナデ。

8 瑚瓦 ko 12. 5 口縁部はゆるやかに外反し、 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状エ R 橙褐色 残 60% 

t 口端部は直立気味に立ち上が 具によるヨコナデのちヨコナデ、胴部はヘラ 明黄褐色 焼 普

h 〈JO.7〉 る。 ケズリのちナデ。 ⑲ 橙褐色 片 •石 ・ チャ ®

頸部内面は稜をなす。 内側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状エ Fe 角 R 
胴部最大径はわずかに上位に 具によるヨコナデ、頸部は指頭による押捺ナ

ある。 デのちナデ、胴部は木口状工具によるヨコナ

器外面は二次被熱のためアバ デのちナデ、胴部下位はナデ。

夕状を呈する部分あり 。

カマド内支脚に転用。

， 鉢 ko 13. 9 器形の歪みが大きい。 外側は口端部は指頭によるヨコナデ、頸部は RR 残 70% 

t 6. 7 口端部は外側に肥原する。 木口状工具によるヨコナデ、胴部上位はヘラ 暗橙褐色 焼 普

h 8. 7 頸部内面に稜をもつ。 ケズリのちナデ、胴部中位から底部はヘラケ 片石チャ R

ズリ 。 Fe・角 R 
内側は口端部は指頭によるヨコナデ、口辺部

は木口状工具によるヨコナデ、胴部は木口状

工具によるヨコナデのちヨコナデ、底部はナ

Tー・o 

10 鉢 ko 14.1 口唇部はやや強く外反する。 外側は口縁部は指頭によるヨコナデ、体部は RR橙褐色 残 60% 

t 6.6 器外面底部付近に黒斑あり 。 ヘラケズリのちナデ、底部はヘラケズリ 。 暗橙褐色 焼 良

h 7. 9 内側は口端部は指頭によるヨコナデ、口辺部 片•石・チャ ®

は木口状工具によるヨコナデのちヨコナデ、 Fe・角 R 
体部は木口状工具によるヨコナデ、底部はナ 「貯蔵穴内出土」

Tー•。

II 鉢 ko (13. 2) 口端部は外側に肥厚する。 外側は口唇部はヨコナデ、口辺部は木口状エ RR橙褐色 残 40% 

t (6. 2) 器外面に黒斑あり 。 具によるヨコナデ、体部はヘラケズリ 。 焼 良

h 8.5 内側は口唇部はヨコナデ、口辺部は木口状エ 片 • 砂粒 ・

具によるヨコナデ、体部は木口状工具による 白粒 R 
ナデのちナデ。 Fe・角 R 
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番号 分頚 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整 手沈 の特 徴 色 調 胎土・備考

12 鉢 ko (13. 7) 口辺部は直立気味に立ち上が 外側は口辺部はヨコナデ、休部上位から中位 RR橙褐色 残 30% 

t 6 4 る。 はヘラケズリのちナデ、体部下位から底部は 暗褐色 焼 良

h 7.9 ヘラケズリ 。 片 • 石 •砂粒

内側は口辺部はヨコナデ、体部は木口状工具 R 
によるヨコナデのちヨコナデ、底部は木口状 Fe・角・雲 R

工具によるナデのちナデ。 「貯蔵穴内出土」

13 鉢 ko II. 9 器形の歪みが大きい。 外側は口端部から頸部はヨコナデ、胴部上半 R 淡褐色 残 95% 

t 5.1 口唇部は外反する。 はヘラケズリのちナデ、胴部下半から底部は ⑲ 橙褐色 焼 良

h 7.0 ヘラケズリ 。 片•石 R 
内側は口唇部はヨコナデ、胴部は木口状工具 角 ・チャ R 

によるヨコナデ、底部はナデ。 「カマド内出土」

14 高 杯 ko -— 脚裾部は大きく開く 。 外側は口辺部は木口状工具によるヨコナデ、 R 暗褐色 残 60% 

t 8.3 杯部内面及び器外面は赤彩を 底部はヘラケズリのち軽いナデ、妬部と脚部 焼 良

h 〈66〉 施す。 の接合部はナデ、脚裾部はヨコナデ。 砂粒・白粒 ．

内側は口辺部から杯部上位は木口状工具によ 雲 R 
るヨコナデ、杯部中位から底部は木口状工具 「貯蔵穴内出土」

によるナデのちナデ、脚部上位はナデ、脚部

下位はヘラケズリ、脚裾部はヨコナデ。

表ー32 第32号住居址出土遺物観察表

番号 分類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整手法の特徴 色 調 胎土・備考

l 甕 ko 18. 5 口端部は丸い。 外側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工 R 橙褐色 残 20% 

t 口縁部はゆるやかに外反する。 具によるヨコナデ、胴部はヘラケズリ 。 ⑲ 橙褐色 焼 普

h 〈9.2〉 内側は口造部はヨコナデ、口縁部は木口状工 暗褐色 片 •石・白粒

具によるヨコナデ、胴部は木口状工具による R 
ョコナデのちナデ。 Fe ・角 R 

「カマド内出土」

2 甕 ko 11.1 口縁部はゆるやかに外反する。外側は口端部はヨコナデ、口縁部から頸部は ⑭⑲ 残 30% 

t 屑部はなだらか。 木口状工具によるヨコナデのちヨコナデ、胴 暗橙褐色 焼 良

h 〈9.8〉 部はヘラケズリ 。 片 • 石 ・チャ ®

内側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工 角 R 
具によるヨコナデ、胴部は木口状工具による Fe R 
ョコナデのちヨコナデ。 「カマド内出土」

3 鉢 ko 22. 9 口端部は外面をもちつつ立ち 外側は口端部はヨコナデのち工具により凹線 R淡橙褐色 残 完

t 7.5 上がり、また凹線が巡る。 を巡らしている。口辺部は木口状工具による R暗橙褐色 焼 普

h 11. 8 口縁部は直線的に外反する。 ョコナデのちヨコナデ、体部はヘラケズリの 片 • 石 ・チャ ®

肩邸に最大径をもつ。 ちナデ、底部はヘラケズリ 。 Fe・ 角 R 
器外面は被熱により荒れが顕 内側は口縁部は木口状工具によるヨコナデの 「貯蔵穴内出土」

著である。 ちヨコナデ、体部は木口状工具によるヨコナ

デのちナデ、底部はナデ。
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番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整手法の特徴 色 調 胎土・備考

4 杯 ko (13. 2) 口端部は外側に肥原し、内側 外側は口端部はヨコナデ、口辺都は木口状エ R 橙褐色 残 20% 

h 〈4.4〉 に面をもつ。 具によるヨコナデ、体部はヘラケズリ。 賠茶褐色 焼 普

口辺部は直立気味に立ち上が 内側は口端部はヨコナデ、口辺部は木日状工 ⑲ 暗褐色 砂粒 ・白粒．

る。 具によるヨコナデ、体部はナデ。 淡褐色 Fe R 

「カマド内出土」

5 坑 ko 12.8 口縁部は直線的に外反し、頸 外側は口縁部はヨコナデ、体部上半はヘラケ R⑲橙褐色 残 70% 

t 3. 7 部内面に稜をもつ。 ズリのちナデ、体部下半から底部はヘラケズ 焼 普

h 5.5 リ。 片 • 石 • FeR 

内側は11縁部はヨコナデ、体部から底部はナ 角 R 
T一 ゃo Iカマド内出土」

6 鉢 ko 7.6 器形の歪みが大きい。 外側は口縁部はヨコナデ、体部はヘラケズリ 。 R⑲橙褐色 残 80% 

t 4.4 器外面に黒斑あり 。 内側は口縁部はヨコナデ、休部から底部は木 焼 普

h 6.5 口状工具によるヨコナデのちナデ。 片 • 石 ・ チャ ®

Fe R 

「カマド内出土」

表ー33 第33a号住居址出土遺物観察表

番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整手法の特徴 色 調 胎土 ・備考

l 壺 ko 口縁部は直線的に開く 。 外側は口縁部はヨコナデ、胴部から底部はヘ R⑲橙褐色 残 80% 

h 〈12.6〉 胴部は中位に最大径をもち偏 ラケズリのちナデ。 焼 普

平である。 内側は日縁部はヨコナデ、胴部 k位は指頭に Fe・微砂粒 ．

丸底を呈する。 よるナデ、胴部中位から底部はナデ。 岱 R 

2 月 ko ― 器形の歪みが大きい。 外側は「l縁綿はヨコナデ、胴部から底部はヘ R 橙褐色 残 60% 

t 胴部器外面に黒斑あり 。 ラケズリ 。 ⑲暗橙褐色 焼 悪

h 〈6.0〉 内側は口縁部はヨコナデ、胴部から底部は指 片•石 R 

頭によるナデ。

3 甕 ko (16. 5) 口唇部は大きく外反する。 外側は口唇部はヨコナデ、口縁部はナナメハ R 橙褐色 残 5% 

t ケのちヨコナデ、胴部はナナメハケ。 ⑲ 淡褐色 焼 普

h 〈6.8〉 内側は口唇部はヨコナデ、口縁祁はナナメハ 片 • 石・チャ ®

ケのちヨコナデ、胴部はナデ。 Fe R 

表ー34 第33b号住居址出土遺物観察表

番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整手法の特徴 色 調 胎土備考

1 壺 ko (13. 5) 口婿部は丸い。 外側は口縁部から頸部中位はヨコナデ、頸部 R 灰黄色 残 70% 

t 5.3 口縁祁は大きく外反する。 下位はエ具によるヨコナデか、胴部はヘラケ 淡暗灰色 焼 普

h 18.8 頸部は直立気味に立ち上がる。 ズリのちナデ。 ⑲ 灰黄色 微砂粒 R 

胴部は中位に最大径をもち、 内側は口縁部から頸部はヨコナデ、桐部上半 Fe・ Mn R 

箕盤玉状を呈する。 はナデ、胴部下半から底部はヘラミガキ。
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番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整手 法の特 徴 色調 胎十 ・備考

胎土は灰黄色を呈し、極めて

緻密。

撤入品の可能性が高い。

2 甕 ko 12.9 口唇部はわずかに内傾する。 外側は口端部は指頭によるヨコナデ、口辺部 R⑲橙褐色 残 80% 

t 5.9 胴部中位に最大径をもつ。 は木口状工具によるヨコナデ、胴部から底部 焼 普

h 21.3 胴部上位器内面に輪積痕を残 はヘラケズリ 。 白粒 R 
す。 内側はn端部は指頭によるヨコナデ、口縁部 Fe R 
頸部にはヨコナデ調整が弱い は木口状工具によるヨコナデ、胴部上位は木 雲・片・チャ R

ため、成形時の指頭の圧痕が 口状工具によるナナメナデのちヨコナデ、胴

わずかに残る。 部中位から下位は木口状工具によるヨコナデ

のちナデ、底部上位は木口状工具によるヨコ

ナデ、底部はナデ。

3 売 ko 12. 9 口縁部は直線的に外反する。 外側は口縁部はヨコナデ、胴部は縦位及び横 R R棺褐色 残 70% 

t (6 6) 胴部中位に最大径をもつ。 位のヘラケズリのちナデ、底部はヘラケズリ 。 焼 良

h 16.5 器内面屑部に木n状工具の痕 内側は口端部はヨコナデ、口緑部は木口状丁 片 • 石 ・チャ®

跡を残す。 具による ヨコナデ、頸部はヨコナデ、胴部は Fe・角・雲R

木口状工具によるヨコナデのちヨコナデ、底 「カマド内出土」

邸はナデ。

4 甕 ko 18.4 口端邸は外側にやや肥厚する。 外側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工 R⑲橙褐色 残 10% 

t 口縁綿は直線的に開く 。 具によるヨコナデ、胴部はヘラケズリ 。 焼 良

h 〈9.5〉 内側は口端部はヨコナデ、口緑部は木I11人工 砂粒 ・白粒R

具によるヨコナデ、胴部は木口状工具による Fe・ 片 R 
ヨコナデのちナデ。 「カマド内出土」

5 杯 ko 13.3 口縁部は直立気味に立ち r．が 外側は口唇部はヨコナデ、口辺部は木口状エ R⑲橙褐色 残 80% 

h 5.2 り、口唇部でわずかに外収す 具によるヨコナデ、底部はヘラケズリ 。 焼 普

る。 内側は口端部はヨコナデ、口辺部から底部中 片 • 石 ・ 角 ・

「l瑞部は面をなす。 位は木口状工具によるヨコナデ、底部下位は チャ R 
底部器外面に黒斑あ り。 ナデ。 Fe R 

「カマド内出土」

6 杯 ko (11. 6) 口辺部は直立気味に立ち上が 外側はLI瑞部はヨコナデ、 n辺部は木口状エ ⑭⑲橙褐色 残 40% 

h 〈5.6〉 る。 具によるヨコナデ、底部はヘラケズリ 。 焼 普

内側は口端部はヨコナデ、口辺部から底部上 Fe・砂粒 ．

位は木「1状工具による ヨコナデ、底部はナデ。 白粒 ＠ 

7 杯 ko 14.4 口端部は外側に肥厚する。 外側は口端部はヨコナデ、口辺部は木口状工 ⑭⑲橙褐色 残 30% 

h 〈4.7〉 具によるヨコナデか、底綿はヘラケズリ 。 焼 普

内側は口端部はヨコナデ、口辺部から底部上 Fe ＠ 

位は木口状工具によるヨコナデか、底部はナ 「カマド内出土」

T一 ゃ。

8 杯 ko (13. 2) 全体に器墜が1厚く利雑なつく 外側は口端部から日辺部中位はヨコナデ、ロ R⑲橙褐色 残 40% 

h 5.6 り。 辺部下イすは木口状工具によるヨコナデ、底部 焼 普

はヘラケズリ 。 砂粒 ・白粒 R
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番号 分類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整手 法の特 徴 色調 胎土 ・備考

内側は口端部はヨコナデ、口辺部から底部中 Fe R 

位は木口状工具によるヨコナデ、底部はナデ。

， 鉢 ko 11.8 口縁部はわずかに内湾する。 外側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状エ R暗橙褐色 残 80% 

t 5.8 凹底を呈する。 具によるヨコナデ、体部はヘラケズリのちナ R 橙褐色 焼 普

h 6.6 器形の歪みが大きい。 デ、底部はヘラケズリ 。 暗橙褐色 片•石 •Fe·

内側は口端部はヨコナデ、体部は木口状工具 白粒 R 

によるヨコナデのちナデ、底部はナデ。

10 鉢 ko - 体部はやや張りをもって立ち 外側は体部上位はヘラケズリのちナデ、体部 R⑲ 残 60% 

t 5.9 上がる。 下位はヘラケズリ。 暗橙褐色 焼 普

h 〈5.7〉 底部はわずかに凹底を呈する。 内側は体部はナデ、底部は木口状工具による 片•砂粒 •Fe

ナデのちナデ。 R 

「カマド内出土」

11 鉢 ko 8.6 器形は半球型を呈し、やや歪 外側は口辺部はヨコナデ。 R⑲橙褐色 残 完

h 4.0 んでいる。 内側は底部はヘラケズリ 。 焼 普

体部下位の一部に黒斑あり 。 チャ •Fe • 石®

雲 ・角 R 

12 鉢 ko 6.5 全体に歪な台形を呈しており、 外側は口縁部はナデ、体部はヘラケズリのち RR橙褐色 残 完

t 5.2 口縁部は内側にやや内湾する。 ナデ。 焼 普

h 4.3 底部に黒斑あり 。 内側は口縁部はヘラ状工具によるナデ、底部 チャ ・石・雲・

はナデ。 Fe ・白粒 ＠

表ー35 第34号住居址出土遺物観察表

番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整手 法の特 徴 色調 胎土・備考

l 台付甕 ko (16. 5) 口端部はやや尖る。 外側は口縁部はヨコナデ、胴部上位はナナメ R⑲ 残 10% 

t (10.4) 口縁屈曲部の稜はやや鈍い。 ハケ、台部上位はナナメハケ、台部中位から 灰黄褐色 焼 普

h (28.1) 脚台部下端内側は折り返しあ 下位はナデ。 砂粒 R 

り。 内側は口縁部はヨコナデ、胴部上位は指頭に 片 R 

よる押捺ナデ、底部はナデ、台部上位は指頭

による押捺ナデ、台部中位はナデ、台部下端

は指頭による押捺ナデ。

2 台付甕 ko ― 肩部が張る。 外側は胴部上位はナナメハケ、胴部下半は縦 Ri炎灰褐色 残 50% 

t 9.1 脚台部は中位がやや張る。 位に近いナナメハケ、胴部下位は縦位に近い 淡褐色 焼 普

h 〈27.1〉 脚台部下端内側は折り返しあ ナナメハケのちナデ、脚台部はナナメハケの ⑲淡灰褐色 砂粒 R 

り。 ちナデ、脚台部下端はヨコナデ。 白粒• FeR 

内側は胴部は木口状工具によるヨコナデのち

ヨコナデ、底部はナデ、脚台部はナデ。

3 甕 ko (15. 0) 口端部は丸い。 外側は口縁部はナナメハケのちヨコナデ、胴 R R淡褐色 残 40% 

t 口縁部はゆるやかに外反する。 綿上位はナナメハケのちナデ、胴部中位から 焼 普

h 〈215〉 胴部中位に最大径をもつ。 下位はハケのち丁寧なナデ。 Fe R 
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番号 分類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整手法の特徴 色 調 胎土 ・備考

内側は口縁部はヨコハケのちヨコナデ、胴部 砂粒・白粒．

はナデ。 雲 R 
片 R 

4 壺 ko ― 頸部には断面三角形の凸帯が 外側は口縁部下位はタテハケのちナデ、頸部 R暗橙褐色 残 20% 

t 巡る。 はヨコナデ、凸帯上はハケによる刻みを施す。 ⑲暗茶褐色 焼 良

h 13.0 胴部は木口状工具によるナデのちナデ。 片 • 石•砂粒

内側は口縁部下位はヨコナデ、胴部上位は指 R 
頭による押捺ナデ、胴部は指頭によるナデ。 Fe R 

表ー36 第35号住居址出土遺物観察表

番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整手法の特徴 色 調 胎土 ・備考

1 甕 ko 20. 6 口端部は丸い。 外側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工 R⑲橙褐色 残 10% 

t 口縁部はゆるやかに外反する。具によるヨコナデ、胴部はヘラケズリ 。 焼 普

h 〈5.6〉 内側は口端部はヨコナデ、口縁部は木口状工 片 • 石 • Fe ·

具によるヨコナデ、胴部はナデ。 チャ•砂粒 ®

雲 ・角 R 

「柱穴内出土」

2 鉢 ko 13. 6 口縁部 ・体部ともに直線的に 外側は口縁部はヨコナデ、体部はヘラケズリ R⑲橙褐色 残 60% 

t 5. 2 立ち上がる。 のちナデ、底部はヘラケズリ 。 焼 良

h 6 7 内側は口縁部はヨコナデ、体部はナデ、底部 Fe・ 石・砂粒

は木口状工具によるヨコナデのちナデ。 ＠ 

白粒 •Mn•片

R 

角 R 

3 鉢 ko (11.2) 口縁部はゆるやかに外反する。外側は口縁部はヨコナデ、体部・底部はヘラ R⑲橙褐色 残 60% 

t 5.0 屑部がやや張る。 ケズリ 。 焼 普

h 6.2 内側は口唇部はヨコナデ、体部は木口状工具 片•石・チャ ・

によるヨコナデ、底部は木口状工具によるナ Fe R 
デのちナデ。 「カマド内出土」

4 高 杯 ko ― 脚体祁は張りをもつ。 外側は脚体部はヘラナデのちナデ、脚裾部は R淡橙褐色 残 30% 

t (12. 8) 脚裾祁は大きく開く 。 ョコナデ。 R 暗褐色 焼 普

h 〈9.6〉 脚体部内面には絞り込み痕あ 内側は脚体部はナデ、脚裾部はヨコナデ。 褐色 Fe・白粒 ・片

り。 R 
砂粒 R 
角 R 

5 手 捏 ko (4 5) 口縁部は不整形な波状を呈す 外内指頭によるナデ。 R 暗褐色 残 70% 

t 2.5 る。 淡橙褐色 焼 普

h 5.4 ⑲ 暗褐色 砂粒 •Fe· 片

• 石 R 
白粒 R 
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表ー37 第36号住居址出土遺物観察表

番号 分類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整 手 法の 特徴 色調 胎土・備考

1 甕 ko (19.1) 口端部は外側に面をもつ。 外側は口縁部はヨコナデ、胴部はヘラケズリ 。R 淡褐色 残 30% 

t 口縁部中位に輪栢痕あ り。 内側は口縁部はヨコナデ、胴部上位は木口状 R 暗褐色 焼 普

h 〈20.l〉 胴部は下位が張る。 工具によるナナメナデのちナデ、胴部はナデ。 Fe · 片•石®

砂粒 ・白粒R

2 甕 ko 13.0 口縁部は中位よりゆるやかに 外側は口端部は指頭によるヨコナデ、口辺部 R 橙褐色 残 50% 

t 外反する。 は木口状工具によるヨコナデ、胴部上位はヨ ⑲ 淡褐色 焼 普

h 〈16.7〉 胴部はやや偏平である。 コナデ、胴部上半はヘラケズリのちナデ、胴 Fe・ 片 R 

胴部下位外面に黒斑あり 。 部下半はヘラケズリ 。 石・角・チャ R

内側は口端部は指頭によるヨコナデ、口辺部

は木口状工具によるヨコナデ、胴部上位は指

頭による押捺ナデ、胴部は木口状工具による

ョコナデのちナデ。

3 鉢 ko 13 2 口唇部は大きく外反する。 外側は口端部から屑部はヨコナデ、屑部から R 橙褐色 残 90% 

t 6. 7 胴部中位はナデ、胴部下位は木口状工具によ ⑲ 淡褐色 焼 良

h 9.8 るナナメナデのちナデ、底部はヘラケズリ。 Fe R 

内側は口唇部は木口状工具によるヨコナデの 片 • 石 ・ チャ ・

ちヨコナデ、口縁部中位から頸部は木口状エ 角 R 

具によるナナメナデのちヨコナデ、胴部はヘ

ラ状工具によるナナメナデ、底部はヘラ状工

具によるヨコナデ。

4 鉢 ko 12.8 口緑部は大きく外反する。 外側は口唇部は木口状工具によるヨコナデの R⑲暗褐色 残 完

t 4.2 器外面に黒斑あり 。 ち指頭によるヨコナデ、口辺部は木口状工具 焼 普

h 6.5 によるヨコナデのちヨコナデ、胴部上半は主 Fe R 

にヘラケズリのちナデ、胴部下半から底部は 片・チャ ・石・

ヘラケズリ 。 角 R 

内側は口唇部は木口状工具によるヨコナデの 「貯蔵穴内出土」

ち指頭によるヨコナデ、胴部は木口状工具に

よるヨコナデのちナデ、底部はナデ。

5 鉢 ko 11. 6 口唇部は外側に外反し、内側 外側は口辺部は木口状工具によるヨコナデの R⑲暗褐色 残 95% 

t 5.0 には鈍い稜を有する。 ちヨコナデ、口端部は指頭によるヨコナデ、 焼 良

h 5.5 胴部上位はナデ、胴部下位はヘラケズリのち 片・チャ ・石・

ナデ、底部はヘラケズリ 。 Fe R 

内側は口唇部は指頭によるヨコナデ、桐部は 角 ⑱ 

木口状工具によるヨコナデのち丁寧なヨコナ

デ、底部は木口状工具による ヨコナデのちナ

T--。

6 柑 ko 9.1 口縁部は直線的に開く。 外側は口唇部は指頭によるヨコナデ、口縁部 R⑲ 残 95% 

t 底部は丸底を呈する。 から頸部は木口状工具によるヨコナデ、屑部 淡暗橙褐色 焼 良

h 7.2 はヨコナデ、胴部上位はナデ、胴部中位から 片 • 石 ・ 角 ・

底部はヘラケズリ 。 白粒 R 

内側は口唇部はヨコナデ、口縁部から頸部は

木口状工具によるヨコナデ、胴部上位はヘラ
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番号 分類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整 手法 の特 徴 色 調 胎土 ・備考

ケズリ、胴部中位から底部はヘラナデ。

7 高杯 ko 19.6 器形の歪みが大きい。 外側は口唇部は指頭によるヨコナデ、口辺部 RR橙褐色 残 80% 

t 14.3 口縁部は直線的に開き、口唇 は木口状工具よるヨコナデのちヨコナデ、杯 焼 良

h 17.4 部はわずかに内湾する。 底部はヘラケズリのちナデ、接合部はヨコナ 片•石 R 
脚部はやや張りをもち、裾端 デ、脚部は縦位ヘラナデのちナデ、脚下部は Fe・チャ・角R

部はわずかに反り上がる。 下から上へのヘラナデ、裾部はヨコナデ。

脚部内面に絞り込み痕あり 。 内側は口唇部は指頭によるヨコナデ、口辺部

から底部上位は木口状工具よるヨコナデ、底

部はナデ、脚部下半はヘラケズリ、裾部はヨ

コナデ。

8 高杯 ko 17. 5 口唇部は内屈する。 外側は口唇部は指頭によるヨコナデ、口辺部 RR 残 80% 

t 13.4 杯部内面の一部には放射状暗 は木口状工具によるヨコナデのちヨコナデ、 暗橙褐色 焼 普

h 14.4 文が観察される。 底部は木口状工具によるヨコナデ、接合部は 片・チャ •Fe ®

杯口辺部と底部の境目に鈍い ヨコナデ、脚部上半はタテハケのちナデ、脚 手云 R 
稜をもつ。 部下位から裾部上位はタテハケ、裾部はヨコ

脚部下位から裾部にかけて粘 ナデ。

土貼付による補修あり。 内側は口唇部は指頭によるヨコナデ、口辺部

補修部上にはハケメ調整が施 は木口状工具によるヨコナデのちヨコナデ、

されている。 底部はナデ、脚部はナデ、裾部はヨコナデ。

器内外面に黒斑あり。

， ミニチュア ko 4 3 下端部分は粘土紐を輪状にし 外内手捏ね整形。 RR淡褐色 残 80% 

甑 t 1 1 たものを貼付け、さらに下か 焼 良

h 3 3 ら上へと穿孔している。 片•石・チャ®

Fe R 

表ー38 第36号住居址その他の出土遺物観察表

番号 分 類 大きさ (cm) 残存率 特 徴

10 石製紡垂車 大径 4.8 完 滑石製。濃緑色を呈するが一部i炎緑色の部位あり 。大円端部 ・小円端部ともに研磨に

厚 0.6 より滑らかな面を形成。側面は刃物状工具によって整えた後に簡単な研磨を行ってい

孔 0.8 る。側面端部は研磨により仕上げられている。

表ー39 第37号住居址出土遺物観察表

番号 分 類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調 整 手 法の 特 徴 色 調 胎土 ・備考

I 台付甕 ko (15. 7) 口端部は丸味をもつ。 外側は口端部はヨコナデ、胴部上位はナナメ R暗灰褐色 残 10% 

t (9.2) ハケ、胴部下位はタテハケ、台都はナデ。 R i炎褐色 焼 普

h 〈25.0〉 内側は口縁部はヨコナデ、胴部上位は指頭に 砂 粒片 R

よる押捺ナデ、胴部下位はナデ、台部上位は

指頭による押捺ナデ、台部中位から下位はナ

Tー キ。
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番号 分類 大きさ (cm) 器形及び形成手法の特徴 調整 手 法 の 特徴 色 調 胎土 ・備考

2 台付甕 ko (15. 4) 口踏部は尖り気味である。 外側は口縁部はヨコナデ、胴部上位はナナメ R⑲ 残 5% 

t 口縁屈曲部の稜はやや鈍い。 ハケ。 淡橙灰褐色 焼 普

h 〈4.7〉 内側は口縁部はヨコナデ、胴部上位は指頭に 砂粒 ・白粒R

よる押捺ナデ。 片石 角R

3 高 杯 ko ― 脚体部は中実。 外側は脚体部はヘラナデ。 R⑲橙褐色 残 20% 

t 焼 普

h 〈9.8〉 砂粒 ・白粒R

4 甕 ko (15. 5) 口端部は外側に面をもつ。 外側は口縁部はヨコナデ、胴部はタ テハケ。 RR 残 10% 

t 口縁部は大きく外反する。 内側は口縁部は ヨコナデ、胴部は指頭による 淡橙灰褐色 焼 普

h 〈5.4〉 ナデ。 砂粒 R 

（大熊季広）

凡例

1. 観察表における番号は各遺構の出上遺物番号・ 写真図版番号・遺構平面図中の遺物番号に対応

している。

2.表中における大きさの略号は、 koは口径、 tは底径、 hは器高を表わしている。また、 （ ）は

推定値、 〈 〉は残存値、 は計測不能を示している。

3.色調欄における⑭は器外面を、 ⑲は器内面を表わしている。

4. 胎土・備考欄の鉱物等の略号は以下のとおりであり、その含有量については多量、中量、少量、

微量をそれぞれR、R、R、圏で表わしている。

片：片岩粒 石：石英粒 チャ：チャート 白粒：白色粒子 角： 角閃石 雲 ：雲埒粒

Fe:鉄斑粒 Mn:マンガン粒

5.遺物実測図の縮尺はそれぞれ図に示してあるが原則と して土器は 1/4、その他は 2/3である。

• ko —• 

ト― ko -

呈 1

「

h

1

~ t -, 

- 130 -



第W章 まとめー第9号住居址の遺物出土状態をめぐって一

はじ めに

古墳時代後期を主体に多くの遺構・遺物が出土した本遺跡の中で特箪される

のは、火災住居址である第 9号住居址から遺骨が検出されたことである （註）。

この遺骨が人骨であるならば、古墳時代の竪穴式住居址から人骨が検出された

例としてはきわめて希である。類例を求めるとすれば火災住居址からの検出で

はないが埼玉県深谷市の城北遺跡 （山川、 1995)の例をあげられることができ

よう 。その他、本町内にある後張遺跡D地点 (1989年調査）で検出された古墳

時代後期の火災住居址のカマド付近からも骨片が数片検出されたが、詳細なデ

ータは得られなかった。この様な状況に於て現段階では資料の比較検討をする

状況には至っていないと思われる。従って本稿では、調査時において遺構およ

び遺物などの状態及び状況について気付いたことなどを中心に提示をし、今後

資料の増加を待って改めて比較検討したい。

1.第 9号住居址について

貯蔵穴の構造

本住居址は、主軸を N-73°-Eにとり東壁中央部よりやや南寄りにカマド

を構築しており、住居址の平面形態は一辺が約4.95mの隅丸方形を呈する。壁

は、床面より垂直に立ち上がり、床面までは確認面より深さ30cmを測る。床面

は、貼り床状を呈し、ほぼ水平に整えられていたが土質が湿潤と乾燥を繰り返

したため残存状態は良好ではなかった。

カマドは、上部および煙道部が開墾等により破壊されていたものの本体の残

存状態は良好であった。第3層はカマドの天井部と推定され、状況から甕がか

けられていたまま自然に天井部が下方に落下したものであると推定され、外的

及び人為的破壊の痕跡は見受けられなかった。その他、カマドからは支脚が備

え付けられていたと思われるピットが検出されているが、住居廃絶の時には抜

きさられている。

貯蔵穴は住居址内南東部に中位に段を持つ構造をなして検出されている。特

に第 2層は木炭によって構成された層であった。この層は板状のものが木炭化

したもので当時蓋として使用されていたと推定できる。更にこの第 2層直上に

はカヤ製の敷物が敷かれており、その上部には甕などの完形品が数点が置かれ

た状態にあった（第115図）。また、第 4層の上部からも炭化材が検出された。

この炭化材の平面形態を観察すると格子目状に配置されており、当時は中位の

段の位置に貴子状の中蓋として使用されていたと考えられる （第115図）。これ

らのことから第 9号住居址の貯蔵穴は、簑子状の中薔を仕切りとして上室と下
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火災の意義

室とが分かれている構造をした貯蔵穴であったと推定している。第115図の断

面図に掛かった杯は中蓋に接して出士しており上室に置かれていた物である可

能性が高い。 しかし、このような二重構造の貯蔵穴の類例は現時点では確認で

きていない。今後、類例の発見に期待したい。

その他の付属施設は、壁溝が部分的ではあるが検出されている 。また、住居

址の東壁及び西壁の壁溝から延びる間仕切り状の溝が検出できた。特に、壁溝

は板状の木材が打ち込まれていたと推定され板の腐った跡にできた空洞には肌

理の細かい粘質士が詰ま っていた。更に、主柱穴が4本検出されてお り、燃え

残った基部については腐って溶けており、空洞をなしていた。

前述のように本住居址は火災住居であり、焼土塊や炭化した梁や垂木・柱等

の建築材が床面から部分的に検出でき、その一部は壁溝上部にまで入っていた。

特に、南西の壁が著しく焼けており非常に長く壁面に焔があたっていたと認め

られる 。こうした状況を推論するならば、本住居址は、調査を行った集落で最

も新しい時期に当たる為、住人が家屋を焼却して集落を放棄したとも考えるこ

とができる 。この事に類似する行為は、火災住居址ではないという相違がある

ものの「城北遺跡」の事例を巡り、山川氏によって「人骨が出土した住居は集

落最後の時期にあたるため、これらの屋内葬が各住居の廃絶だけではなく、集

落全体の廃絶にもかかわた可能性が考えられる。」（山川、 1996)という指摘が

なされている 。本住居址と最も時期が近い本遺跡第14号住居址も所謂「火災住

居址」であることを付け加えておきたい。
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第115図 第 9号住居址貯蔵穴図
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2.第 9号住居址の遺骨・遺物について

出士遺物の状況 遺骨は潰れていて非常に薄い板状を呈しており、床面に張り付くように検出

された。頭骨の一部は貯蔵穴上に延びていてやや離れて足骨と推定できる部分

が住居中央にむかって延びていた。住居址床面は非常にぬかるんでおり、遺骨

検出状況は良好とはいえない。副葬品といえるようなものの出土はなかったが、

石製紡錘車が 1点出土している。しかし明確な出土位置については、把握する

ことができなかった。又、住居址北東隅付近からも小骨片が検出されたが本遺

骨が拡散したのか別物であるかは明らかになっていない。本逍構においては、

遺骨が火災にあったため偶然に骨が残ったものであると推定されるが、骨が残

る条件にない環境にあってもこのような事例がある可能性があり、発掘調査に

あた っては遺物の出士状況に注意すべきである。

出土遺物については、甕を主体に多くの遺物が出土している 。特に甕の出土

量は一世帯での甕の使用量としては多すぎると考えられる。又、出士場所も集

中する傾向があることからなんらかの儀礼的行為が関係していると推定できよ

う（第116図）。尚、遺物の時期については、若干古い様相を残す個体もあるも

のの鬼高 II式の範疇に収まるものである
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第116図 第9号住居址断面透視図
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3.小 結

遺物分布の状態

第9号住の意義

前述のように第 9号住居址は火災住居から遺骨が出士した点で注目すべき遺

構である。ただし、検出した骨についての専門家の鑑定がまだ行われていない

こともあり、人骨という確証がないので仮定の上に基づいて論を進めることに

お許しをいただき、推論をのべることで小結にしたいと思う 。

この住居址の大きな特徴は住居址内の土器の分布状態についてである。土器

は大きく分けて二形態の分布状態のあることが第117図より見て取ることがで

きる。第一はカマド、貯蔵穴および、壁周辺から出土したものであり、（第117

図A・B・E群）土器の器種は多岐にわたっている 。住居が廃絶される以前の

生活用品として原位置を留めた土器群であったと考えられる。特に壁に沿って

小型の土器が多い傾向にある。第二はカマド西側と住居址中央付近 （第117図

C・D群）にまとまって出土しているものであり、これらは甕を主体としてい

る。住居址の断面観察や床面からはそれに伴う後の掘込みは検出していない。

このことから前記の二形態には大きな時間差がないと推定できる。また後者の

形態は出土量の多さから生活用品として使用されていた甕ではなく、廃棄時ま

たはそれ直後になんらかの理由で再配置されたものと推測される。更に甕集中

地点はニカ所 (C.D群）に存在しており、同時期ないしは数日から数週間と

いう短い時間差の間に二度にわたり配置されたと考えられる。又、住居址内の

遺物にはすべてに灰が覆っており、火災が土器の配置後に起きたのは確実であ

る。この火災が起きた原因は、偶然の失火ではなく何らかの思惟が関与した人

為的な放火であったことを示唆するものである。更に、出上遺物は手捏、臼玉

等の祭祀的遺物は皆無であり、かつ甕集中区からの杯の出土も少ない。

以上のことから、この住居址の廃棄形態については一般の神事に伴う祭祀で

はなく、死者を葬う「残」的要素を含んだ葬送儀礼の形態であったのではない

かと推測している。この結果は、山川氏が城北遺跡（山川、 1995)の人骨が出

土 した住居の考察より結論付けた結果と類似するものであった。更に本住居址

の特徴として前述の城北遺跡検出の住居址とは、次のような共通した要素があ

ることが明らかになった。 1. 人骨が床面にあり被覆土 ・埋め戻し ・掘込みが

ない。2.カマド及び周辺に完形土器が放置されている。3. 上屋が架かって

いる状態で遺体が置かれている 。4.屋内葬のような葬送儀礼が行われている。

5.集落最終期の住居である。以上のような共通要素の中でやはり着目しなけ

ればならないことは、「屋内葬の ような葬送儀礼が行われている」という仮説

が成り立つことであり、今後、藤塚遺跡や城北遺跡のような検出例が増加すれ

ば、あまり明らかにされていない古墳時代後期における 一般民衆の葬送儀礼に

ついてもある程度復元することが可能になるであろう 。 （徳山寿樹）
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註
出士した遺骨の詳細な分析が行われないまま当時 (1991年）の新聞報道や第24回埼予

県遺跡発掘調査報告会（徳山、 1991)で出土した遺骨が人骨であると発表されるに至っ

た経過については、現場担当者の観察に基づくものであり専門家の鑑定を経ていないこ

とは資料を取り扱う上で注意をして頂きたい。ついては、できるだけ早く専門家に分析

を依頼しその結果を報告する所存である。又、現地において遺骨取り上げの指導をして

頂いた岩本克昌氏ならびに埼玉県立埋蔵文化財センターに感謝の意を表したい。
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図版1

1.調査前近 景

2.表土除 去作業



図版2

1. 第 3号住居址 （北西より ）

2.第 4号住居址 （南東より ）
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1.第5号住居址 （南西よ り）
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2.第 5号住居址遺物出土状態（南西より）



図版4

1. 第 5号住居址カマド （南西より ）
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2.第5号住居址貯蔵穴



図版5
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1. 第6号住居址（南東より ）
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2.第 7号住居址 （北西より）



図版6

1. 第 8・9号住居址 （南より ）
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2.第8号住居址遺物出土状態 （南より ）



図版7

1. 第 9号住居址遺物出土状態（南より）

2. 第9号住居址カマド （東より ）



図版8

ヘ・-“'‘¥?；こ
｀゚
、t ヽ• , ．． ，

心 ・.,c::？べ”翠ヽ・吝‘ ' ,;.".-. ,;•5;-: ．デ呟四，；·.:· •．ニ· •寄t 疇 • .̀“‘̀． ,. :~· 咤 ． ．9． ．.‘‘9 : ～. ; -9 ：こ ぺ、• こ-.s 

翠亨逹←ヽ..~ 
...、、

駐 埒‘•:;.→-.？心•”
-¥ .,,c/J ·•'.，，． t.'-·:.c ·· · .: 、.'、．．

•. •ゲF '・ < ·r~:'. ~,>ゞら'-`・～＾．←・ =1-'·i i' 
彎・ ぷ心・・で99,"'..;,_: 戸，g，ふ・・；令 ・'-7疇・し'・. 
ト- r・・ ;> •元←芯．｀；”‘` L‘’ 

虚 t・ メ・~:-. ··.-~~、．翠 . .̀． ． 9 ’← ．̀ ．辻 心‘`ヽ<

）ょ＇ 、社心、：： ； ＃こ玉̀4-、-忍;≪ •三：aム`｀ `  ← -`し、：沿涵‘.，•
．＼  →ヽ tヽ9.-:'くがヽ．t: ゞ

．ざ•文て：マゞ心‘、 ゞ
,．，r. ．令• 怜ゞf

• •9 、. . . •・： ・ ・・・、9,‘・ ．̀ 
r' 、．． 1ぶ，;．，西，，ぷ..,・,,,

• 9.. 

\,• ;: ＼、 ...、
： S `ヽ・.，． ヽヽ ‘ ・

＇ヽ•. ` -．`、-. 
• ¢ •f • ̀ '‘ 

・.-,`ぶへ．c：; ‘’ヽ＇・ ・
汽 唸 'c：宮・ → l 

:1.、.,
‘‘•. • 9’ 

::.;• ¥'．‘ 
；：だご本 9 .，、:｝： 
9．ィ^・ふ.·•.,. . 
, iヽ・・ペ 、 島．吟ふ・り， ．，

ぶ冷．
"2•,;’ ヽ•• i‘ 、iさ．•- ．d 

：ふ:_fj ；・諏．；、， ．Ai,；；. 
i、

忍•:J 9:し：つY`．瓦．さ毒？ぶぎ し ' ’ 
r 

心、 eマJ .
•さ,.．＇： 、̀｛・、 硲～＇ r,碍甚 ‘、’、'←添；` C芯;;

、 i ゼふむ斡．：9，そ,・.J.心，じ，、？、号”̀凡＇怒
玉 ・9ばらご虹丘応、 曇`蚤ぷ＂・ 吟こ`； ．
ふ`'9̀.、 9達さ`

•ヽ磁知

玉閾；；：噂応‘‘貸＼、ょ 森• ：い口 ’’`•[，\｀｀＾勺瞬ふゞ• • 9• '渉疑．、：ふ‘ , ^ぐ、加警t
；；令 ‘t 、. 99[ 

．八噸ゞ噂姜魯 さ‘＇ 淑：な巫：喋迅•C;
闊立＇、 ，，ヽ ・：、 、 に '’,•3溢”9：：沖．ぶシ［汽ぷ｀ft唸研褥；≫!！： 

1. 第 9号住居址カ マ ド （西よ り）

2.第 9号住居址貯蔵穴

， 

・ー・・し



図版9

1. 第 9号住居址遺物出土状態

2. 第 9号住居址遺物出土状態
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図版11

1. 第11号住居址 （東よ り）



図版12

1. 第13号住居址 （東より ）

2.第13号住居址遺物出土状態 （東より ）



図版13

1.第14号住居址 （北よ り）
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2. 第14号住居址遺物出土状態 （東より ）
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1. 第18a ・ 18 b号住居址（東より ）

2.第18a号住居址遺物出土状態



図版17

1. 第18a号住居址カマド（東より）

2.第18a号住居址貯蔵穴
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1. 第20・ 21号住居址 （北より）
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2. 第20号住居址カマド （北東よ り）
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1. 第22号住居址遺物出士状態 （西より ）
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2. 第22・23・24・25号住居址 （北より ）
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2. 第26号住居址カマド （東より ）
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1. 第26号住居址カマド下土堀

2. 第27号住居址貯蔵穴
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1. 第28・ 29 ・ 30号住居址 （南東より ）
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2.第30号住居址遺物出土状態
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1. 第30号住居址（北東より）
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｀ 2. 第31・37号住居址（西より ）



図版25

｀
 
ー・

‘ヽ
芯`

ぷ

令
f
.
ぷ`
r、̀
}
り
↓

忍[[露
‘̂
r,
“ィi

ゞ
，A

ヽ`‘
、
J
.

•

,
．．
．綸ヤ

4

ミ
・々

．．．
J

．ゞ
雫
’

t
.
，ヽ

亀

‘

.

".`

、
．ヽ

r・・:｛ t

.

、ヽー
｀心

｀

｀

5

こ
／
．．．
f

．

L

ヽ

d
'

• 
t
 

•• 

,t
ゞ
・ク．‘

r.̀
,
 ．．
 
、
.
-
~
．

ぐ
ぢ`

・

り沿
．．
 

▲ヽ

4

、

.'ぷ
・
',揺

i・
お

11

[tl

、』
-
}＼

‘
i
'

悶

1
 

，． 

点

;・
9

、“・・・ヽ'
:'、

~dp

4

)

 

．
 

．
 
図
i
わ
g

り

f
 

浮んヅ
．；

ょ

.^
-

社
‘

.

;

,
9~＇

沢賃
'
[
`

‘. 
「-

9
、
ヽ
~占

．．
 

‘̂ 

支

ふ
‘
'
ル

1
,＇

‘;4.’
文

'Jgf
ド

，
 

]
、ャ
・り
＼
贔
喜
翌

．
9

c

t

マ

[
 

[
〗＼□4
9
ニ

4
 

•

い

r
-
.

.

.

{
.

.

.、

ぶ
は名
：
‘
,
ヽ
9
-
[
＇
＂
}
＇

.
＇
文
．
～

一

5
"

ヽ

1

r

y

 

．

．

 

ヽ

＇

、

＼

＂
”i

し

：ゞ，

.

r

.f
、
;
{

．噌

□9
[

．い

1

玉笠
,1'’5,
＂ 

7
.
＇
-

＇

こ
．．． 令
9
}

、r

・
し

~

ダ
し
f
'

•. 

`
 

¥’

祝
芯
｀
炉

場
；
忍

'
i

ヽ
:
J

"仏

'l'“‘

9,

"

．,＇’,; 

｀
~
る
・
＇

尋
ぷ

｀
 

j
 

ぃ

t

-

f
,

．` 

4

,
9
り

1

＂・

・
，4

“

-

＇,
f
 
••• 

r
 

,＂
4
―
,'，
しA・ゞ

几，i

“i-i 

i
≫
 

.

.

 f

i

-

,； 

．．
 

t

.

9
ャ
4
ャ

.

1

ゲ`

李
ゞ
:97g 

1
,

；F
5

 

6
t
f
(
 

-“
 

、
や〗

§
冦
睾
翠
竺
．
星
が
勾

A

,
．ヽ'‘e
 

ぃ
：
い
ご
羞
戸
岳
｝
沿

E

ニ

5
 

‘,', 

l
r_
f’,

＂

,¢a,', 

ゞ

...' 
．ヽ・

ヽ
ヽ

‘ヽ

＼
 

・‘ ~· 
9・ 

9
J
 

，
 

＼
 ．̀ r4. 

｀
 

．`
 

’,； 

., 今

、
‘
、
●
’

f
<`

．．
 
ヽ

h
"

.

、

‘
}
 

・

ぶ

，ヽ・‘‘

ヽ｀
 

・・・
1
.

、
、'

＂`  
I .こ-

足ィ‘:9•'と
,!!,,、一9企

ぇ＇

ぶ—
砧---、/ _ 

,・ ＇ 、.
‘、

イ

2. 第33a・ b号住居址 （西より ）
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1. 第 9・10・ 26 ・ 27号住居址 （南より ）
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1. 第34号住居址 （西より ）

2.第35・ 36号住居址 （南西より ）
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第 3・4・5号住居址出土迫物
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第5号住居址出土遺物(2)
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第9号住居址出土造物(2)
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第 9号住居址出土造物(3)
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第 9号住居址出土遺物(4)
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第 9号住居址出土遺物(5)
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第9・ 11号住居址出土迫物
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13-9 

第11・ 13号住居址出士遺物
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14-9 

第13・ 14号住居址出土遺物

-ー、“ ． 
＿ ≪・＇, • 

:.  9 
;_ ・-・..' 

:, · •.、

・. 
＼
 

｀
 

、．
．
 

13-10 



図版40

． ＼ 

•： ;,. 、·. .・ し 令 ｀ 
・ ベ． •・ ,v ‘ • 

．．； ； a.ー：．．．＼
・ : -'．-9•一疇，；．ゞ

4 『"‘ 只

14-1 

第14号住居址出土遺物(2)



図版41

t, 
禰 S
む

ヽ

7

、,`
ヽ

¢
r
 

14-4 

14-19 

第14号住居址出土遣物(3)
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第16・ 17号住居址出土遺物
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第17・ 18a号住居址出土辿物
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第18a・ b ・ 19号住居址出土遺物
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第19・ 20号住居址出土追物
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第20号住居址出土遺物(2)
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第20・ 21・22号住居址出土遺物
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第22・ 26号住居址出土遺物
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第26・ 27号住居址出土遺物
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30-3 

第27・ 30号住居址出土遺物
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第30・ 31号住居址出土遺物
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第31号住居址出土遺物(2)
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第31・ 32号住居址出土遺物
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第33b・ 34号住居址出土遺物
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第34・ 35 ・ 36号住居址出土遺物
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第 4・ 9 ・ 13 ・ 30 ・ 36号住居址出土遺物

30-30 



報告書抄録

フリガナ フジヅカイセキ B2チテン

書 名 藤 塚遺 跡 B 2地点

副 書名 町内遺跡発掘調査に伴う発掘調査報告書 巻次 17 

シリーズ 児玉町文化財調査報告書 巻次 第22集

編集者 徳 山 寿 樹

編集機関 児玉町教育委員会

所在地 〒367-02 埼玉県児玉郡児玉町大字八幡山368番地 TEL0495(72) 1331 

発行日 1996（平成 8)年 3月21日

フ リガ ナ フ リ ガ ナ
コー ド 北緯 東経

所収遺跡 所在地 (° '” ) (0,,,) 調査期間 調資面積 調査原因

市町村 遺跡 m2 

7ジヅカ イ セキ コダマグンコダママチオ オアザ

19890925 県営
藤 塚遺 跡 児玉郡児玉町大字

B 2 ナテン ヒルカワアザカ キシマ 113824 017 36'12'43“ 139゚9'5" I 2,081 
(B 2地点） 蛭川字柿島他 19900316 圃場整備

所収遺跡 種別 主な年代 主な 遺構 主 な 遺 物 特記事項

縄 文 土器片
付近に包

含層

-------------------------------------------------------・ー-------.. _ -_ ------------------------------------------

古墳前期 竪穴住居 4 土器

---------•~ ----------------------------------------------------------------------------------------------------

古墳中期 竪穴住居 9 土器

藤塚 遺跡 --------------------------------------------------------------------------------------------------------------

火災住居

集落 古墳後期 竪穴住居18 土器 ・遣骨 より遺骨

が出土
(B 2地点） --------------------------------------------------------------------------------------------------------------

古墳時代 竪穴住居 7
詳細な時

期不明

--------------------------------------------------------------- ------------•——• ------------------------------

平安時代 竪穴住居 l 土器

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------

土城 ・ 溝•井戸
詳細な時

期不明



児干町文化財調査報告書第22集

藤塚遺跡B2地点
町内遺跡発掘調査に伴う発掘調杏報告書

平成 8年3月21日印刷

平成 8年3月21日発行

発行者 児玉町教育委員会
埼韮県児玉郡児予町大字八幡山368

印刷所 たつみ印刷株式会社
埼玉県深谷市東大沼356








